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因 

DAIHATSU 

このたびは、ダイハツ車をお買い上げいただき、 

あ y がとうございます。 

本書は、 ハイゼットトラック.ハイゼットジャンボ.ハイゼット パネ 
ルバン.ハイゼット ローダンプの正しい取り扱いかたや、お手入れの方 
法などについて説明しているほか、車を操作するうえで必ず守っていただき 
たいこと、また、で一のときの処置についても記載しています。安全で快適 
な力ーライフをお楽しみいただくために、ご使用の前に必ずお読みください。 
特装車にお乗りの方は、本書とともに別冊の取扱説明書を参照くださ 


化読！ドライバーのみなさまへ 


特に重要な事柄です。必ず読んでから操作、あるいは作業に取りかかって<ださい。これらを 
守らないと思わめけがや事故につながったり、車を損傷するおそれがあります。 


まをについての表示マーク • その他の表示マーク 


本で中に記載されているマークの意味は下記の通りです。 


么警告 

震告事頃を巧6ないと、生命にかかわるけび、おるいは重大な 
けびにごながるおそれびお0まず。 

A ミ主意 

ミモ意事頃を巧6ないと、けびや事な、まの破損につなびるおそ 
れぴお0まず。 

fe ア W (イス 

おまのために巧つていただをたい事頃でず。 

1オプション/グレード別装搁 

オプション、またはグレードなどにより、装摘の有無の寅なる 
項目でず。 


ご憂車のために 


•車種によって取り扱いちまが異なる場合は、車両型式やエンジン型式を確認したうえで操作 
を行ってください。車両型式、エンジン型式は本書の「ご愛車に関するメモ」にあらかじめ 
記入しておくと梗利です。 

•保証および点検•整備については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していまずので 
お読みください。 

•お車をゆず5れる際は、次のオーナーのために必ず本書を車に付けておいてください。 

-車の仕様変更により、本書の内容やイラストびお車と一部異なる場含びございますびご了承ください。 
•本書は別冊の「メンテナンスノート」ととちに、いつちお車に保管しておいてください。 

•ご不明な点は、ご購入先のダイ八ツサービスエ場（営業スタッフ）におたずねください。 














ご愛まに関するメ^ 


記入される記号•番号は、車検証、本ームプしートをご覧くださし、。 


ご愛車のメモ 

車名および型式 

車名： 

型式： 

車台番号 


エンジン型式 

KF - 型エンジン 

総排気量 

658 CC 

車体色(番号） 


トランスミッション 

マニュアル トランスミッション 
オートマチックトランスミッション 


本ームプしートはエンジンルーム I こおり付けしてあります。 



ネームプレート 













マニュアル車には、エンジン始動時の誤操作を防<ためのクラッチスタートシステム 
ヴ装備されています。 

(クラツチスタートシステムー111ぺージ） 

Q クラッチスタートシステム ） 

マニュアル車は、クラッチペダルをいっぱいまで踏み 
込まないとエンジン巧ななりません。 
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お巨巧 
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化読！ドライパーのみなさまへ 
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お車を長持ちさせるには-29 


駐停車するときは-19 こんなときは-31 
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お子さま専用シ ー I -43 


をを注転3る刖し 55 

車体各部の開閉-56 

ま体各部の調整-84 
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メー ターのは たらき - 88 
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スイッチの使い力 > た-98 

運転装置の使いかた-105 

エンジンのかけかた-111 


87 

マニュアルまの運転-11已 

才—トマチック車の運まち-116 


装備品のほいかた 127 

空調-128 

才ーディオ-135 

室内装備品-158 

いざというときに 167 

工具類-1妨 

いざというときの処置-172 

まのお手スれ 199 

まのお手入れ-200 


積雪、寒み時の取 y 巧い 


215 


積雪、き;令時の取り扱い-216 
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給目巧 


外観 


ブしードの違い、ミ主文装備ち記載しています。 
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® T-li グ ー I - 78 

② ヴイドヴ ー I -79 

③ ガード7しーム-80 

④ ピラーアンテナ-135 

⑥ フユ—エ J レキわップ - 72 

⑥ ワイバ-102 

⑦ けん引フック-175 

⑧ ドアミラ-84 

⑨ ドアの開閉-60 

颇平シート7ツク-80 

⑩ 荷台つテップ-80 

@タイわ交換 - 177 

⑩タイわの□—テーシ3ン-206 

@タイわ チェーツ -218 
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内装 


ブしードの違い、ミ主文装備も記載しています。 


① 感 ⑤④ (5 X 6) ⑦ 
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① ルー ムミフ -84 

② ルームランプ -158 

③ ヴンバイザ-161 

④ ドアの開閉-60 

⑥ 車内な5の施錠•お結-60 

⑥パワードア□ック-64 

® シートベル!-41 

⑧シフトしバー(マニュアル車）-115 

⑧ シフトしパ'—(才ートマチック車）-117 

® 駐車ブしーキ-106 

⑩シ -I - 37 













インストルメントパネル 


ブしードの違い、ミ主文装備も記載しています。 


① ③③④ ⑥⑥⑦ dXD ⑩ 
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① 助手席 SRS てアバッグ-45 

② エアコン-128 

③ トデけ-135 

④ ワイパー•ウォッシわ一つイッチ-102 

⑥ 非常点滅打スイッチ-102 

のべーッ-88 

⑦ 運転席 SRS エアバッグ-45 

⑧ ライトスイッチ-99 

⑨ 方向指示スイッチ-101 

颇カップ巧ルブ-162 

⑩ 発お筒-173 

⑩ブ□-ブボックス-161 

⑩灰皿-160 

® シガライタ-160 

⑩4 WD 切り琶えスイッチ-108 

峨ホーンスっツ5-104 

⑩エンジンスイツチ-105 

⑩デフ□ックスイッチ-110 

⑩荷台作業打スイッチ-104 

涵)ヘッドランプマニュアルしべリッブスイ、ソチ-100 






















■MEMO 
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巧をのためにぜひず y ましよラ 


A 

必読！ 

ドライ パーの みなさまへ 

ご巧用の巧に、特に巧つていただきたいこと、 

巧つておいていただきたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

注意に値する項目です 





をけ3る刖に . 10 

エンジンをかけるときは . 14 

走行しているときは . 16 

尾主停まするときは . 19 

安をな燃料給ミ由のために . 21 

SRS エアバッグについて . 23 

才ートマチックまについて . 25 

おモさまを乗せるときは . 27 

おまを長持ちさせるには . 29 

こんなとさは . 31 






















化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 

走巧ずる巧に 

お出かけの前に巧っておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行つ 
てください 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください 


安全で快適な運転をしていただ < ためじ、 
日常点検-定期点検整備を実施すること 
打'ま律で義務付け5れています。 

点検•整備はソンテナンスソートにした 
巧って実施して < ださい。 

詳し<は別冊の「ベンテナンス y - 卜」 

をご覧 < ださい。 


各部を正しく調整してください 

シート、5ラー類の位置を正し<調整し 
て < ださし、。 

(シートー3目ぺージ) 
(ま体各部の調整一84ページ) 


シートベルトはしっかりと着 
用してください 

走行する前に化す'運転ち、同乗者とち全 
員なシートベルトを着用して<ださい。 
シートベルトは正しく着用しないとタカ果 
巧半減したり、后険な場合巧あります。化 
す正しい着用方まを身に付けて < だちしん 
(正しい着用一39ぺージ) 



妊娠中の方ち下記の要領でシートベルト 
を着用して<だ'ちい。ただし、万一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれな 
ありますので、シートベルトの着用 I こつ 
いては、医師にご相談のラえ、ミち意事項 
を確認して < ださい。 

•腰ベルトは、化す腰骨のできるだけ化 
い位置、お腹①膨5みの下 I こ密着ちせ 
て着用して<ださい。腰ベルト巧腰骨 
な己すれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けなをする 
おそれなあります。 

•肩ベルトは、お腹の膨5みをちけ化す' 
胸部に着用して<ださい。肩ベルトを 
腹部に巧けていると衝突したときなど 
I こ、腹部に強い圧迫を受け、け巧をす 
るおそれ巧'あります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


危険物は持ち込まないでくだ 
さい 



車内や荷箱 I こは、ガソリン、むミ由、シン 
ナーなど①引义物の入った容器やスプし 
一生類を持ち込まないで<ださい。蒸発 
ガス I こ引义したり容器巧破損すると非常 
に后陵です。 


ペダル操作が確実に巧える履 
き物を着用してください 

安全な運起をしていただ<ために、ペグ 
ル操作び確実に行える履き物を着用して 
<ださい。ペグん操作巧確実に行えない 
と、思わめ事故じつな巧るおそれ巧あり 
危険です。 


運転席足元を定期的に清掃し 
てください 

フ□アマットや床面を定期的 I こ清掃し、 
小石やコ'ミなど巧たま己ないよラにして 
<ださい。また、乗車前に靴底じ付いた 
小石などをよ<落とし、なるベ<車内に 
持ち込まないよラ I こして<ださい。 

足元 I こたまった小石やゴ呈などヴぺグル 
操作のちまたげ I こなったり、そのまま使 
用し続けると摩擦でフ□アマットに巧び 
開き、ペグル巧引つな巧って思わめ事® 
I こつな巧るおそれ丹'あります。 




運転席足元に物を置かないで 
ください 

走行中に空生などの動きやすい物を足元 
I こ置<と、ブしーキペダルの下に挟まり、 
ブしーキ操作巧できな<なったり、アク 
tz ルペグん巧戻己な<なるなどのおそれ 
け'あり危険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


フロアマットはダイハツ純正 
品を使用してください 

フ□アマットを使用するときは、じ(下① 
項目を化す'巧って正し < 装着して < だち 
い。 

• この車専用の純正品を使用して<だち 
い。 

• 付属の取付要領書にがって正し<装着 
して <だちし、。 

•すれないよラ I こフ□アマット付属の 
専用フックで化す'固定して < ださい。 



• 重むて使用しないで < ださい。 

•運転前じフ□アマットな正し<固定 
ちれていることを確認して<ださい。 

• フックの破損などにより、フ□アマ 
'ソト丹'固定できな<なったときは、す 
みや巧 I こフ□アマットの使用を中止 
して <だちし、。 

これ己を守己ないと、ブしーキペグんや 
アク tz ルペダル I こフ□アマット巧引っ 
巧なり、思わめ事巧につなびるおそれ巧 
あり危険です。 


荷物を積み過ぎないでくださ 

い_ 

• 助手席に荷物を積み重む!ないで < だち 
し、。視界をちまたげたり、ブしーキを 
なけたときや旋回しているときに荷物 
巧飛ひ'化して体にあたるなどして、思 
わめけ巧や事巧につななるおそれなあ 
り后険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで<ださい。 
車両や走行 I こ悪い影響をおよぼし、思 
わめ事故につななるおそれなあり危険 
です。 


荷物の積みかたにま意してく 
ださい 

• 重い荷物はなたよりのないよラに巧等 
に積んで<ださい。荷物のなたよリヴ 
あるとカーブなどで横転するおそれげ 
あり危険です。 

• 荷物の荷 < す'れや落下のないよラに、 
□ープなどでしつなり固定して<だち 
し、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 

タイわ空気圧の点検は法的に義務付け己 
れてぃます。 

タイわ空気圧はスペアタイわち含め、最 
化でち月 I こ1回は点検を行って < ださい。 
タイわ空気圧け'極端に低い状態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
た、バースト（破裂）など修理できない 
よラな損傷をタイわにあたえたり、思わ 
め事® I こつな巧るおそれ巧あり危険です。 
タイわの点検 I こついては、別冊の「ベン 
テナンスソート」をご覧<だちし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


エンジンをかけるとまは 

エンジンをかけるときになっておいていただきたいこと、お守りいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を確認してください 

エンジン始動前に、車両後方や排気管の 
周りじ可燃物（枯草•紙•木がなど）巧 
ないな確認して<ださい。可燃物なある 
ヒ排気管や排気ガス巧高温じなり、义災 
I こなるおそれ巧あり危険です。 



排気ガスには気を付けてくだ 
さぃ_ 

排気ガスじは無色-巧臭で有喜な一酸化 
炭素巧含まれているため、吸い込むと一 
酸化炭素中毒になるおそれ巧あり后陵で 
す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲巧閉鎖 
ちれた場巧）でエンジンをヴけたままじ 
しないで<ださい。換気巧不十分になり、 
一酸化炭素中毒事故を起こす危険巧あり 
ます。 

排気管はときどき点検して<だちい。排 
気管の異常（腐負じよる巧や亀裂など） 
または排気音の異常などじ気付いたとき 
は、グイハツサービスエ場で点検を受け 
て<ださい。そのまま走行すると排気万 
ス巧車内に侵入するおそれな'あり危険で 
す。 

車内に排気ガスげ侵入してきたと感じた 
5す<1こ換気をし、車内に新鮮な空気を 
入れて <だちい。また、ただちにグイ A 
ツサービスエ場で点検を受けて<ださし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


マニュアルまの場合に注意し 
ていただきたいこと 

マニュアル車には、エンジン始動時の誤 
作動を防くためクラッチスタ-トシス 
テム巧装備ちれています。クラ'ソチペグ 
ルをいっぱいまで踏み込まないとエンジ 
ン巧巧けりません。 

駐車ブレーキをなけ、シフトしバーを二 
ュートラルにし、クラ'ソチペグルをいっ 
ぱいまで踏んでな己エンジッを始動して 
<ださい。 

(エンジンのかけかた一111ぺージ） 


オートマチックまの場合にま 
意していただきたいこと 

駐車ブしーキをれけた状態でシフトしバ 
一を化す'回しンジじして、ブしーキペグ 
ルをしつなり踏みエンジンを始動して< 
だちい。 

(エンジンのかけかた一113ぺージ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


走巧しているとまは 

走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現を巧起こるおそれなあります。 

• ブしーキの倍力装置巧はた5なな<な 
るため、ブしーキの交力きな悪<なり、 
事故じつな巧るおそれげあり后険です。 
• 各警告む巧作用しな < なります。 

• " LOCK " ①位置ではキーな抜けるお 
それびあります。万ーキー巧抜けると 
ハンドル巧□ックし、ハンドル操作巧 
できな<なり、事巧 I こつな巧るおそれ 
巧あり危険です。 

• ハッドル操作巧重 < なります。 

• 軸媒装置を損傷するおそれなあります。 
万一、車巧止ま己な<なったときの非常 
時は、車両の緊急停止方を I こした巧って 
<ださい。 

(ま両を緊急停止するには一196ぺージ） 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブしーキに頼ると、ブしーキ巧過 
熱してブしーキ①効き巧悪<なり、后険 
です。長い下り坂などではシフトダウン 
して、エンジンブしーキを併用しましよ 
ラ。 

その際じは、急激なシフトダウンを避け 
て < ださい。タイわを□ックちせ、ス I 」 
ップなどの原因となり、事巧につな巧る 
おそれ巧あり危険です。 

また、めれたお面や、積雪路、凍結路な 
どのスリップしやすい路面では、十分速 
度を落としてシフトグウンして<ださい。 


エンジンブレーキ 

エンジンブしーキとは、走行中アク tZ ル 
ペダルな己足を離したとき I こなむるブし 
ーキ①ことです。化速ギわ I こなる I まどよ 
<効きます。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


雨、風の強い日には走行にま 
意してください 

雨や風の強い曰は、スピードを控え目に 
しましよう!。特に橋や±手の上、トンネ 
ルの化□、山の切通しの部分など、横風 
①発生しやすい場所では、 A ンドルをし 
っヴリ持ち、スピードを落として走行し 
て < だちし、。 


冠水した道路を走巧しないで 
ください 

冠水した道路を走行すると、エンストす 
るだけでな<、電装品のショート、エン 
ジンの破損などの重大な車両巧障につな 
巧るおそれけあります。 

万一、水中に浸なってしまったときは、 
化す'ダイ/\、ソサービスエ場で点おを受け 
て < だちし、。 


水たまりを走行したあとはブ 
レーキの効きを確認してくだ 
さぃ_ 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし 
たあとは、ブしーキパッド巧しめり、効 
きび悪<なること巧あります。ブしーキ 
ペグルを軽<踏み、ブしーキのタカき具合 
巧正常なを確なめて <だちい。 

効き具合巧悪いときは前後の車 I こ十分を 
意し、ブしーキペグルを軽く踏みなびら 
低速でしば己<走行し、ブしーキのしめ 
りを乾けして < ださし、。 



スタック（立ち往生）などし 
たときにはタイヤを高速で回 
おさせないでください 

タイわのバースト（破裂）、トランスミ 
ッシヨンなどの損傷じよる思わめ事巧に 
つなげるおそれ巧あります。 

(スタック（立ち往生）したとき 
一172ぺージ） 



高速道路を走行するときに注 
意していただきたいこと 

•燃料、ちま日水、エンジンブイルの量、 
タイわの空気圧、摩耗が態などの点検 
は特に念入りに行って<ださい。 

• 高までの急ブしーキは特 I こ后険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
ちし、。 

• 法定速度を守って走行してくだちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


草の生い巧った場所は走行し 
ないでください 

貴などげ駆動系や排気管にな己まると駆 
動装置び損傷したり、义おじなるおそれ 
巧あり后陵です。 



クラッチペダルに足をのせた 
まま走巧しないでください 

クラッチペグルじ足をのせたまま走行し 
たり、化要 L 乂上 I こ長い時間、半クラッチ 
操作を行わないで<ださい。クラッチ巧 
早<摩耗したり、過熱し思わめ事®じつ 
なびるおそれ巧あります。 


正しいシート位置で走行して 
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走 
行しないで<ださい。急ブしーキをなけ 
たときなど、体な固定ちれす'大変危険で 
す。 

人を乗せて走行するときは化す'通常のシ 
ート位置で走行して < ださい。 

(シー1—> 3目ぺージ） 


ブレーキペダルに足をのせた 
まま走巧しないでください 

ブ しーキ 部品巧早<摩耗したり、ブし一 
キヴ過熱し、効き巧悪<なるおそれ丹'あ 
U ます。 


ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走巧中にはハンドルの中 I こ手を入れて、 
スイ 、ソチな どの操作をしないで < ださい。 
A ンドル操作のちまたげになり、万一の 
ときに大変危険です。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激なハンドル操作、急発進、急加ま、 
急ブしーキゃ急激な エン ジッブしーキな 
ど「急」の付<運転はちけて<ださい。 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

ルーム ミラー、ドアミラーなどではお 
認し I こ<い死角巧あります。安全確認を 
しな巧5ゆつ < り後退して < ださい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください 

窓け5身を乗り出したり、手や顔を絶が 
I こ江!ちないで<だちい。思わめけ巧をす 
るおそれなあります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

駐停車するときは 


駐停まずるとまは 

駐停まするときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間なまするときに注意し 
ていただきたいこと 

エンジンをむす'止めて駐車して < ださい。 
思わめ事巧につななるおそれ巧あります。 


駐停まのときは駐車ブレーキ 
をかけてください 

駐停車するときは、必す'駐車ブしーキを 
なけ、シフトしパ'-をマニュアル車は1 
ま（上り坂）または後退（下り坂）、才 
-トマチック車は回しンジ' I こ入れます。 
坂道で駐車するときは、ち己に輪止めを 
置いて駐車すると安全です。 



燃えやすい物のそばにまを止 
めないでください 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物 
け古草.紙•木材など）巧あると、义災 
I こなるおそれ巧あり危険です。車の後方 
じ可燃物巧あるときは、車両後端を 
30 cm じし h 離して止めて < ださし、。 

陰閨ヴかないと排気ガス I こよつてを色や 
変おしたり、义災 I こなるおそれ巧あり后 
険です。また、可燃物け占草•紙-木が 
など）の上で走行したり、車を止めたり 
しないで < ださい。 


まから離れるときに注意して 
いただきたいこと 

車な5離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブしーキをなけ、化すドアを施錠し 
て < だ'ちし、。 

車巧動き化したり、車両盜難、貴重品盜 
難のおそれ巧あります。 

また、乳が巧のみを車内 I こ残して車を離 
れないで<ださい。炎天下での車内の温 
度は、想像 JiLh に高<なり危険です。 



19 


















化読！ドライパーのみなさまへ 

駐停まずるときは 


仮眠するときは必ずエンジン 
を止めてください 

エンジン巧打むった状態のままで仮眠す 
ると、無意識 I こシフトしバーを動なした 
り、アク t ルペグルを踏み込んだりして、 
車の不意な発進やエンジン過熱 I こよる义 
ぶなど、思わめ事巧 I こつななるおそれ巧 
あり后険です。 

また、排気管び損傷していた場合、風通 
しの良<ない巧や、風向き I こよっては排 
気方スの侵入により、一酸化炭素中毒事 
古女を起こすおそれ巧あります。 


高速道路で停まするときにま 
意していただきたいこと 

高速道路で、故障などのためやわを得す' 
停車するときは道路の端によせ、化す'停 
止表示板（停止表示な）を置いて<だち 
い。 

万一のために停止表示板（停止表示む） 
は車 I こ常備しましよラ。高速道路では停 
止表示板（停止表示む）①設置は法律で 
義務付け5れています。 


高温になっている場所には触 
れないでください 

•荷物の積み降ろし時などに、手や足び 
マフラーに軸れないよラ I こして< だち 
し、。エンジン巧ななってし、るときやエ 
ンジン停止直後のマフラーは高温にな 
っているため、やけどをするおそれび 
あります。 

•タイわ交換時などじ、ディスクホイ 
- J レやブしーキ回りに目虫れないよラに 
して<ださい。走行後のディスクホ 
イールやブしーキ回りは高温になって 
いるため、やけどをするおそれ巧あり 
ます。 


まが雪でおおわれたときにま 
意していただきたいこと 

雪巧積ちつた場巧や降雪時 I こ駐車すると 
きは、エンジンをなけたままじしないで 
<ださい。エンジンをなけた状態で車の 
周りに雪巧積わると、排気方ス巧車内じ 
侵入して一酸化炭素中毒事巧を起こすお 
それ巧あり后険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

巧をな燃巧給油のために 

ままな燃お給油のために 

七ルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合に巧 
つておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特にま意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになり、ま全に給油を行つてください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い_ 

化す、無鉛しギュラーガソリン、または 
無紐プレミアムガソリンを使用して<だ 
さぃ。 

給ミ由時じ、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定 L 乂外の燃料（粗悪な方ソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、むミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性が悪<なった 
り、タツキングや化力の低下などな発生 
する場合巧あります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれ巧あります。 



燃料給油時には、必ず下記の 
ことをお守りください 

燃料は引义しやすいため、やけどなど重 
大な傷喜を受けるおそれ巧あり危険です。 
化す'下記のことをお守り <だちい。 

• エンジンは化す'止めて < だちし、。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 
•タバコを吸ラなど、义気を近付けない 
で < だちし、。 



•フユーエルキわ’ソプを開ける前に、 
必す車体または給油機などの金属部分 
に晒れて、身体の静電気除ちを行って 
<ださい。 

身体 I こ静電気を帯ひ'ていると、放電じ 
よる义巧で引义するなどして、やけど 
①おそれ巧あり后険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

巧をな燃巧給油のために 


• 給ミ由中に再ひ'車内のシートに幽れたり、 
座ったり、また人や物に融れると再帯 
電する場合なあります。このよラなと 
きは再ひ'給ミ由機などの金属部分に融れ 
て静電気除ちを行って < ださい。 

• フューエルキわ、ソプを開けるなどの 
給ミ由操作は、むす'静電気除去を行った 
方お一人で行って < ださい。 

• フューエルキわ、ソプを開ける際は、 
ゆっ<りと開けて<ださい。気温な'高 
いときなどは燃料タンク内の圧力が高 
<なり、給ミ由□な己燃料巧吹き返すお 
それなあります。 



• フューエル キゎップをかしゆるめた 
ときじ「シュー」という音巧する場合 
は、それ L 义上開けす' I こ、その音巧止ま 
るのを確認して巧己ゆっ<りと開けて 
<ださい。 

• 給ミ由中に燃料なこぽれた場合はただち 
I こ給ミ由を止め、こぽれた燃料を巧など 
で/るき取って < ださし、。 

• こぽれた燃料な車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面巧劣化 
するおそれ巧あります。 

• 給ミ由□に I まなの人を近付けないで<だ 
ちし、。 


• 給ミ由するときは、給油□に y ブルを確 
実 I こ挿入して<だちし''。また、オート 
スト’ソプ作動をの継ぎ足し給ミ由は行わ 
ないで<ださい。給油□な5燃料巧吹 
きこぼれるおそれ巧あります。 

•給ミ由機 I こよっては、早期じブートス 
トップ巧作動して正常に給ミ由できない 
場合巧あります。ガソリンスタンド 
①係員を呼んで指示にがって < ださい。 

•給ミ由終3後、 フユーエル キゎップを閉 
める場合「カチッ、カチッ’’’’」と音 
びするまでちに回し、お実に閉まって 
いることを確認し、施錠して<ださし、。 



•純正品の フユーエル キゎップ（指 
定）じ I 外は使用しないで<ださい。 
•その他、ガソリンスタンド内 I こ掲示 
ちれているを意事項を守って<ださい。 


燃料の気化ガスをのわないよ 
うにしてください 

燃料 I こは、人体 I こ有害な発ガン性物質を 
含んでいる物ちありますので、ごを意< 
だちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


SRS エアバッグについて 

SRS エアバッグのぺージも併せてお読みください。 


シートベルトを着用してくだ 
さぃ_ 

SRS エアバッグの効まを発揮ちせるため、 
化すシートベルトと併用して<ださい。 
SRS エアバッグはシートベルトを補助す 
るための装置でシートベルトの代わりで 
はありません。 

いざといラとき効果を発揮しないばなり 
でな<、重大な事故 I こつななるおそれ巧 
あります。 


修理、分解、取りかしをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのグイ A ツサービスエ場じご連絡< 
だちい。 


パッド部、インストルメント 
パネルにステッカーなどを貼 
らないでください 

パッド部、イツストルベントパネル I こつ 
テツカーを貼ったリカバーでおおラと、 
いざといラとき SRS エアバッグな正常じ 
作動しないおそれ巧あります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

インストルベントパネんの上じ芳香剤な 
ど物を置いたり傘を立てなけたりしない 
で<ださい。 SRS エアバッグな膨己んだ 
ときの衝撃で飛ばちれたり、 SRS エアバ 
ッブ丹'正常に作動しないおそれ巧ありま 
す。 



付きすぎたりしないで<ださい。お子ち 
まをイツストルベントパネルの前に立た 
せたりしないで<だ'ちし、。 

また、インストルベントパネルにもたれ 
巧な5ないで<ださし、。 SRS エアバッグ 
打'膨己んだときの衝撃で重大な傷害を受 
けるおそれ丹'あり危険です。 


助手席にチャイルドシートを 
取り付けないでください 

助手席にベビーシートやチゎイルドシ 
ートを取り付けないで<ださい。 SRS エ 
アバッブ丹'膨己んだときの衝撃で重大な 
傷害を受けるおそれ巧あります。 

( SRS エアバッグー4日ぺージ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


才ートマチックまについて 

才ートマチックまの運転のぺージも併せてお読みください。 


オートマチックまの特性や操 
作上でミ主意していただきたい 
こと _ 

オートマチック車には、い<つ巧の特性 
巧あります。思わめ事曲;につな巧るおそ 
れびありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身 I こがけて < ださい。 


クリープ現象 

エンジンな巧なつているとき、シフトし 
バー灯'回、回しッジ 1 乂外の位置では、動 
力びつなげった状態になり、アク tz ルぺ 
ダルを踏まな<てちゆっ<りと車な動き 
出します。 

停車中は平坦路であってち車巧動なない 
よラにブしーキペダルをしっ丹りと踏み、 
化要じ応じて駐車ブしーキをなけて < だ 
さし、。 


キックダウン 

走行中 I こアク tz ルペグんを踏みぶわと、 
自動的じ低まギわに切り替わり、エンジ 
ンの回転数け上巧り、急加まします。 

滑りやすい路面やカーブ走行中では、急 
激なアク t ルペグルの操作はちけて<だ 
さし、。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を確認してください 

ペダルの踏み間違えげないよラじ、ち足 
でアク tz ルペダルおよ a ブしーキペグ 
ルの位置を確認し、化すシフトしバーな 
回しンジ①位置になっていることを確認 
して <だちし、。 


ブレーキペダルは右足で操作 
してください 

ブしーキペダルはアク t ルペグんと同 
じち足で操作する習慣を身 I こ付けて<だ 
さし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


スタートするときはフレーキ 
ペダルを踏んだままシフトレ 
パーを操作してください 

シフトしバー巧どの位置にある巧をシフ 
卜しバーまたはベーター巧のインジ'クー 
ターを化す'目で見て確認し、化す'ち足で 
ブしーキペダルをしつなりと踏んだまま 
シフトしバーを操作して<ださし、。 

また、アク tz ルペグルを踏んでのシフト 
し/ T 一 操作はしないで < ださし、。 

(運転のしかた一120ベージ） 



走行中はシフトレバーを回レ 
ンジの位置に入れないでくだ 
さい_ 

走行中はシフトしバーを回しツジに入れ 
ると、エンジンブしーキ巧全<交力なす'思 
わめ事巧の原因となります。 

また、下り坂などでは化す'シフトダウン 
をして、エンジンブしーキを使って < だ 
ちい。ブしーキペグ'んを踏み続けること 
はやめて < ださい。 



坂道などで注意していただき 
たいこと 

あ道などでは、シフトしパ'-を◎、回し 
ッジ'または回しンジじ入れたまま惰性で 
後退したり、回しンジ I こ入れたまま惰性 
で前進することは絶がにやめて <ださし、。 
エンストを起こし、ブしーキの効き巧悪 
<なったり、 A ッドル巧重<なるなど、 
思わめ事故や故障の原因となるおそれび 
あり危険です。 


駐停まするときは _ 

駐停車するときは、化す'シフトしバーを 
回しンプ①位置にし、しつなりと駐車ブ 
しーキをなけて <だちし、。 

また、車巧完全 I こ停止するまでシフトし 
バーを回しンジじは入れないで < ださし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子きまを柔せるときは 


お子ままを柔せるとまは 


ドアの開閉は、大人がミ主意し 
ながら操作してください 

ドアを閉めるときなど、特 I こおすちまの 
手や足を挟まないよラを意しましよラ。 
開閉、胞錠は大人巧行って<ださい。 

(ま体各部の開閉一56ベージ） 


まを離れるときはお子さまも 
一緒に離れてください 

お子ちまのいたす己による車①凳進、义 
災など思わめ事®巧起こるおそれ巧あり 
危険です。また、お天下での車内の温度 
は想像上 I こ高<なり、危険です。 

化す’おすちまと一緒に車を離れて < だち 
し、。 



お子さまにもシートペルトを 
着用させてください _ 

•お子ちまにち化す'シートベルトを着 
用ちせて<ださい。急ブしーキ時など 
体び固定ちれす'大巧后険です。 

また、お子ちまをひざに抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でおすちま 
を抱いていてち、衝突したときなど十 
分に支えることな'できす'、おすちまヴ 
重大な傷害を受けるおそれ巧あり危険 
です。 

•おすちまを乗せるときは、シートべ 
ルト巧首やあご I こ当たってお5す、腰 
骨 I こ密着していることを確認して<だ 
ちし、。 

正し<装着ちれないと、衝突したとき 
など I こ首や腹部 I こ強い圧迫を受け、重 
大な傷喜を受けるおそれ巧あり危険で 
す。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


助手席にチャイルドシートを 
取り付けないでください 

助手席にベビーシートやチゎイルドシ 
-卜を取り付けないで<ださい。 SRS エ 
アバッブ巧'膨己んだときの衝撃で重大な 
傷害を受けるおそれ好'あります。 

( SRS エアバッグー45ぺージ) 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないようにま意しましよう 

走行中に限己す'、お子ちま巧窓な己手や 
顔を出ちないよラにミち意しましよラ。思 
わめけ巧をするおそれ巧あります。 



パワーウインドはお子さまに 
操作させないでください 

パワーウインドは乂を強い力で開閉しま 
すので、開閉するとき、手•腕•頭•首 
などを挟んだり巻き込んだりして、重大 
な傷害を受けるおそれ巧あり危険です。 
パフー ウインド ON - OFF スイ、ソチを 
" OFF " にすると、運転席ウインドガラ 
ス1^(外は開閉できな<なります。お子ち 
まを乗せているときは、 パフ ーウインド 
ON - OFF スイ'ソチを " OFF " にして<だち 
し、。 
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化読！ドライバーのみをさまへ 

おまを長持ちさせるには 


おまを長持ちませるには 


点検整備を巧いましょう 


エンジン冷が水温が低い間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 


車は日頃の管理好'大切です。安全、快適 
にご使用いただ<ため、化す'実施して< 
だちい。 

• 日常点検 
• 新車時点検 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ5の点検整備はま令で定め5れてい 
るちのと、ダイ/\、ソ巧巧奨するちのに基 
ゴいています。 

詳し<は別冊の「ソンテナンス y - 卜」 
をご覧 < ださい。 


巧岸地帯、凍結防止剤を散巧 
した道路を走巧したあとは 

海岸化帯や凍結防止剤を散巧した道路な 
どを走行したあとは、早め I こ洗車をして 
<ださい。特に車体の下回り、足回りは 
念入りじ洗車して<ださい。洗車をせす' 
I こ放置すると腐食の原因となります。 

腐食丹'進行すると、ブしーキや燃料、ブ 
イル、エアコンなどの配管類巧5の液漏 
れ、ガス漏れにつな巧るおそれ巧ありま 
すので、早めの洗車ととちじ定期的な点 
検整備を実跑して < ださい。 


• エンジン)を巧水温巧化い間は、急激な 
空ぷなし-急加速-高速走行をちけた 
運転でエンジンを暖機ちせて<ださい。 
暖機不足のが態で、急激な空ぷなし- 
急加ま•高ま走行をすると、エンジン 
に悪い影響をあたえたり、触媒装置の 
損傷の原因になるおそれなあります。 

• 暖機は水温表示む巧消むすれば十分で 
す。 


無鉛ガソリンのみ使用してく 
ださい 

化す'、巧鉛しギュラーガソリン、または 
巧絕プしミアム方’ソリンを使用して<だ 
ちし、。 

給ミ由時に、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定が外の燃料（粗悪な方’ソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、む油など）を使用 
すると、エンジンの始動性な'悪<なった 
り、タツキングや化力の低下など巧発生 
する場合げあります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれなあります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


まの改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• 車の性能や機能に適ちない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<ださい。正常な性 
能を発揮できな巧ったり、故障や义災 
など思わめ事巧につな巧るおそれ巧あ 
ります。 

• ダイ/ V ソ巧国±交通普に届け化をした 
部品 L 乂外の物を装着すると、違法改造 
になること巧あります。 

• ガラス面に、着をフイルムやステッカ 
一などを貼り付けないで<ださい。運 
転のちまたげになり后険です。特にフ 
□ントガラスおよびフ□ントドア左 
ちのガラスへの貼り付けはミち令で禁止 
ちれています。 

• タイわを交換するときは、指定 L 乂外① 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイール取り付けナットを交 
換するときは、この車専用 L 乂外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能 I こ 
支障をきたし、安全なを行なできな< 
なります。交換するときは、グイハツ 
サービスエ場 I こご相談 <だちい。 

• 無線機やグイハ、ソ純正部品 L 乂外の電装 
品などの取り付け、取り扱い方を巧適 
切でない場合、電子機器部品に悪影響 
をおよぽしたり、巧障や义災など思わ 
め事® I こつな巧るおそれなあり后陵で 
す。ダイハツサービスエ場にご相談 
<ださい。 


• パ’ソテリー端すじダイ/ V ソ純正部品 L 乂 
外の電装品や アース 線を直接つなげな 
いで<だちい。バッテリーあ好'リや义 
災など思わめ事巧につなびるおそれ巧 
あり危険です。 

• お客様自身でのハンドルの取り外しは 
しないで<ださい。八ンドルには SRS 
エアバッグな'内蔵ちれているため、不 
適切に扱ラと誤作動につな巧り、重大 
な傷喜を受けるおそれ巧あり危険です。 


純正部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「ダイ/\、ソ純正部 
品」のご使用をおすすめします。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


こんなときは 

警告なが点な、点滅したとき 

警告む類巧異常を知らせたとぎ、そのま 
ま走行すると后険な場合びあります。安 
全な場所に停車し、正しい処置を行って 
<ださい。 

(警告打一92ページ） 


才ーバーヒートしたとさ 

水温警告む巧点滅したときは、ブーバー 
ヒートげ考え己れます。そのときエンジ 
ンルームけら黒気巧出ている場合は、絶 
巧にエンジンルームを開けないで<だち 
い。 

また、あわててラジエーターキゎップを 
外ちないで<ださい。熱湯び吹き化し、 
やけどをするおそれ巧あります。 

(才ーバーヒートの処置一184ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブしーキの倍力装置やパワーステアリン 
ブ装置な作動しな<なり、ブしーキの効 
き巧悪<なったり、八ンドルな重<なっ 
たりします。この場合、制動力などけ'な 
<なったわけではありませんので、通常 
よリカを入れて A ンドルやブしーキを操 
作して < ださし、。 


パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし 
たときは、 A ンドルをしっなり持って 
徐々 I こブしーキをなけてスピードを落と 
して<ださい。急ブしーキをなけると" 
ンドルを強<取5れ危険です。 

(タイヤの交換一177ぺージ） 


巧下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下に強い衝撃を感じたときは、 
すく' I こ安全な場所に車を停車し、下回り 
を点検して < ださい。 

ブしーキ液ゃ燃料の漏れ、損傷など巧見 
つなった場合はそのまま運転すると思わ 
め事な:につな巧るおそれ巧あります。グ 
イハツサービスエ場で点検を受けて<だ 
ちし、。 


いつもと違うとき _ 

化面 I こミ由や液の漏れたあと巧残つている 
ときや、異臭、異音、振動などじ気付い 
たときは、車に異常のおそれびあります。 
このよラなときは、ダイハツ サービス ェ 
場で点検を受けて < ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の火災につながるおそれ 
があるため、下記の点にま意 
をしてください 

•陕皿を使用したあとは、マ、ソチ、タパ' 
コの义を確実に消し、必す閉めて<だ 
ちい。义災になるおそれなあり后陵で 
す。 

•車内（特 I こインストルベントパネル 
の上など） I こ、ライターなどの発义物 
や炭酸飲料を置なないで<だちい。車 
内巧'高温になり义がや爆発につなびる 
おそれ巧'あり后険です。 

• ライターを車内（ブ□-ブボックス 
内など）に放置したままじしないで< 
だちい。荷物を押し込んだときや、シ 
ートを動なしたときに、ライターの操 
作部巧誤作動し、义災になるおそれ巧 
あり后険です。 



•ウインドガラスじは D 及盤を付けない 
でくだちい。また、インストルベント 
パネルの上 I こ芳香剤などの容器を置な 
ないで<ださい。吸盤や容器なしンブ 
のはた己きをして、义おになるおそれ 
巧あり后険です。 



• シルバー色などの金属蒸着フイルムを 
曲面方'ラス I こおった場合は、ドアやウ 
インドガラスを開けたまま放置しな 
いで<ださい。ドアやウインドガラ 
スを開けたまま放置すると、直射日光 
巧'曲面ガラスの内側に反射し、しンブ 
のはた己きをして、义災 I こなるおそれ 
巧あり危険です。 

• エンジン 始動前 I こエンジン ルームに 
可燃物の置き忘れなないことをお認し 
て<ださい。特に長期間使用しななっ 
たときは、 エンジン ルームに小動物 
や鳥類け'持ち込んだか枝などの可燃物 
巧ないことを確認して<ださい。車両 
①义災につな巧るおそれびあり后険で 
す。 

また、走行中にエンジンルームな己 
こげた臭い丹'するときは、ただちに安 
全な場所に停車し、ブイ八、ソサービ 
スエ場にご連絡 < ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


こんな点にもま意をしてくだ 
さぃ_ 

• 炎天下での駐車は高温になりますので、 
^ガネなどを車内に放置したり、小物 
入れなどに入れたままにしないで<だ 
ちい。お天下では車内巧高温になるた 
め、しンブやフしーム、耐熱性の化い 
物は、を形-ひび割れを起こすこと巧 
あります。 

•車内に飲み物をこぼしたり、雨水など 
巧巧け己ないよラを意して < ださい。 
インストルベントパネルやドア、フ 
□ア下などにあるスイ 、ソチ や電気部品、 
配線類の巧障の原因となったり、車両 
义災につな巧るおそれげあり危険です。 
万一、飲み物、雨水などびななった場 
合は、すみやヴにダイハツ サービス 
工場にご相談 < ださい。 

•イツストルベントパネんの上に物を 
置いたまま走行しないで<ださい。運 
転者の視界をちまたげたり、発進時や 
走行時に動いて思わめ事巧につなげる 
おそれ巧'あります。 

•運おちは"ンブフ|」一し^(外の自動車 
電話や携帯電話などを走行中に使用し 
ないで<ださい。思わめ事な:じつなな 
るおそれ巧'あります。 

•運転るは走行中、テしビを見たり、力 
ーナビヴーシヨンを操作しないで< 
だちい。思わめ事® I こつな巧るおそれ 
巧あります。 


• タイわは4輪とち指定ヴイブで、同一 
ヴイブ、同ーソーカー、同一銘柄およ 
ひ'同ートしッドパターン（溝模様） 
①物を装着して < ださい。 

• tz ンターコンソール下部およびステ 
アリンブ下部のカバー部（電動パフー 
ステアリンブ装着車）じ化をなけない 
で<ださい。エンジンのコンピュータ 
一などに水巧巧なり巧障の原因になり 
ます。 
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まを装備 



まを運転するラえで柔員のまををな護するための 
装備について説明しています。 


■ シート 

正しい運転姿勢-36 

シー!-37 

■ シートベルト 

正しい着用-39 

3点'式 ELR シートベル!-41 

フブース I 」呈ッター 機構付 
シートベル!-42 


■ あ子ちま専用シート_ 

チわイ J レドシート-43 

■ SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ-4巳 

SRS エアバッグ警告む-51 

SRS エアバッグコッピ:!ータ-巳1 

■ ABS 

ABS -巳2 
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シ—卜 


正しい運転姿勢 


ま全な運起操作を巧ラため、正しい運賠 
資勢が取れるよラに、下記のことじ注意 
してシートを調整してくださし、。 

• ペダル類が十分に踏み化めること 
• 背ちたれか5背中を離すことなく 、 A 
ンドル操作ができること 
•シートベルトが'正しく着用できるこ 
と 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調藝を絶巧に 
しないでください。シートが突が動 
き、運転を誤り思わめ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要 LU 上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましよラ。 

• 背もたれと背中の間にクッションなど 
を入れないでください。正しい姿勢が 
取れないばかりか、衝突したときシー 
トベルトなどの拘束保護装置の効果 
が十分に発揮されず重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 

(シートベルト^ 39ぺージ) 


A 注意 _ 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないようにミ主意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

•シートの調整は、指や手を挟まないよ 
うに十分に注意して巧ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。指や手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 
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▼ 調整を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• スライド調整はおず運お前に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き思わめ事故につなが 
るおそれがあります。 


▼調整方ま 

シート下のスライドしバーを引き上げな 
巧ら、 前後 I こシートをスライドします。 

ジャンボ仕様ま LU 外（運転席のみ） 
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リクライニング調整 

ジャンボ仕樣車 
▼調整を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運転前に行 
し\調整後は背もたれを軽くゆすり、 
背もたれが確実に固定されたことを確 
認してください。背もたれが固定され 
ていないと走行中に背もたれが動き思 
わめ事おにつながるおそれがありま 

_ す。 _ 

▼調整ちま 

リクライニングしパーを矢印の方向 I こ動 
なしな好'5、背ちたれの角度を調整しま 
す。 



A ま意 


•背もたれを後でに倒すときは、背もた 
れにあまリカをかけないでください。 
背もたれに強い力がかかっていると急 
に背もたれが倒れ、けがをするおそれ 
があります。 

• リクライニング調整をするときは、必 
ず背もたれを手でまえながら操作して 
ください。背もたれが急に前方に戻 
り、インストルメントパネルに当た 
つて、シートやインストルメントパ 
ネルが損傷するおそれがあります。 



インストルメントパネル 
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巧を装備 ga 

シートベルト^ 


シートペルト 


正しい着用 


運鼠者は車を運転する前に、下記のこと 
にミち意してシートベルトを着巧し、むす' 
同乗者にち着用ちだて<ださい。シート 
ベルトは正し < 着用しないと効果ヴ半減 
したり、危険な場合ガあ U ます。 

シートベルトの使用ちミ去を十分に理解し、 
正しい取りのいなたを身にイ寸けて < だち 
し、。 



• シートを調整し、上体を起こし深<腰 
なけて座ること 

•シートベルトにむじれがないこと 
•シートベルトが肩に十分かなってい 
ること、またむす'腰畳のできるだけ低 
い位置に密着ちせること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

•シートベルトの肩にかかる部分を脇 
の下にほして着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

•シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効まが十分発揮され 
ません。 


正常な経路 異常 


•お子さまにもぶ、ずシートベルトを着 
用させてください。 

ひざの上でお子さまを抱いていると、 
衝突時などにお子さまを支えることが 
できず、お子さまへの重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 
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ga まを装備 
^シートペルト 


A 警告 _ 

•シートベルトは、それを着用するの 
に十分な大人の体格を持った人用に設 
計されています。 

•お子さまを乗せるときは、シートべ 
ルトが首やあごに当たっておらず、腰 
骨に密着していることを確認してくだ 
さい。 

正しく装着されないと、衝突したとき 
などに首や腹部に強い圧迫を受け、重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

• 妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、乃一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師に相談のうえ、注意事項 
を確認してください。 

•腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰ベルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩ベルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用してください。肩ベルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 _ 

♦シートベルトは1人用です。2人上 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背もたれを必要 lU 上に倒して 
走行しないでください。衝突時に体が 
シートベルトの下にもぐり、ベルト 
が腰骨にかからず腹部にかかることに 
なり、シートベルトによりけがをす 
るおそれがあります。 

• ハンドルやメーターに必要 1 U 上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効果が発揮 
されません。 

•シートベルト使用時、洗濯ばさみや 
クリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。衝突時など効果を発揮しなく 
なります。 
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巧を装備 ca 

シートベルト^ 


A 警告 _ 

• シートベルトが巧れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機落剤を使用すると、シートべ 
ルトの性能が落ち、十分な効果を発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染色もやめてください。 

•シートベルトを着用した状態で万一 
事がにあった場合は、ダイハツサー 
ビスエ場でシートベル!-一式を交換 
してください。シートベルト自体が 
損傷している場合があり、性能を十分 
発揮できないおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどの異常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、ダイハツサービスエ場で交換し 
てくださし、。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効果を発揮できないおそ 
れがあります。 



3点式 ELR シー 


長ち調整の必要はありません。通常は体 
の動きに合わせて伸縮しますが、緊急時 
には□ックし、体を固定します。 

▼ 着用するとき 

/. 正しい運転姿勢巧取れる位置にシー 
卜を調整します。 

2 プしートをつなんでゆっくり引き江! 
し、ベルト丹'むじれていないことを 
確認したのち、バックルの中にプし 
ートを「カチ’ ソ」 と音びするまで差 
し込みます。 



A 警告 _ 

•肩部ベルトは、脇の下に通して着用し 
ないでください。ベルトが十分肩にか 
かっていないと十分な効果を発揮しま 
せん。 


A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 
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ira 巧を装備 
^シートベルト 


堅アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆっく 

_り引き出してください。_ 

5腰部ベルトは化す'腰骨のできるだけ 
化い位置に巧なるよラにし、肩部べ 
ルトを引いて腰部 I こ密着ちせます。 



▼外すとき 

バックルのボタンを押します。ベルトは 
自動的に収納ちれますので、むじれや引 
つななりなどびないなを確認しな巧己、 
ベルトやプしートに手を添えてゆつ<リ 
戻します。 


フォースリミッター機構付 
シートベルト 


前方な5の強い衝撃を受けた場合、シー 
トベルトにある一定上の荷重がかなつ 
たときに作動し、それじ1上荷重ザなな5 
ないよラにする機構で、乗員の胸に加わ 
る力を減少ちだます。 

A 警告 _ 

•フォースリミッター機構付シートベ 
ルトは絶がに取り外さないでくださ 
い。また、分解、改造もしないでくだ 
さい。 


A 注意 _ 

•フ ォース リミッター機構付シートベ 
ルトは一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのダイハツサービスエ場 
で交換してください。 
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_ まを装備 

おモさま専用シート 


齒 


お子まま専用シート 



この車にチわイルドシートを取りがける 
ことはできまだん。 

A 警告 


•出)手席にチャイルドシートを後ろ向 
きに取りけけないでください。チャイ 
ルドシートの背面が SRS エアバッグに 
近すぎるため、 SRS エアバッグが膨ら 
んだときの強い衝撃で重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 


ただし、この車には前向きであって 
も、チャイルドシートを使用しない 
でください。 



• お子さまをひざの上に抱いて走行しな 
いでください。 

ひざの上でお子さまを抱いていても、 
衝突したときなど十分に支えることが 
できず、お子さまが重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 

•お子さまを乗せるときは、シートべ 
ルトが首やあごに当たっておらず、腰 
昔に密着していることを確認してくだ 
さい。 

正しく装着されていないと、衝突した 
ときなどに首や腹部に強い圧迫を受 
け、重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 


A 警告 _ 

•お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでください。万ーシートベルトが 
首にをき付いた場合、窒息などの重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

誤ってそのようなが態になってしま 
い、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
ルトを切断してください。 


捏アドバイス _ 

チャイルドシートについて 
•ここでは、べビーシート、チャイル 
ドシート、ジュニアシートの総称と 
して、「チャイルドシート」と呼ん 
でいます。 


チャイルドシートの 
質量グループについて 


ECE R 4 がの基準 I こ適合するチゎイルド 
シートは、おすちまのホ重じより、5種 
類の質量グループ I こ分類ちれます。 


質量グループ 

お子さまの体重 

グループ0 

10kg まで 

グループ0+ 

13kg まで 

グループ1 

9〜 18kg 

グループII 

15〜 25kg 

グループ III 

22〜 36kg 


* チわイルドシート I ご関する国際的なま全基 
準です。 
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ira 巧を装備 _ 

^お子さま専用シート 


チャイルドシート適合性一覧表 


質量 グループ 

座お位置 

フ□ントシート 

助手席 

0(10 咕まで） 

X 

0+ (13 kg まで） 

X 

I (9 〜 18 kg ) 

X 

II (15 〜 25 kg ) 

X 

IIK 22 〜 36 kg ) 

X 


♦記号の説明 

X :チャイルドシートを取り付けることはできません。 
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_ まを装備 

SRS エアバッグ 


齒 


SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前ちな己の強い 
衝擊により、 tz ンサーが一定 tLt ①衝擊 
(重大な危害がおよぷよラな強い衝撃） 
を感知すると瞬時に膨5みます。 


運転席 SRS エアバッグ 

オプション/グレード別装備 
シートベルトでがを抱まするはた5きと 
併だて、運転者の頭や胸などへの衝擊を 
やわ5げる装置です。 



助手席 SRS エアバッグ 

オプション/グレード別装備 
シートベルトでがを拘束するはた5きと 
併だて、助手席同乗者の頭や胸などへの 
衝撃をやわ5げる装置です。 



A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトを 
補助するための装置でシートベルト 
の代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと急ブレーキなどで前方に故り出さ 
れると同時に SRS エアバッダが膨ら 
み、強い衝撃を受けを除です。 

(正しい着用一39ぺージ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効果を発揮させ 
ることができず、衝突したときなど重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効まを発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに近付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに重大な傷害 
を受けるおそれがあります。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶巧に取り外したり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあります。 


Supplemental Restraint System (サプリインタ 
ルしストしイントシステム）①略で、栗員 
な護補助装置の意巧です。 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

■ SRS エアバッグは、絶巧に改造や分解 
をしないでくださし、。 

■ SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。が 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあります。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記のま意事項をお守りください。 

•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

出!手席 SRS エアバッグは瞬時にま室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアバ 
ッグが膨らんだときの強い衝撃で重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

•助手席にベビーシートやチャイルド 
シートを取り付けないでください。ベ 
ビーシートやチャイルドシートが、 
SRS エアバッグに近すぎるため 、 SRS 
エアバッダが膨らんだときの強い衝撃 
で重大な傷害を受けるおそれがありを 
険です。 



骨に密着していることを確認してくだ 
さい。 

正しく装着されないと、衝突したとき 
などに首や腹部に強い圧迫を受け、重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 
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_ まを装備 

SRS エアバッグ 


齒 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグの展開部にステッカー 
を貼ったり、 カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッグが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
-スや物を置かないでください。 SRS 
エアバッグが膨らむときの衝掌でけが 
をするおそれがあります。 



• 助手席 SRS エアバッグ下の小物入れ 
(オプシヨン/グレード別装備）に、 
鉛利な物を入れないでください。 SRS 
エアバッグが展開するとき、パッグが 
裂けて、正常に膨らまないおそれがあ 
ります。 



•ステアリングパッド、インストルメ 
ントパネルの上など SRS エアバッグ展 
開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エアバッダが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ず守ってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。ま高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エアバッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•ま両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのダイハツサー 
ビスエ場にご相談く ださい。 

•巧線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターに悪影響 
をあたえるおそれがありますので、お 
線機などを取り付けるときは、ダイハ 
ツサービスエ場にご相談ください。 

• SRS エアバッグはが常に速いま度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、打撲などを受け 
ることがあります。 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


A ま意 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白いほのようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。このガス 
を吸うと、喘息などの呼吸器系を患っ 
た経緯のある方は、呼吸がましくなる 
ことがあります。 

この場合は、乗員がまかに出てもを全 
であることを確認して、ま外に出てく 
ださい。なお、車外に出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。皮膚の弱いでは、まれに巧 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドガラスが破損することがあ 
ります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。化ずダイハツサービ 
スエ場で交換してください。 


A ま意 _ 

•下記のような場合は必ずダイハツサ 
-ビスエ場にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わめ 
事故につながるおそれがあります。 

• 八ンドルを取りかすとき 
• ま両前部を修 a するとき 

• まや SRS エアバッグを廃棄するときは 
必ずダイハツサービスエ場にご相談 
ください。 SRS エアバッグが思いがけ 
ず作動し、けがをするおそれがありま 
す。 

• SRS エアバッグが収納されているパッ 
ド部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使用せずダイハ 
ツサービスエ場で交換してくださ 
い。衝突したときなどに SRS エアバッ 
グが正常に作動せず、けがをするおそ 
れがあります。 
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_ まを装備 

SRS エアバッグ 


齒 


作動する場合 

SRS エアバッグは車両前ちな己フ□ント 
バンバーじ強い衝擊を受けたとき作動し 
ます。 

走行中に路面などな5車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
ブガ作動するこヒヴあ U ます。 

• 高速で縁石などじ衝突したとき 


縁石など 



作動しない場合 

下記のよラに前ちな己の衝撃が弱い場合 
や、衝撃ガ車体によ U 十分吸収ちれた場 
合など、車両の損傷好大き<てち作動し 
ないことガあります。 

• コンクリートの壁に約 20 km / hii ( T © 
ま度で正面衝突したとき 



• 電柱などポールが①物に正面衝突した 
• 深い巧や溝 I こ落ち込んだとき とき 


深い巧や溝 




• ジわンプして地面 I こ衝突したとき 



• 前方約上の角度でコンクリート 
の壁やガードしールなどじ衝突した 
とぎ 
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齒 


巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


• SRS エアパ、ソブ警告な点む時 



•大型トラックの後部荷台下 I こちく'り込 
んだとき 



下記のよラなときち作動しないこと好あ 
り効果を発揮しまだん。 

• 側面や後方け5衝撃を受けたとき 


• 車両巧横転、転覆したとき 



下記のよラなときは、 SRS エアバッグ好 
作動しません。 

•エンジンスイ'ソチ巧 " LOCK " 、 
" ACC " の位置のときに衝突したとき 
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_ まを装備 

SRS エアバッグ 


齒 


SRS エアバッグ警告な 


オプション/グレード別装備 
ソーター巧に警告されます。 

が 

• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

• エンジンスイツチザ " ON " の位置で、 
SRS エアバッグじ異常ガあると点むし 
ます。 

( SRS エアバッグー45ぺージ） 

A ま意 _ 

点けした場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにダイハツサービ 
スエ場で点検を受けてください。 


SRS エアバッグ 
コンピューター 


オプション/グレード別装備 
SRS エアバッグを制御する装置です。 



A ま意 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
巧に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッグが誤って展開したり、 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
水、ジュースなどをかけないように;主 
意してください。 

万一こぼしたときは、ただちにふき取 
ってください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その近くを強くたたいたり、織ったり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。ダイハツサービスエ 
場で交換してください。 
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齒 

ABS 


ABS * 


オプション/グレード別装備 
急制動時や滑りやすい路面における制動 
時には、車輸が□ックして方向を定性と 
操泥能力が低下すること灯あります。 
ABS は、このよラな状況下に発生する車 
輸□ックを防止して操胳能力を確保しよ 
ラとする装置です。 


A 注意 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向安定性や 
操能性の確保には限界があり、思わぬ 
事がにつながるおそれがあります。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
い車両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•ジャリ道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
• 道路の継ぎ目などの段差をまり越える 
とま 

• 凹凸道などの悪路を走行しているとき 
• タイヤ空気圧が適正空気圧より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 


fe アドバイス _ 

• ほ速（約 10 km / hU 下）では、 ABS は 
作動せず、普通のブレーキと同じ作動 
になります。 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告’なが点 
なし、数抄後に消'’なします。 

• エンジン始動後に ABS 警告口が数抄間 
点なしても、その後、消'灯すれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
再度発生した場合は、ダイハツサー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジン ルー ムから モー ターなどの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 


* ABS は、 Anti-lock Brake System ( アツチ□'ソ 
クブしーキシステム）①略です。 
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堅アドバイス _ 

• 走行中に ABS 警告灯が点なした場合、 
ほ常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、ダイハツサービスエ場で 
点検を受けてください。 

• ABS が正常に作動しているときは、ブ 
レーキ ペダルを踏むとペダルが少し 
ずつ奥に入っていきますが、システム 
の異常ではありません。 

•雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑りやすい場所でブレーキ 
ペダルを踏むと ABS が作動しやすくな 
ります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。ブレーキ 
ペダルをゆるめると ABS が効まを発揮 
でさません。 

• 急ブレーキ時にポンピングブレーキ* 
はしないでください。ポンピングブレ 
ーキをすると制動距離が長くなりま 
す。 



* ブしーキペダルを数回1こ分けてこきざみ1こ 
踏むブしーキのなけなた 
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まを運拉ずる前に 

まを運おする巧に化要なさ SB の開閉、調整、点な 
について説巧しています。 


■ 車体各部の開閉 

キ-56 

キーしスエント I 」-日7 

ドアの開閉 -60 

スライドドア -62 

パフー ドア□ック -64 

キー巧ぎ忘れ 警告 ブザ -65 

バックドア-6日 

エンジンルーム①開閉-69 

フユーエルキゎップ-72 

パフーウイッド-巧 

ドアウインド -77 

荷箱関係 -78 

グンプ機構 -81 


■ 車体各部の調整 


ルーム ミラ -84 

ドアミラ-84 
























まを運巧する前に 

ま巧さ SB の開閉 


まかさ部の開巧 


キ— 


キーはエンジンの始動や停止のほなに、 
ドアの施錠、醉錠など車を操作するため 
にな<てはな5ない物です。大切に管理 
して < ださし、。 

〇キーレスエントリー装着ま 1 U 外 


キー ナン バー 



fe アドバイス _ 

• キーは2枚用意しています。2枚の内 
1枚は、いざというときのために予備 
として使用してください。 

• リモコンは4個まで設定することがで 
きます。 

キーナンパープレートについて 

• お客様 1 U 外にキーナンバーがわから 
ないように、 キーでは なくプレートに 
キーナンバーを巧刻してあります。 

• キー ナンパー プレートを車両 1 U 外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをダイハツサービスエ場に 
ご連絡いただければ、純正キーを作る 
ことができます。 


キー ナンバー 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


キ— 


オプション/グレード別装備 

ドアの施錠、解綻をリ亡コンで巧ラこと 

ヴできます。 

▼ 操作方法 

ドア巧施錠ちれたが態で、 l 」 t コンの 
" UNLOCK " ボタンを押すと、インジク 
-ター丹' 1回点滅し、すべてのドアは解 
錠ちれます。 

" LOCK " ボタンを巧すとインジ'クーター 
打' 1回点滅し、すべてのドアは施錠され 
ます。 



堅アドバイス _ 

• " UNLOCK " ボタンを押し、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を行 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自動 
ロック機能） 

• リモコンと車両中んの距離が約 3 mJU 
上離れているときは正確に作動しない 
ことがあります。また、巧くに TV 塔や 
発電所、放送局があるなど周囲の状況 
によっても正確に作動しないことがあ 
ります。 


挺アドバイス _ 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれている場合、またはい 
ずれかのドアが開いている場合は作動 
しません。 

• リモコンには精密な電子部品が組み込 
まれています。故障の原因となります 
ので下記のことをお守りください。 

• 直射日光や高温下に放置しないでくだ 
さい。 

•落とすなどして、強い衝撃や圧力を加 
えないでください。 

•水にぬらしたり、ゴミ、ほこりなどが 
入らないようにしてください。 

•車を離れるときは、ドアハンドルを 
引き、確実にドアが施錠されているこ 
とを確認してください。 

• リモコンの電池寿命は、1日10回乗 
降時で約2年です。 

電池の消耗について 

• ボタンをキ甲しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電池の消耗が考えら 
れます。早めに電池を交換してくださ 
い。 

(リモコンの電池交換一58ぺージ) 

航空機に乗るときは 

•航空機にリモコン（キーレスエント 
リー）を持ち込む場合は、麻空機内で 
" LOCK " 、 " UNLOCK " のボタンを 
押さないでください。また、かばんな 
どに保管する場合でも、簡単にボタン 
が押されないように保管してくださ 
い。ボタンが押されると電波が発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすお 
それがあります。 
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まを運巧する前に 

ま巧ち SB の開閉 


作動完了の確認方法 

お常点滅むと室内照 B 月じより、キーしス 
エントリー①作動完 3 をお認すること巧 
できます。 

▼ お認方ま 

ドアの跑錠、解錠と連動して非常点滅む 
と室内照明（スイッチ巧 DOOR 位置のと 
き）好'下表の通り作動します。（アンサ 
-バック） 

これにより、 キーし ス エントリーの作動 
完3を確認して < ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点減な 

1回点減 

室内照明 

減光し、その撒肖灯 

UNLOCK 時 

非常点減灯 

2回点減 

室内照明 

約15抄間点灯 


リモコンの電池を換 

• インジクーターが点滅しな<なった場 
合は、電池の消耗巧考え5れます。 

• 電ミ也は、お客様自身で交換できますヴ、 
破損などのおそれヴおるため、ダイ" 
ツサービスエ場での交換をおすすめ 
します。 

▼使用電池について 

使用電池は rCR 161 日巧 V )」です。 

▼ 交換ちま 

/. 傷付き防止のため、先端に巧などを 
をいた、くぽみ I こ入る程度の募刃の 
©ドライパーなどを用意します。 

之用意した©ドライバーなどを<ぽみ 
に差し込み、 l」f コンのカバーを 外 
します。 


U モコン 



3 . t ジュールの裏側のカバーを外しま 
す。 


モジュール 



カバ‘— 
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まを運拓する巧に 

軍巧ち巧の開閉^ 


4矢印の方向 I こスライドちせて、電池 
を取り化し、新しい電池と交換しま 
す。 



A ま意 _ 

• 取り出した 電ミ 也はお子さまが飲み込ま 
ないようにごま意ください。 


挺アドバイス _ 

• 新しい 電ミ 也は©極を上側にして取り付 
けます。 


▼ 交換したあと 

/. カバーと t ジュール、 およひ'リ t コ 
ンのカバーを 逆の手順 で 取り付けま 
す。 

之スイ、ソチを巧したとき、インジ’クー 
ター巧点滅することを確認します。 

捏アドバイス _ 

* カバーをはめ込むときは、突起部から 
はめ込み、全体を均等に押さえてくだ 
さい。カバーが確実にはめ込まれてい 
ないと、水、ほこりなどが入り、が障 
の原因になるおそれがあります。 
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CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


ドアの開閉 


車かからの施錠、解錠 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に巧ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走行 
中にドアが開き、思わぬ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶巧にドアを開けないでくだ 
さい。思わめ事故につながるおそれが 
あります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
分確認してください。いきなり開ける 
と後続車にぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特に注意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、法的にも義務付 
けられていますので、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人で車が動 
きだしたり、車両盜難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
め事故につながるおそれがあります。 

• ドアを閉めるとき指などを挟まないよ 
うにま意してください。 


堅アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、まを離 
れるときは貴重品などはまの中に置い 
たままにしないでください。 


キーを確実 I こ差し込んで巧5回します。 
キーを車両前側 I こ回すと施錠ちれ、後ろ 
側 I こ回すとお錠ちれます。 



ま内からの施錠、解錠 

プッシュボタンを押し下げると施錠でき 
ます。プッシュボタンを引き上げるとお 
錠できインナーハンドルを引<とドアび 
開ぎます。 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


まかからキーを使わない施錠 
挺アドバイス _ 

• キーを車内に置き忘れないようにして 
ください。不ま意によリキーをま内に 
閉じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを閉める習慣を身に付けれ 
ば、ま内にキーを閉じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 


▼ 操作ちま 

プッシュボタンを押し下げ、アウター 
ハンドルを引いたままドアを閉めて施錠 
します。 



キー閉じ込み防止機能 

キーレスエントリー装着ま 

キーを車内に残したまま、施結すること 

を防 < 機能です。 

エンジンスイツチにキーが差し込まれて 
いるときに作動します。 


▼ キー閉じ化み防止機能ヴ作動するとき 
1;^下の操作をするとキー閉じ化み防止機 
能巧作動して、すべてのドアが解結され 
ます。 

•車内の運転席ドアのプッシュボタン 
を施結ち向に巧し下げ、運転席アウタ 
-パッドルを引いたままドアを閉め 
たとき 

•運鼠席、助ず席のドアが施錠ちれてい 
る状態で、エンジンスイッチガ 
" LOCK " または " ACC " ①位置のと 
きに、助ま席のドアのプッシュボタ 
ンを車内な5解結し、ドアを開けて閉 



めたとき 

捏アドバイス _ 

• 必ずキーを携帯していることを確認し 
てから施錠してください。 
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CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


スライドド] 


パネルバン仕様車 

A 警告 

走巧する前は 

•スライドドアが確実に閉まっている 
ことを確認してください。半開のまま 
走行すると、ドアが開いて荷室の荷物 
が道路に落下するなどして、思わぬ事 
がにつながるおそれがあり危険です。 

ドアを開閉するときは 

•お子さまにはスライドドアの開閉操 
作をさせないでください。不意にドア 
が動き出したり、閉めるときに手- 
頭-首などを挟んだりするおそれがあ 
り危険です。 



A 警告 _ 

•スライドドアを開閉するときは、下 
記のことをお守りください。ドアで 
手■頭-首を挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドア周辺の安全を十分確認 
してくださし、。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
ミロらせる「芦かけ」をしてください。 
•ドアハンドルをしっかりと持ち、ス 
ライドドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 


•スライドドアのレール、アーム、お 
よび開口部には手足をかけないでくだ 
さし、。 



一がかかり、固定される位置）にして 
ください。開け方が不完全で固定され 
ていないと、不意に動き出すことがあ 
り危険です。 

•スライドドアを閉めるときは指など 
を挟まないよう、十分にま意してくだ 
さし、。 
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まを運弦ずるおに 

ま巧ち巧の開閉^ 


A 警告 _ 

傾斜化では 

•傾斜地でスライドドアを開閉すると 
きは、下記のことをお守りください。 
ドアが不意に動き出すことがあり、 
手-頭-首を挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
一がかかり、固定される位置）にして 
ください。 


•スライドドアを開けたままにしない 
でください。 



•荷物の出し入れの途中でドアハンド 
ルを操作しないでください。 
•スライドドアの開閉スピードが速く 
なりますので、ま意してください。 


まかからの施錠、解錠 

キーを確実 I こ差し込んで巧5回します。 
キーを車両後ろ側に回すと施錠ちれ、前 
側 I こ回すとお錠ちれます。 



- ■ 

スライドドアの開閉 

〇ま内側 

左スライドドア前部の y ブを押したあと、 

ドアを車両を方に操作します。 



63 


么 





































まを運巧する前に 

ま巧さ SB の開閉 


〇まか側 

開けるときは、ドアハンドルを引いて、 
スライドドアを車両後方に操作します。 
閉めるときは、ドアハンドルを引いて、 
ストッパーを解除ちせてな己、スライド 
ドアを車両前方じ操作します。 




オプション/グレード別装備 


運転席ドアのプッシュボタンを操作する 
と、ま動して助ま席ドアヴ施結、解結ち 


れます。 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


キー 抜きをれ警告 ブザー 


エンジッスイッチじキー巧差し込まれて 
いるとき " LOCK " または " ACC " の位置 
でドアを開けるとブザー（断続音）巧鳴 
り、キーの抜き忘れを警告します。 


キーレスエントリー装着車 J ；^ l 外 

運転席ドアを開けるとブヴー巧鳴り、キ 
一の巧き忘れを警告します。 


キーレスエントリー装着車 

運転席、助手席のドアを開けるとブヴー 
け'鳴り、キーの抜き忘れを警告します。 



パネルバン仕様ま 


▼ 操作を巧ラ前1こ 

A 警告 _ 

走行するときは 

•走行中はバックドアを閉じてくださ 
い。開けたまま走行すると、ドアが車 
外のものに当たったり、荷物が道路に 
落下したりするなど、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 

•走巧前はバックドアを軽くゆすり、 
ドアが確実に閉まっていることを確認 
してください。走行中に突がドアが開 
き、思わぬ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• 荷室には絶対に人を乗せないでくださ 
い。急ブレーキをかけたときや衝突し 
たときなどに、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 
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まを運拉ずる前に 

ま巧さ SB の開閉 


A 警告 _ 

お子さまを乗せているときは 
•お子さまにはバックドアの開閉をさ 
せないでください。不意にドアが動い 
たり、閉めるときに頭をぶつけたり、 
首や手を挟んだりするおそれがありま 
す。 



• 荷室でお子さまを遊ばせないでくださ 
し N 。 誤って閉じ込められた場合、熱身寸 
病などになるおそれがあります。 


A 警告 _ 

バックドアを開閉するときは 

•バックドアの開閉や荷物の出し入れ 
をするときは、下記のことをお守りく 
ださい。ドアで頭をぶつけたり、首や 
手を挟むなど、思わぬけがをするおそ 
れがあり危険です。 

•バックドア周辺の安全を十分確認し 
てください。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
ミロらせる「芦かけ」をしてください。 

•バックドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 

•バックドアは必ず全開で静止させて 
ください。開け方が不十分だと、ドア 
が不意に閉まるおそれがあります。 

• 人がいないことを確認してください。 
荷室内からドアの開閉ができないた 
め、閉じ应められるおそれがありま 
す。 

•バックドアを閉めるときは自分や周 
りの人の指などを挟まないよう、十分 
に注意してください。 

• 強風時の開閉にはミ主意してください。 
風にあおられて、ドアが勢いよく開い 
たり開じたりするおそれがあります。 


66 





















まを運弦ずるおに 

ま巧ち巧の開閉^ 


A 警告 _ 

• 傾斜地での開閉には注意してくださ 
し N 。 平坦な場所よりもバックドアが 
開閉しにくかったり、急にドアが閉じ 
たり開いたりするおそれがあります。 
ドアを開けたときは必ず全開で静止し 
ていることを確認してください。 



•バックドアを開ける前に、ドアに貼 
りついた雪や氷などの重量物を取り除 
いてください。開いたあとに重みでド 
アが閉まるおそれがあります。 

• エンジンをかけたまま荷物の出し入れ 
をするときは、排気管の後方に立たな 
いでください。排気熱でやけどをする 
おそれがあります。 

•バックドアを支えているダンパース 
テーを持ってドアを閉めたり、ぶら下 
がったりしないでください。手を挟ん 
だり、ステーが破損したりするおそれ 
があります。 

•バックドアにダイハツ純正用品 iU 外 
のアクセサリーを取り付けないでくだ 
さい。ドアの重量が極端に重くなる 
と、開けた時にステーが支えきれなく 
なり、不意にドアが閉まるおそれがあ 
ります。 


A ま意 _ 

ダン パーステーについて 
•バックドアには、ドアを支えるため 
のダンパーステーが取り付けられて 
います。ステーの破損や作動不良を防 
ぐため、下記のことをお守りくださ 
い。 

•ステーに手をかけたり、横方向の力を 
加えたりしないでください。 

• ビニール片、ステッカー、粘着材など 
の異物をロッド部（メツキの棒部）に 
付着させないでください。 



• 繊維などの付着を防ぐため、ロッド部 
を軍手などで触らないでください。 
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CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


まかからの施錠、解錠 

▼ 胞なちを 

キーを差し込み、ちに回すと施錠できま 
す。 


▼ お綻ちま 

キーを差し込み、左に回すと解錠できま 
す。 



バックドアの開閉 

▼開けるとき 

/. ドア A ンドルを引き、上側ドアを持 
ち上げます。 



2 . しバーを引き上げてな5、下側ドア 
を下向きに開けます。 



A 注意 _ 

• 下側ドアを開けて駐停車するときは、 
車両後方に停止表示板（停止表示灯） 

を置いてください。下側ドアを開いて 
いると非常点滅ななどが見えなくなる 
ため、思わぬ事故につながるおそれが 
あります。 


▼ 閉めるとき 

逆の手順で巧ってくださし、。 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


こンジンルームの開閉 


A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や巧を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具やホなどをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


開けかた 

ジャンボ仕様車な开 
▼ 操作方ま 

1. スライドしバーを引き、運転席シー 
卜を一番後ろまでスライドちせます。 
之シートパック□ックしバーを失印 
の方向に動なして、背ちたれを前じ 
倒します。 



A ま意 _ 

•エンジンルームを閉めたあとは、前 
側のキャッチが確実にロックしたこと 
を確かめてください。ロックが確実に 
されていないと、急ブレーキ時などに 
シートが動き、思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• お子さまにエンジンルームの開閉を 
させないでください。開閉中うっかり 
手を離すと大きなけがにつながるおそ 
れがあります。 


3. シート前部のしバーを引き上げて □ 
ツクを外します。 



4. シートを持ち上げます。 
氏 パンドで固定します。 
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まを運巧する前に 

ま巧さ SB の開閉 


ジャンボ仕様ま 

/. スライドしバーを引き、運転席シー 
卜を一番後ろまで、助手席シートを 
一番前までスライドちせます。 

2. リクライニングしバーを失 E 口の方向 
I こ動なして、背ちたれを前に傾けま 
す。 



A ま意 


助手席の背もたれを前に傾けるときは 
• 必ず背もたれを手でまえながら操作し 
てください。背もたれが急に倒れてィ 
ンストルメントパネルに当たり、シ 
—卜やインストルメントパネルが損 
傷するおそれがあります。 



インストルメント A ’ ネル 


3. シート前部のしバーを引き上げて □ 
ツクを外します。 



4. シートを持ち上げます。 

挺アドバイス _ 

•運転席シートを持ち上げるときは、八 
ンドルを越えてから、シートを一番前 
にスライドさせてください。 



5. バンドで固定します。 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


閉めかた 

公を意 _ 

• シートを動かすときは、手などを採ま 
ないようにま意してください。 

•シートをおろすときは、シートベル 
卜のバックルを挟み込まないようにま 
意してください。バックルが破損する 
おそれがあります。 


▼ 操作ちま 

/. 固定したバンドを外します。 

2. シートをあろします。 

挺アドバイス _ 

ジャンボ仕様まの場合 

•運転席シートは、ハンドルとの干渉を 
避けるため、シートを一香後ろにスラ 
イドさせてからおろしてください。 



3. シート前部のしパーを□ツクします。 

ジャンボ仕様車 LU 外 
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CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


4バンドを収納します。 

ジャンボ仕様車なか 

バンドを巧り返し、貼り付け部を合わせ、 
背ちたれの後ろじ収納します。 



ジャンボ仕様車 

バンドの先を巧りたたます'に、バックパ 
ネル（シートの後ろ偵!])とマットの間に 
収納します。 

5 . 背もたれを引き起こします。 

6 . スライドしバーを操作し、運転席シ 
ート•助手席シート（ジゎンボ仕様 
車）位置を調整します。 



▼ 操作を巧ラ前1こ 

A 警告 


•燃料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• エンジンは必ず止めてください。 

•車のドア、窓は閉めてください。 

•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
でください。 

•フューエルキャップを開ける前に、 
必ず車体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除去を巧って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火花が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

•フューエルキャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除去を巧った 
方お一人で巧ってください。 

• 給油中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給油機などの金属部分に 
触れて静電気除去を巧ってください。 

•フューエルキャップを開ける際は、 
ゆっくりと開けてください。気温が高 
いときなどは燃料タンク内の圧力が高 
くなり、給油口から燃料が吹き返すお 
それがあります。 
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まを運弦ずるおに ^41 

ま巧ち巧の開閉^ 


A 警告 _ 

•フューエルキャップをかしゆるめた 
時に「シュー」という音がする場合 
は、それ 1 U 上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を布きれ 
などでふき取ってください。 

• こぼれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油口にほかの人を近付けないでくだ 
さい。 

•給油するときは、給油口にノズルを確 
実に挿入してください。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないでください。給ミ由口から燃料が吹 
きこぼれるおそれがあります。 

•給ミ由機によっては、早期にオートス 
トップが作動して正常に給油できない 
場合があります。ガソリンスタンド 
の係員を呼んで指示に従ってくださ 
い。 

•給油終了後、フューエルキャップを 
閉める場合「カチッ、カチッ」と音が 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認し、施錠してください。 

•ダイハツ純正 フューエル キャップ 
(指定） 1 U 外は使用しないでくださ 
い。燃料漏れなどを起こすおそれがあ 
り危険です。 

•その他ガソリンスタンド内に掲示さ 
れている注意事項を守ってください。 

• 燃料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスを吸わないようにごま意く 
ださい。 


A ま意 _ 

•指定燃料は無鉛レギュラーガソリ 
ン、またはお鉛プレミアムガソリン 
です。 

•給ミ由時に、指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

•指定な外の燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽油、な油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があります。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがありま 
す。 


フユーエル キャップの位置 


車体ち側後部にあります。 



捏アドバイス 



73 
























CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


フユーエル キャップの開閉 

A を意 _ 

• フユーエル キャップを回すときは、 

テザーが一緒に回らないようにを意し 
てください。 フユーエル キャップ周 
辺に;尼や氷が付着していると、テザー 
と フユーエル キャップが一緒に回 
り、テザーが破損するおそれがありま 
すので、おや氷などは取り除いてくだ 

—さぃ。_ 

▼開けるとき 

/. カバーを開けます。 

2 . キーを差し込み、「カチ’ソ」と音巧 
するまで左に回して、解錠します。 

5キーを 巧き 取り、カバーを閉めます。 

4キわ、ソプを左 I こ回して外します。 



▼給ミ由するとき 

外した フユーエルキわ' ソプを ハンガーに 
なけてお < こと巧できます。 



▼ 閉めるとき 

7. キわ、ソプを「カチッ、カチ'ソ」とい 
ラ音なするまで、ちじ回して閉めま 
す。 

2カバーを開けます。 

3 . キーを差し込み、「カチ’ソ」と音が 
するまでちに回して、施錠します。 

4 . キーを抜き取り、カバーを閉めます。 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


パワ-ウイン 


オプション/グレード別装備 

スイッチ操作により運転席、助ず席ウイ 

ンド①開閉ができます。 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•パワーウインドは大変強い力で開閉 
しますので、開閉するとさは、ほかの 
人の手■腕■頭-首などを挟んだり巻 
き込んだりしないよラ注意してくださ 
し N 。 重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

•お子さまにパワーウインドの操作を 
させないでください。開閉するとき、 
手-腕-頭-首などを挟んだり巻き込 
んだりして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。お子さまを乗せて 
いるときは、パワーウインド ON-OFF 
スイッチを " OFF " にしてください。 


挺アドバイス _ 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドを完全に開閉したが態でスイ 
ッチを押し続けると故障の原因となり 
ますので、操作完了後はすぐに手を離 
してください。 

•パワーウインドの開閉はなるべくエ 
ンジン回転中に巧ってください。エン 
ジン停止時に行うと、バッテリーあが 
りの原因になります。 

• ガラスが凍りついて固着したような状 
態でウインドスイッチの"開"また 
は"閑"を連続操作しないでくださ 
い。故障の原因となります。 









CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


運転席ドア側スイッチ 

エンジンスイツチ巧 " ON " の位置のと 
き、使用できます。 



〇運転席ドアウインドスイッチ 
( AUTO ) 

▼ 操作方ま 

スイッチを軽<押し下げている間ウイン 
ド方'ラスは開き、軽<引き上げている間 
ウインドガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチッ」と音巧するまで押し下げる、 
または引き上げるとウインド方’ラスは自 
動的に全開、全閑します。途中で止める 
ときは、軽<逆方向にスイ、ソチを操作し 
ます。 

〇助手席ドアウインドスイッチ 

▼ 操作方ま 

スイッチを押し下げている間ウインド方 
ラスは開き、引き上げている間ウインド 
ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 


〇パワーウインド ON-OFF 
スイツチ 

▼ 操作方ま 

スイ、ソチの前側を押すと " OFF " I こなり、 
運転席ウインド方'ラスた I 外は開閉できな 
<なります。 

スイ、ソチのをろ側を押すとお除ちれます。 
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まを運拓する巧に 

軍巧さがの開閉^ 


巧手席ドア側スイッチ 

エンジンスイツチ巧 " ON " の位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作ちミモ 



オプション/グレード別装備 


/\ッドルを回してウインドガラスの開閉 
を行ラこと巧できます。 


スイツチの上側を押している間ウインド 
ガラスは閉まり、スイツチの下側を押し 
ている間ウインド方ラスは開きます。 
手を離すとその位置で止まります。 



開 

開 


▼開けるとき 

A ンドルを左に回すと、開きます。 


▼ 閉めるとき 

/\ツドルをちじ回すと、閉まります。 




fe アドバイス _ 

• 開閉方向は車両の左側と右側で逆にな 
ります。 
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CT まを運拓する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


巧箱関係 


A 警告 _ 

• 荷箱に人を乗せて走巧しないでくださ 
し、。思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

• エンジンをかけた状態で手荷物を出し 
入れするときは、排気管の後方になた 
ないでください。排気熱でやけどをす 
るおそれがあります。 


つ —ルダート 

A 注意 _ 

•ゲートを倒すときは、手をそえてゆつ 
くり倒してください。 

• ゲートを倒したまま走行しないでくだ 
さい。 

•ゲートを開けて駐停車するときは、車 
両後方に停止表示板（停止表示な）を 
置いてください。ゲートを開いている 
と非常点滅灯などが見えなくなるた 
め、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 


〇開閉 

▼開けるときは 

左ちの□ックしパーを手前 I こ引いて□、ソ 
クを外し、ヴートを手前 I こ倒します。 



▼ 閉めるとき 

逆の手順で行ってくださし八。 
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まを運拓する巧に 

ま巧ち巧の開閉^ 


〇格納式テールゲートチ X - ン 
オプション/グレード別装備 
▼ 操作ちま 

/. テールヴート I こ固定ちれているチェ 
ーンを外します。 



2 . テール ヴートを手前 I こ倒すとき、サ 
イドヴートにチェーンをなけ、確実 
I こけ巧っていることを確認します。 



A ま意 _ 

■テールゲートを閉めるときは、 チェ 
-ンがかみ込んでいないことを確認し 
てください。かみ込んだまま閉めると 
テールゲートや チ！ー ンを損傷する 
おそれがあります。 

また、テールゲートの閉めかたが不 
十分だと、走行中にゲートが開くなど 
思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 

• テールゲートには積荷の重量をかけ 
ないでください。テールゲートが損 
傷するおそれがあります。 


サイドゲート 

A ま意 _ 

•ゲートを倒すときは、手をそえてゆつ 
くり倒してください。 

• ゲートを倒したまま走行しないでくだ 
さい。 


〇開閉方法 
▼ 操作方ま 

/. 後ろ側の□ックしバーを手前に引い 
て□ックを外します。 

之前側の□ツクしバーを手前に引いて 
□ツソを外します。 

サイド 



U サ 



▼閉めるときは 

逆の手順で行って < ださし、 
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まを運巧する前に 

ま巧ち SB の開閉 


ガードフレーム 

オプション/グレード別装備 

ガードフしーム上に積荷をのせるときは、 

必、すガードフしームストッパー間じの 

だ、□-プでしつなりと固定してくださ 

し、。 


ガードフレームストッパー 



巧台ステップ 

オプション/グレード別装備 

荷台へ乗降する際、サイドヴートを乗 u 

こすための足置き場として使用<ださい。 


平ンートノック 

オプション/グレード別装備 
荷台ステップ下部に、荷台シート、幌用 
止めフックが設置ちれています。 



A ま意 _ 

• ロープをかけて使用しないでくださ 
い。フックが変おしたり、口ープがゆ 
るみ、荷物が走行中に落下するおそれ 
があります。 



堅アドバイス _ 

• 口ープをかけて引っぱると変おするお 
それがあります。足置きな外の使用は 
しないでください。 
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まを運弦ずるおに 

ま巧ち巧の開閉^ 


ダンプ機構 1 

オプション/グレード別装備 

1 

グンプ機構のミ由圧ポンプは、 

A ま意 

電動式です。 


• 荷箱の昇降は必ず平坦な場所で巧って 
ください。 


•バッテリーあがりを防止するため、ダ 
ンプ操作は必ずエンジンをかけた状態 
で行ってください。 

•エンジンカバーの上に乗らないでく 
ださい。 

•荷箱を昇降させるときは、周囲の安全 
をよく確認し、昇降中の荷箱に近付い 
たり、車体に手を触れたりしないでく 
ださい。 

• 走巧中にダンプ UP のスイッチ操作は巧 
わないでください。 

• 積荷したまま上昇している荷箱を急激 
に降下させると、ダンプ機構に大きな 
力が衝撃的に加わり、損傷の原因とな 
ります。 

• 走行中やダンプ操作を巧わない場合 
は、必ずスイッチカバーをしておい 
てくださし、。 

•荷物などの積み下ろしをする際、オイ 
ルタンク部に足をかけないでくださ 
し、。故障の原因となるおそれがありま 
す。 

•荷箱を上昇させたまま、車両を走行さ 
せないでください。 


ダンプスイッチ 

〇荷箱を上昇させるとき 

▼ 操作方ま 

/. エンジンを始動します。 

2 スイ'ソチカバーを上げ、スイ'ソチの 
" UP " 側を押すと、荷箱巧最大巳0° 
まで上昇します。 

手を離すと荷箱は上昇したままで保 
持ちれます。 



fe アドバイス _ 

•荷箱を上昇させる前に、必ずゲートを 
開けておいてください。 

•最大角に達したら、すぐにスイッチか 
ら手を離してください。押し続けると 
故障の原因となります。 

最大ちに達すると、ポンプの作動音が 
かわります。 
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まを運巧する前に 

ま巧さ SB の開閉 


〇荷箱を降下させるとき 

A ま意 _ 

•荷箱を降下させるときは、荷箱の下に 
人がいないか、障害物がないか、また 
安全ブロックを外したかを十分確認し 
てから降下させてください。 


▼ 操作方法 

/. エンジンスイツチを " ON " ①位置 
にします。 

2 . スイッチの" DOWN " 側を巧します。 
手を離すと荷箱はそのままで保持ち 
れます。 


〇荷箱を上げたままにするとき 

▼ 操作方ま 

エンジンスイツチを " LOCK " の位置に 
して、安全ブ□ツクを所定の位置に tz 、 ソ 
卜して<だちい。 




爸アドバイス _ 

•降下させるときは、エンジンを始動さ 
せなくても降下します。 

• 荷箱が上がったまま放置しておくと若 
干自然降下しますが、故障ではありま 
せん。 
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まを運拓する巧に 

軍巧ち巧の開閉^ 


オイル量の点検 

オイルタンクの®量をときどき点検して 
<ださい。不足のときは最寄りのブイ/\ 
ツサービスエ場で指定のオイルを補給し 
て < だちし、。 

堅アドバイス _ 

• 点検は荷箱から荷物を降ろした状態で 
行ってください。 

• オイル量の点検は平坦な場所で行って 
ください。 


▼ 点検方ま 

荷箱け下巧っているが態でブイル巧しベ 
ルヴージ①範囲巧にあることを確認して 
<ださい。 
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a まを運なする前に 

ま巧さ SB の調璧 


まかを部の調壁 


ルームミラー 


▼ 操作を巧ラ前に 

/hi 主意 _ 

• 調整は化ず走行前に行ってください。 
▼調整のしなた 

ルーム呈ラー全ホを動なして角度を調整 
します。 




5ラーの巧納、角度調整をまで巧います。 
▼ 操作を巧ラ前1こ 

A 注意 


• ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
-の間に手を挟まないようにを意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事がにつながるおそれがあります。 


▼巧納①しなた 

ミラーは後方に倒して格納すること巧で 
きます。走行するときは化す'元じ房して 
<ださい。 
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まを運拓する巧に 

ま化さ SB の調整 ra 


▼調整のしなた 

ドア S ラー全体を動なして角度を調整し 
ます。 



A ま意 _ 

• 調整はおず走行前に行ってください。 


サイドアン ダーミラー 

助ず席側ドア5ラーの下部じついていま 
す。 

発を時、または低ま時に、運起席側な5 
助ず席側面をお認するための物です。 



A 注意 _ 

• 後方の確認は直接確認するか、ルーム 
ミラー、ドアミラーなども併用して 
十分行ってください。 


fe アドバイス _ 

•サイドアンダーミラーは下向きにな 
つています。 

•助)手席側ドアミラーの下部に固定さ 
れているため、サイドアンダーミラ 
一の角度だけを調整することはできま 
せん。 
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まを運おずるにあたつて 

まを運転するラえでのさがのはたらき、装置の巧 
いかた、運面の方法について説巧しています。 


■ ベーターのはた5き 

ベータ-88 

■ 表示む、警告なのはた5き 

表示口- 90 

警告な- 92 

■ スイ ッチの使いなた_ 

スイ、ソチの名邸 -98 

ライトスイッチ- 99 

ヘッドランプマニュアル 

しべリンブスイッチ-100 

ち向指示スイ、ソチ-101 

非常点滅ロスイッチ-102 

フイパ ー• ウォッシわ一 

つイッチ-102 

ホ-ンスイ 'ソチ-104 

荷台作業ロスイッチ- 104 


■ 運転装置の使いなた 

エンジンスイ'ソチ-10日 

駐車ブしーキ- 106 

4 WD 車 -107 

スーパーデフ□ック-110 

■ エンジンのなけなた 

マニュアル車-111 

ブートマチック車-113 

■ マニュアル車の運転_ 

7ニユアルトランスミッシヨッ——11日 

■ オートマチック車の運転 

オートマチックトランス5ッシヨン——11巳 

シフト しバー ①操イ乍 -118 

運転のしなた-120 
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にを まを運なするにみたつて 

™ 夕ーターのは たらき 


夕一夕一のはたらき 


メーター 


ブしードの違い、オプシヨツち含まれています。 


スピード メーター 



オー トマチック 
シフトインジケーター 


〇メーター照明 

車幅むにま動して点む-消むします。 
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まを運おするにあたつて 

夕—夕—のはたらき 


スピードメーター 

走巧速度を km/ h で示します。 


燃料計 

エンジンスイツチ巧 "ON" の位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃料残量巧約下になると、一を下の 
目盛リガ点滅します。 

(燃料残量警告打^ 95ページ) 

公を意 _ 

燃料計の一番下の目盛りと燃料残量警告けが 

点滅した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なり危険です。 


オドメーター/ 

トリップクーター 

エンジン スイッチ巧 "ON" の位置のと 
き、表示されます。 

〇オドメーター(積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップメーター(区間距離計） 

リ tz ットした化点な5①走行距離を表示 
します。 

トリップベーターは、同時に2つの区間 
①走行距離を表示することヴできます。 


〇オド/トリップ表示切り替え■リ 
七ットスイッチ 

▼表ホを切り替えるには 

スイッチを押すごとに、表示な切り曽わ 

ります。 

積算距離計 1000 k 

♦ 

卜 IJ ップ メータ ー A ITRIPAI 

T ~~ 

卜 U ップ メータ ー B ITRIP B |- 

▼トリップベーター表示をリわットするIこは 

|」 tz ' ソトするトリップベーター （ A また 
は B ) を表示ちせ、スイッチを押し続け 
ると、表示巧 "0.0" になります。 

fe アドバイス _ 

•エンジンスイッチが " ACC " または 
"LOCK" の位置のときでも、 スイ'ソ 
チを押すと、約5分間、オドメータ 
一/トリップメーターと燃料計が表 
示されます。 

このとき、表示を切り替えることはで 
きますが、トリップメーターをリセ 
ットすることはできません。 

•表示される内容は、エンジンスイッ 
チを " ACC " または " LOCK " の位置 
にする直前の状態のものです。 
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にを まを運なするにみたつて _ 

W 表示な、警ち巧のはたらき 

表示な、警ま W のはたらき 


表示な 


車両のちまざまなが態をベーター巧に表 
汀^します。 

A 注意 _ 

•表示巧によっては、点な（または点 
滅）したまま走行すると、思わめ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示灯の項目に 
したがい、処置を巧ってください。 
•点な操作を巧っても、表示灯が点灯し 
ないときは、ダイハツサービスエ場 
で点検を受けてください。 


方向指示表示な、非常点滅表示な 

〇方向指示表示な 

エンジンスイツチガ "ON" の位置で、 
方向指示むを点滅ちだると、同時に点滅 
します。 

〇が常点滅表示け 

エンジンスイツチの位置に関保な<、非 
常点滅打を点滅ちせると、同時に点滅し 
ます。 

fe アドバイス _ 

点滅時間が異常にまくなった場合 
• 方向}旨示な（が常点減な）の電球切れ 
がちえられます。すべての方向指示な 
が点戚するか確認してください。 


ヘッドランプ上向き表示な 

ID 

エンジンスイッチの位置に関係な<、へ 
ッドランプを上向きの状態じするヒ点打 
します。 
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まを運おするにあたつて 

表示な、警ち巧のはたらき W 


水温表示灯 



エンジンスイツチ巧 "ON" の位置で、 
エンジン)ちが水温巧低いときじ点むしま 
す。 

▼ エンジンな'暖まっている場合 
エンジンスイツチを "ON" の位置にす 
ると点むし、数秒後に消むします。 

A ま意 _ 

• エンジン;令が水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でくださし、。 

暖機を十分続けていても.点口したままの場 

么 

• 水温センサー等の異常が考えられま 
す。 

ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 


挺アドバイス _ 

• エンジン;令が水温が異常に高くなった 
ときは、水温警告なが点滅します。 

(水温警告な一94ページ) 


才ートマチックシフト 

つノン了ーター 

才一 トマチック車 



エンジンスイッチ好 "ON" ①位置のと 
き作動します。使用中のシフトしバーの 
位置ガ表示されます。 

▼回しンジの場さ 

インジ クーター だ点滅し、 ブザー （断続 
音）が鳴 U ます。 

車外の人には音は聞こえませんのでごミち 
意 < ださい。（車外の人にがする警告音 
ではありまだん） 

▼回しンジ L ツ外の揚合 
インジクーターヴ点むします。 


4 WD インジケーター 

パートタイム 4WD ま 

エンジンスイッチガ "ON" ①位置で、 

4 WD 走行の状態にすると点打します。 

( 4 WD 切り营えスイッチー108ぺージ) 


4WD 


91 


















にをまを運なするにあたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 


警告な 


さまざまなシステムの異常や、を全運転 
に関わる項目をソーター巧に警告します。 

A 注意 _ 

•警告なが点な（または点滅）したまま 
走行すると、思わぬ事故を引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがありま 
す。 

この場合、それぞれの警告なの項目に 
したがい、処置を巧ってください。 
•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
しても警告口が点灯（または点滅）し 
ないときは、ダイハツサービスエ場 
で点検を受けてください。 


エンジン警告な 

〇 

• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジツ丹'回転中で、エンジン電子制 
御システムに異常があると点む、また 
は点滅します。 

公を意 _ 

点巧-点滅した場合 

•ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 


油圧警告な 



• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点打し、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジン好回転中で、エンジン内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
じ異常げおると点むします。 

A 注意 _ 

点なした場合 

•そのまま走行すると、エンジンがさ女障 
するおそれがあります。 

ただちにダイハツサービスエ場にご 
連絡ください。 


捏アドバイス _ 

• ミ由圧警告灯は、オイル量を示すもので 
はありません。オイル量の点検は、才 
イルレベル ゲージで行って くださ 
い。（オイル量の点検方法は、別冊の 
「メンテナンスノ ート」参照） 
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まを運おするにあたつて 

表示な、警ち巧のはたらき W 


_充電警告灯_ 

ご] 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジン巧回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）ガあると 
点むします。 

A を意 _ 

点けした場合 

•ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 


ブレーキ 警告な 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動して、 
駐車ブしーキを完全 I こお除すると消む 
します。 

• エッジッスイッチだ " ON " の位置で、 
下記の場合に点打します。 

▼ 点な理由 

• 駐車ブしーキ巧完全に解除ちれていな 
いとき 

• ブしーキ液①液量巧不足しているとき 
▼ 駐車ブしーキガおおされている場合 

戶 BS 装着ま I 

エンジンスイッチを " ON " ①位置にす 
ると点なし、数秒をに消むします。 


ABS 装着まを除く 

エンジンスイツチを " ON " ①位置じす 
ると点むし、エツジンを始動すると消打 
します。 
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にをまを運なするにみたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 


A ま意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の摩耗がちえられます。 

ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 

エンジン回転中、なまブレーキを蜗除して 

も.点なしたまま;—肖けしない場合 
• ブレーキ液量の不足がちえられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなつ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、 ブレーキ ペダル 
を強く踏み、ただちに安全な場所に停 
まして、ダイハツサービスエ場にご 
ま絡ください。 


水温警告な 



• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

• エンジンスイツチヴ " ON " の位置で、 
エンジン;ち却水温が異常に高 < なると 
点滅します。 

A ま意 _ 

点滅した場合 

• エンジン冷が水温の異常な上昇による 
オーバーヒー トが考えられます。 
ただちに安全な場所に停車し、処置を 
巧ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
一184ぺージ） 
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まを運おするにあたつて 

表示な、警ち巧のはたらき W 


シートベルトホ装着警告灯 ABS 警告な 


(運お席) 

• エンジンスイツチガ " ON " の位置で、 
運転席側シートベルトを装着してい 
ないと点なします。 

•シートベルトを着用すると消むしま 
す。 


燃料残量警告な 


F1 



エンジンスイツチ巧 " ON " の位置のと 
き、燃料残量巧約7化^1下になると、燃料 
計の一番下の目盛りと燃料残量警告な巧 
点滅します。 

(燃料計一89ぺージ) 

A ま意 _ 

点滅した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なり危険です。 


区 BS 装着里 



• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒をじ消むします。 

• エンジツスイ、ソチヴ " ON " の位置で、 
ABS システムじ異常巧あると点むしま 
す。 

A 注意 _ 

点けした場合 

• ほ常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、ダイハツサービスエ場で 
点検を受けてください。 


fe アドバイス _ 

• エンジン始動後に警告なが数抄間点灯 
しても、その後、ミ肖灯すれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象がち度 
発生した場合は、ダイハツサービス 
工場で点検を受けてください。 


挺アドバイス _ 

•坂道や力ーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、早めに点滅するこ 
とがあります。 
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にをまを運なするにみたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 


SRS エアバッグ警告な 

SRS エアバッグ装着車 

が 

• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒をに消なします。 

• エンジンスイツチ好 " ON " ①位置で、 
SRS エアバッグじ異常ガあると点むし 
ます。 

( SRS エアバッグー45ページ） 

么を意 _ 

点けした場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにダイハツサービ 
スエ場で点検を受けてください。 


電動パワーステアリング警告な 

をプシヨン/グレード別装備 


EPS 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消打します。 

• エッジッスイッチだ " ON " の位置で、 
電動パワーステアリンブシステムに 
異常巧あると点打します。 

A 注意 _ 

点けした場合 

•ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

表示な、警ち巧のはたらき W 


髮アドバイス _ 

•ハンドル操作を行ったとき、モーター 
音 （ 「ウイーン」という音）が聞こえ 
ることがあります。 

これは、パワーステアリングモータ 
一が作動しているときの音で、異常で 
はありません。 

• 停車中や微低速走行中にハンドル操作 
を繰り返したり、 八ン ドルに力をかけ 
たまま保持すると、モーターや コン ピ 
ューターの過熱を防止するため、パワ 
-ステアリング制御が制限され、ハ 
ンドル操作が重くなります。 

この場合、しばらくハンドル操作を控 
えてください。 

ハンドル操作をしないまま約10分が 
経過すると、通常の重さに戻ります。 
•下記の場合、警告灯が点巧し、ハンド 
ル操作が重くなりますが、エンジンを 
再始動し、走行を開始すれば警告灯は 
消'灯し、通常の重さに戻ります。 

•停車中に長時間、エンジンの空ぶかし 
を巧ったとき 

• ま輪のロックをともなう急ブレーキに 
より停車したとき 
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まを運起するにみたつて 

™ スイツチの巧いかた 

スイツチのほいかた 


ツチの名称 


ブしードの違い、オプシヨツち含まれています。 
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马を運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


ライトス イツ 


ライトの点な 

▼ 操作ち法 

:イッチを回すと、下表のライト類げ点 
灯'します。 



\ ライト 

前照灯 

車幅な-番号な- 
尾な • 計器照明灯 

スイッチ位置\ 


OFF 

- 

- 

• ( ON ) 

- 

点灯 

10 

点灯 

点灯 


A ま意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ライ 
卜類を点灯させないでください。バッ 
テリーあがりの原因となります。 


ライトの消な 

▼ 操作ちま 

スイ、ソチを "OFF" の位置じします。 


ヘッドランプの切り替え 

▼ 操作方ま 

ライトスイ’ソチな "iD " の位置のと 
きしバーを巧すと、前照な巧上向き(ハイ 
ビーム)Iこなり、戻すと下向き（□ー ビ 
ーム）になります。 



A ま意 _ 

• 対向車のあるときや巿お化走行のとき 
は、対向まや通行人の迷惑となり危険 
ですので前照灯を下向きにして走行し 
てください。 



▼一時的に使用する場さ 

捏アドバイス _ 

• 前照灯が上向きのときは使用できませ 
ん。 

しバーを手前に引いている間、前照な巧 
上向きじ点なします。 


レバ- 
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まを運起するにあたつて 

™ スイツチの巧いかた 


ライトミ肖し忘れ警告ブザー 

ライトを点むしたままで、エンジツスイ 
ツチな己キーを抜き、ドアを開けると、 
ブザー（連続音）ガ鳴リライトの消し忘 
れを知白だます。 


キーレスエントリー装着車外 

運転席ドアを開けるとブヴー巧鳴り、ラ 
イトの消し忘れを知己せます。 


キーレスエントリー装着車 

運転席、助手席のドアを開けるとブヴー 
け'鳴り、ライトの消し忘れを知己せます。 



ヘッドラップ巧点打しているときじ使用 
できます。 


乗員数や積載量によって車両の姿勢が変 
化し、ヘッドラップの光軸（化の照5す 
方向）が上に向いた場合、ブイわルを回 
すことで光輔を下向きに調整すること好 
できます。 

通常はブイわルを "0" (光軸好一番上 
向きの位置）で使巧します。 

▼ 操作方ま 

ダイわルを回転ちだると、ヘッドランプ 
の光軸巧上下じをわります。 

グイわルの数字巧大きいほど下向き I こな 
ります。 
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马を運おするにあたつてにぶ 

スイツチの巧いかた W 


挺アドバイス _ 

•乗員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 


乗車や荷室(巧箱)の積載が況 

ダイヤ雌置 

運転席のみ乗車時 

0 

運転席のみ乗車で荷ま(荷箱)満載時 

3 


•乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを "0" に戻してください。 

• 車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを "0" にしてから行ってく 
ださい。 


方向指示スイッ 


▼ 操作方ま 

しパーを①①位置まで上下 I こ操作すると、 
方向指示むおよびイーター内の方向指示 
表示なな点滅します。しバーはハンドル 
を屋すと自動的に戻ります。車線を更な 
どのときじは、しバーを②の位置まで軽 
<上下に巧すと点滅し、手を離すと消む 
します。 



fe アドバイス _ 

•ハンドルの切れ角が小さいと、レバー 
が自動的に戻らないときがあり ます。 
手で戻してください。 

• 点滅が異常にまくなったときは、方向 
指示なの電球切れがちえられます。す 
ベての方向}旨示なが点滅するか確認し 
てください。 
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まを運起するにあたつて 

™ スイ ツチの巧いかた 


非常点滅灯スイッ 


▼ 操作ちま 

式ィ 、ソチを 押すと左ちの方向指示なが点 
滅します。もう一度巧すと元 I こ戻ります。 



A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき LU 外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
灯がはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 


ワイ パー•ウォツシヤー 
スイ ツチ 


エンジンスイツチ好 " ACC " または 
"ON" の位置のとき使用できます。 

A ま意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォッシャー液を噴射させてから 
ワイパーを作動させてください。 

•寒冷時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに張り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
が障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。お理に作動させるとワイパ 
-モーターに負担がかかり故障の原 
因となります。 

• ウォッシャー液を連続して20抄 LU 上 
噴射させないでください。またウォッ 
シャーあが出ないときはウォッシャー 
スイ ッチを作動させないでください。 
モーターに負担がかかり故障の原因と 
なります。 

•ぎ;令時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ッシャー液を吹き付けないでくださ 
い。吹き付けられた液がま結し、視界 
をさまたげることがありますので、先 
にガラス面を暖めてください。 
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马を運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


〇ワイ パーの 使い かた 

しバーを下げると、フイパー巧作動しま 
す。 



MIST 

一時作動 

OFF 

停止 

INT 

間夕作動 

LO 

低速作動 

HI 

高速作動 


挺アドバイス _ 

• MIST (-時作動）はレバーを " OFF " 
から巧し上げている間、ワイパーがほ 
速作動します。手を離すと " OFF " に 
戻ります。 


〇ウォッシャー液の噴射 

し バーを ず前に引 < とウオ 、ソシ わ一液び 
噴射します。 



捏アドバイス _ 

• ウオッシヤーを作動させると連動して 
ワイパーがィをま作動します。 
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まを運起するにみたつて 

™ スイ ツチの巧いかた 


ホー ンスイッ 


/\ンドルの►〇■マーク周辺部を巧すとホー 
ツガ鳴ります。 

挺アドバイス _ 

• 緊急時、非常時な外は、むやみに使用 
しないでください。 


荷台作業なスイッ 

子 

オプション/グレード別装備 



エンジンスイッチ好 "ON" ①位置のと 
き使用できます。駐車ブしーキを巧けた 
あと、スイッチを巧すと、作動表示むが 
点むし、作業むが点むします。 



A 注意 _ 

• スイッチを入れたまま信号などで停車 
し、駐車ブレーキをかけると、作業灯 
が点灯して後続車両の迷惑になります 
ので、使用しないときは必ずスイッチ 
を切ってください。 


fe アドバイス _ 

•ダイハツサービスエ場で取り付けた 
作業灯は、スイッチの位置が異なりま 
す。専用の取扱説明書をお読みくださ 
い。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


運起装置のほいかた 



A 警告 


•走行中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わぬ事故につ 
ながるおそれがありを険です。 


エンジンをなけるときや才ーデイオを聞 
<ときなどに使巧します。 


fe アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 

ハンドル □ック をが除するには 
• キーが " LOCK " から " ACC " の位置 
に軽く回らないときは、ハンドルを左 
右に動かしながらキーを回してくださ 
い。 


么を意 _ 

■エンジンを止めた状態で、キーを 
" ON " または " ACC " の位置にした 
まま長時間放置しないでください。パ 
ッテリーあがりの原因になります。 




LOCK 

キーをおき差しする位置です。キ 
—を抜くとハンドルがロックされ 
ます。 

ACC 

エンジンを止めたまま、才ーディ 
才が閒ける位置です。 

ON 

エンジン回転中の位置です。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に " ON " の 
位置に戻ります。 
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にを まを運なするにあたつて 

™ 運技装置の巧いかた 


キー インタ—ロック 

才ートマチック車 

誤操作防止のため、シフトしバーガ回し 
ツジ t/l 外のときに、エンジツスイツチ巧 
"LOCK" の位置まで回5ないよラじする 
装置です。 

▼ 操作ちミモ 

エンジンスイ’ソチを " ACC " 甘ら 
" LOCK " の位置にするときは、シフト 
しバーを回しンジ' I こしてけ5行います。 

A ミ主意 _ 

•回レンジ JU 外では、キーは "LOCK" 
位置まで回すことができないため、キ 
-をほくことができません。 


駐車 ブレーキ 


A 注意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告灯が消‘口していることを必ず確認 
してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、ブレーキが熱を持ち、ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わぬ事故につ 

_ながるおそれがあります。_ 

▼なけるとき 

• ボタンを押ちす'にしバーをいっぱいま 
で引き上げます。 

• エンジッスイッチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧点むします。 


▼目?除するとき 

• しバーを軽<引き上げな巧白ボタンを 
押し、しバーを確実に戻します。 

• エンジッスイ’ソチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧消むします。 



坂道に駐車するとき 


▼ 操作方ま 

お道 I こ駐車するときは、駐車ブしーキを 
巧けるととち I こ、シフトしバーを マニユ 
アル車は1速（上り坂）または回（下り 
坂） I こ、オートマチック車は回しンジに 
入れます。ち己じ輪止めちして<だちし、 
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まを運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


4 WD ま 

オプション/グレード別装備 


A ま意 

1 

1 


• 4WD 車はどのような巧でも走れる乃 
能車ではありません。アク七ル、ハン 
ドル、ブレーキの操作は一般の車と同 
じく慎重に巧い、常に安全運転にんが 
けてください。 

また、オフロード走巧や、ラリー走巧 
を目的とした車ではありません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂地、海 
水、水たまりなどに乗り入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走行後各部を念入りに洗ってくださ 
し、。 

• ミ度巧などの水中走巧はしないでくださ 
し N。 ミ度河などの水中走行をすると、エ 
ンストするだけでなく、電装品のシヨ 
ート、エンジンの破損などの重大なま 
両故障につながるおそれがあります。 
万一、水中に浸かってしまったとき 
は、必ずダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 

• 4WD 車は雪道や水たまりなどの滑り 
やすい路面ですぐれた走行性能を発揮 
しますが、極端な急ブレーキ、急ハン 
ドルはさけて、十分に余裕を持って走 
巧してください。 


パートタイム 4 WD システム 

〇トランスファレバー 
オプション/グレード別装備 
天候、路面状況に応じて、しバーを操作 
することじより、 回 （高速）と 因 （低 
速）を切り替えることげできます。 

▼ 操作方法 

切り誓えは、車を停止ちせ、蚊す' クラ、ソ 
チペダルを踏み込みなげ5切り誓えます。 



回レンジ 

一般走行するときに使用します。 

圓レンジのときは、 4WD 切り替えスイッ 
チを操作することにより、 2WD、 
4WD を切り替えることができます。 

回レンジ 

ニュートラル（中立)位置 

正]レンジ 

低速走行するときに使用します。 

国レンジのときは 4WD 切り替えスイッ 
チの位置に関係なく常に 4WD にな 
ります。砂地や不整化、急坂路、雪 
道など特に強い駆動力が'必要なとき 
に使用します。 


捏アドバイス 


• トランスファレバーを回レンジから 
回レンジへ切り替えるときは、 4WD 
切り替えスイツチで4 WD にしたあと 
切り替えます。 
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にを まを運なするにあたつて 

™ 運技装置の巧いかた 


〇 4 WD 切り替えスイッチ 
天候、路面状況に応じて、スイッチを操 
作することにより、 2 VVD ヒ 4 WD の切り 
营えを巧ラことガできます。 

A ま意 _ 

• 4 WD で乾燥した舗装路および高を道 
路を走行すると、駆動系に巧理な力が 
かかり駆動装置が損傷するおそれがあ 
ります。 


挺アドバイス _ 

• 乾燥した舗装路の走行は必ず2 WD で 
走行してください。乾燥した舗装路の 
4 WD 走行は、タイヤの早期摩耗につ 
ながったり、燃料消'費量がをくなるこ 
とがあります。 

•スイッチはま続操作しないでくださ 
い。また、操作するときは、アクセル 
ペダルを戻して行ってください。（切 
り替わりにくい場合は、その状態でア 
クセルペダルを輕く踏み込んでくだ 
さい） 

•低温時に、4 WD に切り替わりにくい 
ときは、停ましてスイッチを操作して 
ください。 

•車輪がスリップしているときは、4 
WD 切り替えスイツチを操作しないで 
ください。 


マニュアル車 

トランスフアしバー巧回しンジのとき、 
スイツチを操作することじより、 2 WD ヒ 
4 WD ①切り替えを巧ラことができます。 

4 WD のときはべーター内の4 WD 表示打 
が点むします。 

▼ 操作方ま 

スイッチを押すごと I こ 2 WD と 4 WD に切 
り替わります。 

スイッチは、停車中または走行中 （80 km 
ル L 乂下）でアク t ルペグルを戻し、直進 
状態で操作します。 


2 WD 

一般道路、高速道路の走行に使 
用します。 

4 WD 

雪道、が'地や不整地、急坂路等の滑 
りやすい路面の走行に使用します。 
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車を運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


才ートマチックま 

スイツチを操作することにより、 2 WD と 
4 VVD の切り琶えを巧ラこと灯できます。 

4 WD のときはべーター内の4 WD 表示む 
だ点むします。 

▼ 操作ちま 

スイ 'ソチを押すごとに2 WD と4 WDI こ切 
り菅わります。 

スイ、ソチは、停車中または走行中 （80 km 
ル U 下）でアク t ルペグルを戻し、直進 
が態で操作します。 


2 WD 

一般道路、高速道路の走行に使 
用します。 

4 WD 

雪道、砂地や不整地、急坂路等の滑 
りやすい路面の走行に使用します。 



〇急な力ーブを曲がるとき 
4 WD で走な中に旋回をすると、ブしーキ 
をなけたよラな状態になることガありま 
す。この現象をタイトコーナーブし一 
キジブ現象といいます。 

これは、旋回するとき前後輸に回転差が 
ちじるために発生する 4 WD 車特有の現象 
で、異常ではありません。 

このとき、ハンドル操作巧重<なります。 

A 注意 _ 

• 4 WD での急旋回は、タイトコーナー 
ブレーキング現象により、 思わぬ事故 
につながるおそれがありますので避け 
てください。 


fe アドバイス _ 

•タイトコーナーブレーキング現象 
は、 2 WD に切り替えることで解消'する 
ことができます。 
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にを まを運なするにあたつて 

™ 運拓装置の巧いかた 


4 WD まのタイヤ交换 

1 

スーパー デフ 


4 WD 車は4つのタイわじ駆動力巧なな 

オプション/グレード別装備 



るため、タイわの状態が車の性能に大き 
<影響します。 

タイわのが態には細&のミち意をしてタイ 
わの点検は忘れす'に巧って < ださい。 


めなるみなどな5の脱出に使用して<だ 
ちし、。シフトしバーガ 1 速または 回 （後 
退）位置のとき作動します。 

A 注意 


公を意 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズな外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

• タイヤ交換するときは、4輪とも同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄、お 
よび同ートレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを装着してください。 


挺アドバイス _ 

• タイヤ空気圧の点検は最低でも月1回 
行ってください。タイヤの空気圧が前 
輪と後輪で大きく異なるときは、車の 
性能が十分に発揮できません。（タイ 
ヤの指定空気圧は運転席側ドア開口部 
に記載しています） 

• タイヤの口ーテーシ ヨンは 5,000 km ご 
とに行ってください。タイヤ間で摩耗 
差があるとまの性能が十分に発揮でき 
ません。 

• タイヤチェーンは必ず後輪に装着し 
てくださし、。 


• めかるみなどでの脱出のときのみ使用 
してください。それむかでは " OFF " 
位置にしておいてください。 

• 15 km / h な下で走行してください。 


ァノ □ ック スイッチ 

▼ 操作方ま 

スイッチを押し、1速または回（後退） 
位置にすると、 I 」わデフな'□ックし、片 
側車輪のスリップを防止します。またこ 
のとき作動表示なな点むします。 

ち51度スイ 'ソチを巧すと、作動表示む 
好'消むし、 I 」わデフの□ック巧解除ちれ 
ます。 
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耳を運おするにあたつてにミ! 

エンジンのかけかた W 


エンジンのかけかた 



エンジン始動の準備 


▼ 操作ちま 

/. 駐車ブしーキをけけ、シフトしバー 
打'ニュートラルの位置にあることを 
確認します。 

2. ぺダん類け'お実じ踏め、 A ンドル操 
作巧楽 I こできるよラにシートの位置 
を調整します。 

5アク t ルペダルおよびブしーキぺ 
ダルをち足で、クラ、ソチペダルを左 
足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 


▼ 操作ちま 

I ブしーキペダルをしっなリヒ踏みます。 
2 . クラツチペグルをいっぱいまで踏み 
ぶみます。 

5 ブ しーキ ペダルとクラ’ソチペグル 
を踏んだまま、エンジンスイ’ソチを 
" START " の位置まで回します。 

4始動を、クラッチペグルな己足を離 
します。 

A ま意 _ 

• エンジン冷な水溫が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加ま、高速走巧はしない 
でくださし、。 


捏アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチをま続して10抄 JU 上 
" START " の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、 ヒーター フアンなどのスイ ッ 
チは " OFF " にしてください。 

•か気温が一20でな下のとき、エンジン 
スイッチを " START " の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3秒 
程度、手を離さず " START " の位置で 
保持してください。 

•エンジン始動後は、各警告’ながミ肖灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告なは除きます） 

•エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによりエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 


〇クラッチスタートシステム 
エンジン始動時の誤操作を防 < ために、 
クラッチペダルをいっぱいまで踏み込ま 
ないと、エンジンガな力、5ないよラにな 
つています。 
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にを まを運なするにみたつて 

™ エンジンのかけかた 


〇 スターター コント ロール 
システム 
寒冷地仕様ま 

スターターコント□-ルシステムはエ 
ッジン寒ち時の始動操作を補助するシス 
テムです。 

エンジンを巧水温が1日でが下のとき、エ 
ッジンガ始動するまでの間、自動的にス 
ターターを回す時間を延長します。エン 
ジンスイッチを " START " の位置で保 
持する I 必要はありまだん。 

堅アドバイス _ 

• スターター コント ロール システム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを " ACC " ま 
たは " LOCK " の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕一 コントロールシステム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 
•エンジン;令が水温が15でな上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気ミ品が15で U 下でも、エンジン;令ち P 
水温が15でな上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを " START " の位置で保持して 
ください。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方ま 

エンジンを止めるときは、アイドリンブ 
回転にして巧己エンジンスイ、ソチを 
" ACC " または " LOCK " ①位置1こします。 
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耳を運おするにあたつてにミ! 

エンジンのかけかた 


才ートマチックま 


エンジン始動の準備 

▼ 操作ちま 

/. 駐車ブしーキを巧け、シフトしバー 
打'回しンジの位置にあることを確認 
します。 

2. ペグん類け'お実 I こ踏め、ハンドル操 
作巧楽にできるよラにシートの位置 
を調整します。 

3. アク tz ルペダルおよびブしーキぺ 
ブルをち足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 


▼ 操作ちま 

/. ブしーキペグルをしつなりと踏みま 
す。 

2. ブしーキペダルを踏んだまま、エン 
ジンスイツチを " START " ①位置ま 
で回します。 

么を意 _ 

• エンジン始動時は、必ず運転席に座つ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけるとまが急に動き 
出すおそれがあり危険です。 

• エンジン;令が水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加ま、高ま走巧はしない 
でくださし、。 


捏アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチをま続して10抄 JU 上 
" START " の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、 ヒーター フアンなどのスイ ッ 
チは " OFF " にしてください。 

•か気温が一20でな下のとき、エンジン 
スイッチを " START " の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3秒 
程度、手を離さず " START " の位置で 
保持してください。 

•エンジン始動後は、各警告’ながミ肖なす 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告灯は除きます） 

• エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによリエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 
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にを まを運なするにみたつて 

™ エンジンのかけかた 


〇 スターター コント ロール 
システム 
寒冷地仕様ま 

スターターコント□-ルシステムはエ 
ッジン寒ち時の始動操作を補助するシス 
テムです。 

エンジンを巧水温が1日でが下のとき、エ 
ッジンガ始動するまでの間、自動的にス 
ターターを回す時間を延長します。エン 
ジンスイッチを " START " の位置で保 
持するI必要はありまだん。 

堅アドバイス _ 

• スターター コント ロール システム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを " ACC " ま 
たは " LOCK " の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕一 コントロールシステム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 
•エンジン;令が水温が15でな上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気ミ品が15で U 下でも、エンジン;令ち P 
水温が15でな上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを " START" の位置で保持して 
ください。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方ま 

エンジンを止めるときは、アイドリンブ 
回転にして巧己エンジンスイ、ソチを 
" ACC " または " LOCK " ①位置1こします。 
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車を運おするにあたつて に5 
マニュアル車の運お caj 


マニュアルまの運拓 


マニュアル 
トランスミッション 


シフト レバー 

シフト位置を変更するときは、クラツチ 
ペダルをいっぱいじ踏み化んで確実に操 
作します。 




挺アドバイス _ 

•回（後退）には、まが完全に停止して 
からシフト位置を変更してください。 
トランスミッションに負担がかかり、 
故障の原因となります。 

•5 速から回（後退）には、直接シフト 
位置を変更できません。一度ニュート 
ラルにしてから、回（後退）にシフト 
位置を変更してください。 


各シフト位置での上限速度 
A ま意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 

_ま度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は、下表を参 
害にして < ださい。 


(km/h) 


シフト位置 

1ま 

2ま 

351 

4を 

5ま 

2 WD 

25 

40 

65 

105 

- 

4 WD 

25 

40 

65 

105 

— 

4 WD 

囲 

25 

40 

65 

105 

— 

の 

15 

25 

35 

60 

70 
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にを まを運なするにあたつて 

W オートマチックまの運馬 


才ートマチックまの運転 


才ートマチッ兰 
トランスミツシ 



才ートマチック車は、ギわチェンジやク 


ラッチペダルの操作な5解放ちれ、運転 
は大変楽じな U ます巧、い<つなの特性 
だあります。オートマチック車の運転の 
基本を理解し、正し<操作する習慣を身 
にイ寸けて < ださし、。 


fe アドバイス _ 

•停ま中は、平坦路であってもまが動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐まブレー 
キをかけて ください。 

• 渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現をを利用し、アク七ルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに行えます。 


才ートマチックまの特性 

〇クリープ現象 

エンジジがななつているとき、シフトし 
バーが回、回しンジ外の位置で、動力 
ヴつながった状態じなリアク tz ルペダル 
を踏まな<てちゆっ<りと動き出す現象 
のことをいいます。 

A ま意 _ 

• エンジン始動直後やエアコン作動時な 
ど、自動的にエンジンの回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現象 
が強くなります。その際、ブレーキ 
ペダルの踏みごたえに変化がでること 
がありますので、ブレーキペダルは 
しっかりと踏んでください。 


〇キックダウン 

走巧中にアク t ルペグルを踏み化むと、 
自動的に低速ギわに切り营わり、エッジ 
ンの回起数巧上昇して急加速ちだること 
ガできます。これをキックグウンといし、 
ます。 

A ま意 _ 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアク七ルペダルの操作はさけ 
てください。車がスリップするおそれ 
があります。 


捏アドバイス _ 

• 追い越し時の急加速や高速道路での合 
流が楽に巧えます。 
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_ まを運おするにあたつて 

オートマチックまの運拓 W 


シフト レバー 

シフトしバーの操作は確実に巧って<だ 
ちい。 

〇シフトロック装置 
誤操作防止のため、シフト□ック装置巧 
巧いています。 

▼シフト□ック解除方ま 
シフト□ックを解除する場合は、エッジ 
ンスイッチを " ON " または " ACC " ① 
位置にし、ブしーキペグルを踏むとシフ 
卜しバーの操作巧できます。 



堅アドバイス 


• シフト レパーは ブ レーキ ペダルを 踏 
みながらでないと、回レンジからほか 
のレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが " LOCK " の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでもシ 
フトレバーは回レンジからほかのレ 
ンジへは動きません。 

•先にシフトレバーボタンを押した状 
態で、ブレーキペダルを踏むと、シ 
フトレバーが動かない場合がありま 
す。一度ボタンから手を離し、ブレー 
キ ペダルを先に踏んでから操作して 
ください。 


各シフト位置での上限速度 
A ま意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 

_ま度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は下表を参害 
にして < ださし、。 


(km/h) 


タイヤサイズ 

シフト位置 

1ま 

2を 

3を 

145 R 12 

2 WD 

35 

65 

— 

4 WD 

30 

60 

— 

145 R 13 

4 WD 

35 

65 

— 
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にを まを運なするにあたつて 

W 才ートマチックまの運面 


シフトレバーの操作 


フ□アシフト式 
3速才ートマチック 
トランスミッション 

シフトしバー部には、シフトしバーを 
動なすときに使用するシフトしバーボ 
タンが装着ちれています。 



〇各位置のはたらき 


回レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動 
するとき、および キーを おくと 
きの位置 

圓レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てください） 

圆レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

回レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から3速まで自動的に変速 
されます） 

图 レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが必要なとき 
の位置） 

因 レンジ 

急な下り坂走行するときの位置[前進] 
(強いエンジンブレーキが化要なと 
きの位置） 


▼操作をする前に 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、ちがまが動き出し 
思わめ事故につながるおそれがありま 
すので、ブレーキペダルを踏みなが 
ら、シフトレバーボタンを押して動 
かしてください。 
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_ まを運おするにあたつて 

オートマチックまの運拓 


〇シフトレバーの動かしかた 



。ブレーキペダルを踏みなび5 
A シフトレバーボタンを巧して 
、 動かしまず。 

An シフトレバーボタンを巧して 
VV 動かしまず。 

♦♦そ のまま動かします。 


A 警告 _ 

• 吟の操作は誤作動を防ぐため、シフト 
レバーボタンを押さずに動かしてく 
ださい。常にシフトレバーボタンを 
押して操作していると、回-回.因レ 
ンジに思いがけず入ることがあり、そ 
の場合、思わめ事故につながるおそれ 
があり危険です。 

• 走行中に回レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効か 
ず、思わめ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• まが完全に止まらないうちに回レンジ 
に入れないでください。また、前進走 
行中に回レンジ、および後退走行中に 
◎ •因.因レンジに入れないでくださ 
い。トランスミッションに重大な損害 
をあたえると共に、車がコントロール 
を失い思わぬ事故につながるおそれが 
あり危険です。 
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にを まを運起するにあたつて 

W 才ートマチックまの建昆 


運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を巧ラ前じ 

アク t ルペダルおよ〇'ブしーキペダル 
の位置をち足で確認します。 



公を意 _ 

• 踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わぬ 
事がにつながるおそれがあります。 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブしーキヴ巧巧っていることを 
お認します。 

之シフトしバー巧回しンジ' I こあること 
をお認します。 

3. ブしーキペダルをしっなりと踏みま 
す。 

4. ブしーキペダルを踏んだまま、エン 
ジンスイ’ソチを " START " の位置じ 
します。 
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_ まを運おするにあたつて 

オートマチックまの運拓 W 


発進時 

▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、ちがまが動き出し 
思わめ事がにつながるおそれがありま 
すので、 ブレーキ ペダルを踏みなが 
ら、シフトレバーボタンを押して動 
かしてください。 

• アクセルペダルを踏んだままシフト 
レバーの操作をしないでください。急 
発進して思わめ事故の原因になりま 
す。 

▼ 操作手順 

/. ブしーキペグルをち足で踏んだまま 
シフト レバーを 前進であれば◎しン 
ジ 1こ、状況じ応じて回、回しツジに、 
また後退のときは回しンジ’ I こ入れま 
す。 

2. 駐車ブしーキを展したあと、徐々に 
ブしーキペグルな己足を離し、アク 
tz ルペグルをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 


A ま意 _ 

• シフトレバーがどの位置にあるかを 
シフトレバー部またはメーター内の 
インジケータ—で確認してください。 

•才ートマチックまは、シフトレバー 
が 回 回 レンジな外の位置にあると、 
アクセルペダルを踏まなくても動こ 
うとする特性を持っています。（クリ 
ープ現象） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなり（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にシフトレバー 
操作をするときはしっかりとブレーキ 
ペダルを踏んでください。 

• マニュアル 車は発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアク七ル操作を併用して 
調整しますが、オートマチックまでは 
アク七ル操作のみで行いますので、ア 
ク七ル操作は特に慎重に行ってくださ 
い。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、回レンジから◎レンジと何度もシ 
フトレバー操作をするときは、その 
つどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。 

トランスミッシヨンに負担がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために 回 レンジから 回 レ 
ンジ、 回 レンジから 回 レンジ、 回 レン 
ジから回レンジにシフトレバー操作 
をするときもブレーキペダルをしつ 
かり踏んでから行ってください。 
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にを まを運起するにあたつて 

W 才ートマチックまの建馬 


A ま意 _ 

• 坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 
す。 


堅アドバイス _ 

•シフトレパーを回レンジに入れると 
警告ブザーが鳴り、運転者にシフト 
レバーが回レンジにあることをならせ 
ます。警告ブザーは車かの人には聞こ 
えませんのでま意してください。 


▼坂道発をする場さ 

/. 駐車ブしーキ巧'しっなりな灯ってい 
ることを確認しなけ'己、シフトしバ 
一を◎しンジ 1こ入れます。 

2 . ち足でアク t ルペダルをゆっ<リ踏 
み、車が動き化す感軸を確認して巧 
5、駐車ブしーキを解除し、発進し 
ます。 


走行時 

▼ 操作手順 

/. 通常は◎しンジで走行します。 

2 . 急加ま巧必要な場合は、アク tz ルぺ 
ダルを踏み込わとギわは自動的 I こ低 
まギわに切り替わります。（キック 
ダウン） 

3 . 長い下り坂や急な下り坂など、強い 
エンジンブしーキを必要とする場合 
は、路面状態やスピードに応じて回 
または因しンジ'じ切り菅えます。 

A 警告 _ 

• 坂道などでは、シフトレバーを 回、 
回レンジまたは因レンジに入れたまま 
惰性で後退したり、 回 レンジに入れた 
まま惰性で前進することは絶がにやめ 
てください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、八ンドルが重くなるな 
ど、思わめ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 
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_ まを運おするにあたつて 

オートマチックまの運拓 W 


A ま意 _ 

• 走行中は 回 レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思、わぬ事故の原因になりま 
す。 

• 走行中に 回 レンジ、また前進走行中に 
回 レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アクセルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアクセルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
おが高くなり急加速をするため、スリ 
ップをしたり、力ーブを曲がりきれず 
に思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。 

•各レンジでの速度は、必ず上限速度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
一117ぺージ） 


A 注意 _ 

• 長い下り坂や急な下り坂を◎レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
[□レンジに入れてください。 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
巧しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

• お蒲や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アク七ルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整するとスムーズに巧えます。 

• 上り坂でスピードを保つためにアク七 
ルペダルを踏み込んでいくと、意に 
反してキックダウンし、急にエンジ 
ン回転が上がることがあります。 
このようなときは、あらかじめ固レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す。 
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にを まを運起するにみたつて 

W 才ートマチックまの運馬 


~時停止時 

▼ 操作手順 

/. シフトしパーは走行位置のままでブ 
しーキペグルをしっなりと踏み続け 
ます。 

2 . 停車巧長け<ときはブしーキペグル 
を踏んだままで駐車ブしーキをなけ、 
シフトしバーを画しンジ’ I こ入れます。 

5発進するときは、シフトしバーの位 
置をお認したあと、アク t ルぺダ J レ 
をゆっ < りと踏み込みます。 

A 注意 _ 

• 上り坂での停車はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力のちが大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平ち路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
し、。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
おが高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


後退時 

▼ 操作方ま 

車巧完全 I こ止まってな5ち、ブしーキぺ 

ブルをしっなりと踏み続け、シフトしバ 

一を回しツジに入れます。 

A ま意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
うを意してください。 

• 少し後退したあとなどは 回 レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ 画 レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、 回 レンジから◎レンジと何度もシ 
フトレバー操作をするときは、その 
つどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


捏アドバイス _ 

•シフトレバーを回レンジに入れると 
警告ブザーが鳴り、運転者にシフト 
レバーが 回 レンジにあることをならせ 
ます。警告ブザーは車外の人には聞こ 
えませんのでごを意ください。 
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_ まを運おするにあたつて 

オートマチックまの運拓 W 


なま時 

▼ 操作手順 

/. 車を完全に止めます。 

2 . ブしーキペグルを踏んだままで駐車 
ブしーキをヴけ、シフトしバーを回 
しッジ I こ入れます。 

5エンジンスイツチを " LOCK " ①位 
置まで回してキーを抜きます。 

A ま意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままでまから離れな 
いでください。 

•車から離れるときはエンジンスイッ 
チを " LOCK " の位置にしてキーを抜 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

■回 レンジでは車輪が固定されます。駐 
まするときは必ず回レンジにあること 
を確認してください。 

• まが完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかり故障の原因とな 
ります。 

• キーインターロック装置により、キ 
-はシフトレバーが 回 レンジな外で 
は巧けません。 

(キーインターロックー106ぺージ) 
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装備品の使いかた 

まの装備品の巧いかたについて説巧しています。 


■ 空調 

エアコン/ヒータ-128 

■ 才-ディォ 

ピラー アンテナ - 13巳 

ブーデイブの取り扱し、-13日 

ブーデイブインデックス-139 

AM / FM ラジス-140 

1 DIN CD . AM / FM 付ステし才——146 


■ 室内装備品 

室れ照明-158 

シガライタ-160 

陕皿-160 

ヴンバイヴ-161 

ブ□-ブボックス-161 

カップホルタ''-162 

ショッピングフック-163 

アシストグリップ-163 

乗降ブリップ-164 

□-プフック-164 


1」わマーパーヘッドシェルフ… -1 妨 





























ra 装偏品の巧いかた 

固 Ml 


空調 


ン/ヒーター 


オプション/グレード別装備 


室内の;ち暖房、除湿、曇 U 取 U などを巧ラことガできます。 

コント□-ルパネルの操作により、吹き出し□な5;ち風、または温風巧吹き出します。 


▼のき化し□の位置 




※エアコン装着車 
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装偏品の巧いかた 

空調 



〇各レバー/スイツチの使いかた 
① 吹き出し□切り营えしバー 
イラストの方向へ風巧出てきます。 風 量 
は吹き出し□によって異なります。 


レバー位置 

吟 • 

•ツ 


ヴ 


吹き出し口 


@ 

© 

贷 

(®) 

風 

© 



() は特に風量の少ないものを示します。 


▼ 操作ちミモ 

しバーを左ちじ動なして、切り替えます。 

A 警告 _ 

ガラスの曇りを防止するために（エアコン装 

着ま） 

• 湿度が高いときにエアコンをほいミ品度 
で作動させている場合は、吹き出し口 
をな 、または卿に切り替えないでくだ 
さい。 

外気とガラスの温度差でガラスの外側 
が量り、視界をさまたげるおそれがあ 
ります。 


捏アドバイス 


USE 

WITH 



• このマークはガラスが曇ったときに使 
用するみ、 W の位置で、"外気兽入" 
を使用していただくためのものです。 

"内気循環"にすると量りが取れにく 
くなる場合があります。 

• "外気導入"への切り替えは、内外気 
切り替えレバーで操作してください。 

• このマークの位置でもレバーは止まり 
ますが、この位置での使用はおすすめ 
できません。レバーは；/、*; V 、•バ、 
な 、がの位置に合わせて使用してくだ 
さい。 


②ミ品度調整しバー 
風の吹き出し温度を調整します。 



▼ 操作方ま 

しバーを左ちに動なして、調整します。 





















ra 装偏品の巧いかた 

圖 Ml 


⑤内外気切り营えしバー 

内気盾環、外気暮入の切り替えを巧いま 

す。 


内気循環 

な 

外気をしゃ断しているが 
態です。トンネルや渋滞 
などか気が巧れていると 
きや早く冷暖房したいと 
き、か気ミ思度が高いとき 
の冷お効果を局めたいと 
きにお使いください。 

外気導入 

な 

外気を導入しているが態 
です。通常はこの位置で 
お使いください。 


▼ 操作方法 

しバーを左ちに動なして、切り曽えます。 

么を意 _ 

• "内気循環"を長時間使用しないでく 
ださい。ガラスが量りやすくなりま 
す。通常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•渋浦に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、"内気循環"にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 

•①のレバーが*パ、みまたは W のとき 
"内気循環"にしないでください。ガ 
ラスが曇りやすくなります。 


堅アドバイス _ 

•エアコン 使用中に、室内外のさまざま 
な臭いが エアコン 装置内に取り込まれ 
てミ昆ざり合うことにより、吹き出し口 
からの風に臭いがすることがありま 
す。 

エアコン 始動時に発生する臭いを抑え 
るために、駐車時は外気養入にしてお 
くことをおすすめします。 


④フアンスイツチ 

吹き出し□な5①風の強さを切り替えま 
す。 

フアンスイツチにより3段階の切り营え 
ガできます。 


X OFF • • • 

▼ 操作方ま 

スイッチを動けして、操作します。 

⑥ エアコンスイツチ 
ェアコン装着ま 

ち房、除湿機能の作動と停止を巧います。 
作動表示な 



A/C 

— 


▼ 操作方ま 

フアンな作動中のとき、スイ’ソチを一度 
巧すとエアコン巧作動し、作動表示む丹' 
点むします。 

もラー度巧すとエアコン巧停止し、作動 
表示む巧消なします。 
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装偏品の巧いかた 

空調 



堅アドバイス _ 

• 停ま時の;令房効まを向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にま意 
してください。 

特にオートマチックまで;令房中、一時 
停止する場合はブレーキペダルをし 
つかり踏んでください。 

(オートマチック車の運転一116ページ) 
• 外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 


風向きの調整 

左ちおよび中央の吹き出し□な5①風向 
きの調整を巧ラこと好できます。 

▼ 操作ちま 

ツマミを動なして調整します。 



挺アドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し口から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に;令やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


エアコン/ ヒーターの 使いかた 

代表的な使用例におけるしバー、スイッ 
チの t ット位置を説明します。 


〇通常の冷房 
エアコン 装着ま 

室内を)ちやしたいときに使用します。 


⑥ ④② 


1 

冷 

4 卜 ['1 ]) 

X ofF • • • C ~~II~~1 口 nn ■■■画^ 

- 冷 ジー•ジ- W 一 巧-歌 巧？ 


11 -V L 

^- J 


③① 


① ジ ③列気導入 ⑥ ON 

② 低温側 ④お巧みの位置 


fe アドバイス _ 

急まにを房したいときは 
•②の レバーを 最低ミ 品に、 ③の レバーを 
"内気循環"に、⑥のスイッチを作動 
させてください。ただし"内気循環" 
で長時間使用するとま内の空気が巧れ 
ます。換気のためときどき"外気導 
入"にしてください。：令えてきたら② 
の レバーを 高温側に動かし、お好みの 
温度に調整してください。 

ま内の温度が高いときは 
• 駐車のあと車内のミ品度が高いときは、 
窓を開けて熱気を逃がしてからェアコ 
ンを作動させてください。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固 Ml 


〇通常の暖房 

室内を暖めたいときに使巧します。 




⑤ 


こ 


み一 

-を ジ ー み 

— W 一 巧- 豊-颗 






③ ① 


① •一’ ⑤列気導入 ⑥ OFF 

② 高温側 ④お好みの位置 

※エアコン装着ま 

堅アドバイス _ 

急まじ暖房したいときは 
•②の レバーを 最高 温に、 ③の レバーを 
"内気循環"にしてください。ただし 
"内気循環"で長時間使用すると、ガ 
ラスが曇りやすくなりますので一時的 
にご使用ください。暖かくなってきた 
ら②の レバーを 低温側に動かし、お好 
みのミ品度に調整してください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 
エアコン 装着ま 

寒)ち時や、雨のときなどガラスガ曇った 
ときに使用します。 


⑥④ ③ 


1 

な 

冲 ]) 

X 0W • • • ( ~ II~~1 口 nn ■■■画^ 

-な ジ——•ジ—— W ——巧-獲 

[しこ 

n )1 


③ ① 


① W ③列気導入 ⑥ ON 

② お巧みの位置④お巧みの位置 

A 警告 _ 

ガラスの 曇りを防止するた めに 
• ②のレバーを最ほ温に操作しないでく 
ださい。を風がガラスに当たるとガラ 
スの外側が曇ることがあります。 


捏アドバイス _ 

• 外気温が0で巧くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

•①のレバーをみ にすると、量り取りと 
同時に足元にも送風されます。 

外気が巧れているときは 

•-時的に③のレバーを"内気循環"に 
してください。 

より早くガラスの量りを取る場合 

•ガラスの量りを取る操作と併せて、下 
記の操作を行います。 

•④のスイッチを操作して、風量を増す 
.②のレバーを操作して、設定温度を上 
げる 


132 















































装偏品のほいかた 

空調 



ヒーター装着ま 


④ ② 



③ ① 


①ジ ③が気導入 

® お巧みの位置 CD お巧みの位置 


挺アドバイス _ 

•①レバーを•ツにすると、量りを取るの 
と同時に足元も暖められます。 

•③のレバーを"内気循環"にします 
と、曇りが取れにくくなりますので 
"外気導入"にしてください。 

•夏期の量り止めには、②のレバーを適 
度に調整してください。 


〇 除湿暖房するとき （曇り 止め） 
エアコン装着ま 

雨の曰など湿気がる<、ガラスガ曇りや 
すいときに使用します。 


⑥④ ③ 


1 

な 

与卜与仁 ]) 

X 0W • • • ( ~ II ~~ 1 口 nn ■■■画^ 

-な ジ——•ジ—— W ——巧-獲 

[しこ 

)1 


③ ① 


① W ③列気導入 ⑥ ON 

② お巧みの位置④お巧みの位置 

fe アドバイス _ 

• 外気温が0で巧くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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m 装備品の巧いかた 

固 Ml 

〇換気するとき 

暮入ちれた外気ガ中央および左ち①吹き 
出し□な5吹き化します。 


⑥* ④ ② 



⑤① 


①ジ ⑤列気導入 ⑥ OFF 

③お好みの位置④お好みの位置 

※エアコン 装着ま 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



オーディオ 


ピラー アンテナ 


ラジオを受信するときは、アンテナをい 
っぱいまで伸ばして < ださい。 

▼使用ちま 

使用するときは、アンテナの先を持って 
いっぱいに引き化します。収納するとき 
は、アンテナの根元を持ってみしすつ収 
納して < ださし、。 



才ーディオの取り扱い 

オプション/グレード別装備 


A ま意 



•運転中は、車外の音が聞こえる程度の 
音量でお楽しみください。大きな音量 
を出すとま外の音が聞こえず、思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• 走行中にオーディオの操作をしないで 
ください。運転のさまたげになり、思 
わぬ事故につながります。 


A ま意 _ 

•走行中に引き出し、収納などの操作を 
しないでください。運転のさまたげに 
なるほかま外の物に当たったり、急ブ 
レーキをかけたときけがをするおそれ 
があり危険です。 

•下記のようなときは、アンテナを収納 
してください。破損したり、変おした 
りする場合があります。 

• 自動洗車機使用時 
• ボデーカバーをかけるとき 
• 立体駐車場など屋おの低いガレージな 
どに入れるとき 

• 降雪時に長時間駐車するとき 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


堅アドバイス _ 

•才ーデイオを聞いているとき、室内ま 
たは車の巧くで携帯電話や無線機を使 
うと、ノイズ（雑音）が入ることがあ 
ります。 

•エンジン停止時は、才ーデイオを長時 
間使用しないでください。バッテリー 
あがりを起こし、エンジンの始動がで 
きなくなります。 

• ラジオの受信は、電波の強さが変化し 
たり、電車-信号機などの障害物の影 
響により、最良な受信状態を維持する 
ことが困難な場合があります。 

• 水分や高温-多湿•ほこり-ゴミを嫌 
いますので、車内清掃や換気に十分を 
意してください。 

•才ーデイオ本体のお手入れは、乾いた 
柔らかいホでふいてください。損傷の 
原因となるおそれがある固いホや、ベ 
ンジン-シンナ ー• アルコールなどは 
絶巧に使用しないでください。また、 
巧れがひどい場合には、柔らかい布を 
水またはめるま湯に浸し、軽くふき取 
つてください。 

•車内のミ品度に気を付けてください。極 
ぎや酷暑のとき、特に夏期は車内の温 
度が大変高くなり、故障の原因となる 
おそれがありますので、ま内の換気に 
ミ主意し、適温で使用してください。 


CD プレーヤーの取り扱い 
fe アドバイス _ 

•挿入口には、指定されている CDIU 外の 
物を入れたり、ドライバーなどの金属 
物や磁石などを巧付けないでくださ 
い。故障の原因となります。 

また、 CD に磁石などを絶巧に近付けな 
いでください。 



• CD が挿入されたが態でエンジンを始動 
すると、「カチッ」-「ウイーン」な 
どという音が数回しますが、これは再 
生準備のための作動音で、故障ではあ 
りません。 

• CD を挿入して数秒すると、セットされ 
ずに戻ってくることがあります。この 
場合は、 CD の異常が考えられますの 
で、 CD に異常がないかを確認してくだ 
さい。 

•取り出しボタンを押しても、 CD が挿入 
されたまま取り出せないときは、プレ 
ーヤーの保護のため、機能が停止する 
ことがあります。この場合、ダイハツ 
サービスエ場にご相談ください。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



堅アドバイス _ 

•車を降りるときは、おず CD を才ーディ 
才本体から取り出し、ケースに入れ 
て、高温にならない場所に保管してく 
ださい。 

■ CD を直が日光に長時間当てたり、挿入 
口に残した状態のまま長時間が置しな 
いでください。また、高温-を湿な場 
所（インストルメントパネルの上や 
シートの上など）に長時間放置しない 
でください。 CD がひずみ、使用できな 
くなるおそれがあります。 

従巧の才ーディオレコードと同様に 
プラスチック製ですので、そりの原因 
となります。 

そり防止のため、必ずケースに入れ、 
直が日光の当たらない場所に保管して 
ください。 


CD の取り巧い 

fe アドバイス _ 

• CD を持つときは、信号面に触らないよ 
うにしてください。両端を巧むように 
して持つか、中央の穴と端を挟んで持 
つてください。 



• CD は内部で高速回転しますので、異常 
な CD (ハート型など異形の CD 、ヒビ 
が入った CD や大きくそった CD ) は使 
用しないでください。 



• 記録部分に透明または半透明部分があ 
る CD は、正常に出し入れや再生ができ 
なくなるおそれがありますので、使用 
しないでください。 

• ラベル面（印刷面）にも紙やシールな 
どをおり付けたり、傷などを付けない 
ようにしてください。 

• CD に指紋やホコリが付いた場合でも、 
CD に記録された信号には直接影響しま 
せんが、巧れにより、信号記録面から 
の反射光の明るさが低減して音質が低 
下したり、音飛びを起こすことがあり 
ます。 
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m 装備品の巧いかた _ 

固ォ-ディォ 

堅アドバイス _ 

■ CD が巧れたときは、柔らかいホで CD 
の内周から外周方向へ軽くふいてくだ 
さい。 

• レコードスプレー-帯電防止剤など 
は使用できません。またベンジン■シ 
ンナーなどの揮発性の薬品をかける 
と、表面が侵されることがありますの 
で使用しないでください。 

A 


• 8 cmCD を挿入口に残した状態のまま走 
行しないでください。走行中の振動に 
より、 CD が落下することがあります。 
•振動の激しい悪路を走行すると、音巧 
びを起こすことがあります。 

• 真をの車内は極度に;令えています。こ 
の状態で、ヒーターを入れてすぐに使 
用すると、 CD や光学部品（プリズムや 
レンズなど）が量って、正常に再生さ 
れないことがあります。 

CD が曇っているときは、柔らかい巧で 
ふいてください。 

光学部品が曇っているときは、1時間 
ほど放置しておけば自巧に曇りが取 
れ、正常に再生されます。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



才ーディオインデックス 


AM / FM ラジオ 

(音量調整一140ページ) 
(ラジオの受信一141ぺージ) 
(時刻の調整一144ページ) 



1 DIN CD . AM / FM 付ステレオ 


(音量-音質調整一146ページ) 
(ラジオの受信一148ぺージ) 
に D の再ち一152ぺージ) 
(時刻の調整一156ページ) 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディォ 


AM/FM ラジオ 


オプション/グレード別装備 


①② 


ディスプレイ部 



① 電源スイッチ 

② 音量調醫ツマ' 


音量調整 

① 電源スイッチ ② 音量調整ツマ5 


電源の " ON " • " OFF " 巧できます。 

入/切 

雪 

▼ 電源を入れるじは 

/. エンジンスイツチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイ、ソチを 
" LOCK " I こしたときに電源び入って 
いた場合は、自動的に電源丹'入りま 
す。 

2 . 電源スイ、ソチを巧します。 

スイ’ソチを押すごとに、電源巧 
" ON " と " OFF " I こ切り曽わります。 


音量を調整すること巧できます。 


入/切 

立且 

曰呈 



▼音量を調整するには 

、ソマミをちに回すと大きくなり、左 I こ回 
すと小さくなります。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



ラジオの受信 


ディスプレイ部 



②①③ 


① ラジオボタン ③プ U セットボタン 

③ チューニングボタン 


〇ラジオの受信 

/. エンジンスイツチを " ON " または 
" ACC " の位置 I こします。 

前回、エンジンスイ'ソチを 
" LOCK " の位置にしたときにラジオ 
を受信していた場合は、自動的 I こラ 
ジオ巧受信ちれます。 

2 . AM . FM ボタン、 チューニン ブボタ 
ツ、またはプリ tz 、 ソトボタンを巧し 
て、希望の周波数を選択します。 

① ラジオボタン 

AM • FM の切り营えをすることができま 
す。また、交通情報放送を巧っている i 也 
域で、あ5なじめ記憶されている交通情 
報放送局を受信することガできます。 


▼ AM- FM 放送を受信するには 
ボタンを巧します。 

ラジスを聞いているとき I こ、ボタンを押 
すと、 「 AM 一 FM 」 の順じ切り替わりま 
す。 

•ディスプしイ部に、遲択したバンド巧 
表示ちれます。 

fe アドバイス _ 

•オーディオの電源が入っていて、時計 
が表示されているときは、ボタンを巧 
すと、才ーディオモードの表示に切 
り替わります。ラジオを受信するとき 
( AM - FM を切り替えるとき）は、も 
う1度ボタンを押してください。 


TAM/FM 

〇 

セット]"" 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


▼ 交通幢報を受信するには 

ボタンを「ピ、ソ」と音巧するまで押し続 

けます。 

もラー度ボタンを押すと、解除ちれます。 

挺アドバイス _ 

• 交通情報を行われていない地域では受 
信できません。 

• 交ほ情報ボタンで受信できる周波数は 
1620 kHz のみです。ほかの周波数の交 
ほ情報放送局をこのボタンで受信する 
ことはできません。 


② チューニングボタン 

放送局の固波数を選がすることができま 

す。 

_TV _TA 

一時一か一 

▼ す動で選がする I こは 

ボタンを押して希望の周波数を還択しま 
す。 

• 周波数を高い方に選択する I こは八側の 
ボタン、化い方に選択す るには V 側の 
ボタンを押します。 

•デイスプしイ部 I こ、受信周波数な'表示 
ちれます。 


▼ 白動で選巧するには 

ボタンを「ピッ」と音巧するまで押し続 

けます。 

• 周波数を高い方に遅択する I こは八側の 
ボタン、化い方に遅択するには V 側の 
ボタンを押します。 

•放送巧受信ちれると、自動的に止まり 
ます。 

•ディスプしイ部に、受信周波数巧表示 
ちれます。 

自動還がを止めるには、ちラー度ボタン 

を押します。 

捏アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周波数に一番近い周波数 
を自動で還択します。 

• 山岳部や弱電界お域で自動還択を行っ 
た場合、受信できる周波数があって 
も、自動的に止まらないことがありま 
す。この場合、手動還択を行ってくだ 
さい。 
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装偏品の巧いかた ra 

才-ディオ圖 


③ プリ t ットボタン 

放送局の周波数をあ5なじめ記憶させて 

お<ことにより、プリ tz ツトボタツでそ 

①周波数を選がすることガできます。 

T 遅局 

巧 

メモリー 

爸アドバイス _ 

• 自宅付近などで日頃よくお聞きになる 
方女送局の周诚数を記憶させておくと便 
利です。 

•6 局まで周放数を記憶させることがで 
きます。 

AM が送の場合 

•プリセットボタンを押すたびに 「 A 01 
一 A 02 一 A 03 ^ A 04 一 A 05 一 A 06 ^ 
A 01」 とチャンネルが変わり、記憶さ 
れた周放数が数秒表示されたあと、時 
計が表示されます。 

FM 放送の場合 

•プリ七ットボタンをキ甲すたびに 「 F 01 
一 F 02 イ03 一 F 04 一 F 05 一 F 06 一 F 01」 

とチャンネルが変わり、記憶された周 
放数が数秒表示されたあと、時計が表 
示されます。 


▼同波数を記憶さだるには 
I 記憶ちせるチゎン不ルを選択します。 
2記憶ちせる周波数を選択します。 

3 . プリ tz 、 ソトボタンを「ピ、ソ」と音げ 
するまで押し続けます。 

▼ 記憶させた周波数を呼び出すじは 
プリ tz 、 ソトボタンを押すたひ&1こ、記憶さ 
れている周波数が選択されます。 

fe アドバイス _ 

•プリセットボタンの記憶は、直前に 
プリセットボタンで選択したチャン 
ネルに記憶されます。 

記憶させるチャンネルを選んだあとの 
選局はチューニングボタンで行って 
ください。 


〇プリセットボタンに記憶させた周 
波数 

fe アドバイス _ 

•バッテリーやヒユーズ交換などで、才 
-デイオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周波数は消'去され、ネ刀 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


時刻の調整 


ディスプレイ部 



① "時"調醫ボタン ③ 時刻さわせボタン 

⑨ "分"調醫ボタン 


• 才ーデイオの電源の " ON " • " OFF " じ関わ5す、エンジンスイッチを " ON " また 
は " ACC " の位置にすると、デイつプしイ部に時刻が表示ちれます。 

• 才ーデイオの操作を巧ラ（またはデイスプしイボタンを巧す）と、才ーデイオ t - 
ドの表示じなりますガ、約6秒をに時計表示に戻 U ます。 


〇時刻の調蓄 

時刻を表示ちせているとき、デイスプし 
イボタンを押しな巧5、同時に各ボタン 
を巧して調整します。 

挺アドバイス _ 

•バッテリーやヒューズ交換などで、才 
-ディオへの電力供給が断たれたとき 
は、巧期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、再度調整してください。 


①"時"調整ボタン 

時計の"時"表示を調整すること巧でき 
ます。 

TV 

〇 

-時一 

▼"時"表示を調整するには 
デイスプしイボタンを押したまま"時" 
調整ボタンを巧します。 

• ボタンを押すごとに、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
巧大き < なります。 
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装偏品の巧いかた ra 

才ーディオ圖 


② "分"調整ボタン 

時計の"分"表示を調整することだでき 
ます。 

▼A 

〇 

か一 

▼"分"表示を調整する I こは 
デイスプしイボタンを巧しなげ5、 
"分"調整ボタンを巧します。 

• ボタツを押すごと I こ、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
巧大き <なります。 


③ 時刻合わだボタン 

時報などじ合わせて、"分"表示を 
「:〇〇」にすること巧できます。 

™/FM 

〇 

七川■川 

▼ "分"表示を「:〇〇」じするじは 
デイスプしイボタンを押しな巧己、時刻 
合わせボタンを押します。 

•"分"表示巧「30」未満の数字のとき 
は、 "0 寺"表示の数字は変わりまだん。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•"分"表示巧「30」 L 义上①数字のとき 
は、"時"表示は数字巧1つ増えます。 
例えば、10:45は11:00になります。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディォ 


1 DIN CD’AM/FM 付ステレオ 


オプション/グレード別装備 


ディスプレイ部 


③ 



-①② 


① 電源スイッチ ③モードボタン 

⑨ 音量調豊ツマミ 


音量-音質調整 

① 電源スイッチ ② 音量調整ツマ5 


電源の " ON " • " OFF " 巧できます。 



▼ 電源を入れるじは 

/. エンジンスイ’ソチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンつイツチを 
" LOCK " の位置にしたときに電源け 
入っていた場合は、自動的じ電源巧 
入ります。 

2 . スイ、ソチを巧します。 

スイッチを押すごとに、電源巧 
" ON " と "0 厅" I こ切り曽わります。 


音量を調整すること巧できます。 



POWER-V0L 


▼音量を調整するには 

、ソマ ミをちに回すと大きくなり、左 I こ回 
すと小さくなります。 
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装偏品の巧いかた ra 

才ーディオ圖 


③モードボタン 

各種機能のモードを切り替えることがで 
ぎます。 


AUTO-P 



▼亡ードを切り督えるじは 
ボタンを押すごとに、 「FAD 一 BAL 一 
巨 AS 一 TRE 一 VOL 」 の順に切り誓わりま 
す。 

▼各種機能を調整するには 
/. t ー ドボタンを押して、調整する t 
ードを選択します。 

2音量調整ツマ S を回します。 


〇調整モードと調整レベル 


モード 

ボタン 

調整 

モ-ド 

前後 

音量 

バランス 

左ち 

音量 

バランス 

低音 

高音 

音量 

モード 

表示 

FAD 

BAL 

BAS 

TRE 

VOL 

音量調整 

ツマミの 

操作 

調整 

レベル 
節囲 

F 8 

R 8 

R 8 

L 8 

+7 

-7 

+7 

-7 

35 

1 

0 

かこ 

回す 

前側大 

も側大 

強 

音量大 

ホに 

回す 

後側大 

左側大 

弱 

音量小 


fe アドバイス _ 

• 何も操作を巧わないと、約5秒後に元 
の表示に戻ります。 

リヤスピーカーな しま 
• リヤスピーカーが装着されていない 
ため、前後音量バランス " FAD " 調整 
を 「 R 8」 にすると、音が出なくなりま 
す。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


ラジオの受信 


ディスプレイ部 ④②①⑥ 



r 」 

③ 


① AM-FM ボタン ④ 才ートプリセットボタン 

③ チューニングボタン ⑥ 交通情報ボタン 

③ プリセットポタン 


〇ラジオの受信 

/. エンジンスイ’ソチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンつイツチを 
" LOCK " の位置にしたときにラジブ 
を受信していた場合は、自動的 I こラ 
ジオ巧受信ちれます。 

2 . AM • FM ボタンの上側を押して 、 AM 
または FM 放送を選択します。 

3 . チューニングボタン、またはプリ t 
、ソトボタンを押して、希望の周波数 
を選がします。 


① AM • FM ボタン 

ラジオを受信することと、 AM-FM ①切 
リ琶えをすることザできます。 


AM/FM 

CD 


▼ ラジオを受信するIこは 

ボタンの上側を押します。 

ラジスを聞いているときに、ボタンを押 
すと、 「 AM 一 FM 」 の順じ切り替わりま 
す。 

•ディスプしイ部 I こ、選択したバンドび 
表示ちれます。 

捏アドバイス _ 

•オーディオの電源が入っていて、時計 
が表示されているときは、ボタンを押 
すと、才ーディオモードの表示に切 
り替わります。ラジオを受信するとき 
(AM-FM を切り替えるとき）は、も 
う1度ボタンを押してください。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



② チューニングボタン 

放送局の周波数を選択することガできま 

す。 

TUNE/TRACK 


③ プリ tz ットボタン 
放送局の周波数をあ5なじめ記憶ちせて 
お<ことにより、ワンタッチでその周波 
数を選がすることができます。 




▼ す動で選がするIこは 

ボタンを押して希望の周波数を還択しま 

す。 

• 周波数を高い方に選択する I こはボタン 
①上側、低い方に選択するにはボタン 
の下側を押します。 

•ディスプしイ部 I こ、受信周波数な'表示 
されます。 

▼ 自動で選がするIこは 

ボタツを「ピ、ソ」と音巧するまで押し続 

けます。 

• 周波数を高い方に選択するにはボタン 
①上側、ほい方じ選択するにはボタン 
の下側を押します。 

•巧送び受信ちれると、自動的じ止まり 
ます。 

•ディスプしイ部 I こ、受信周波数な'表示 
ちれます。 

自動選択を止めるには、ちラー度ボタン 

を巧します。 

挺アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周波数に一番近い周波数 
が自動で還択されます。 

• 山岳部やお電界地域で自動還択を行っ 
た場合、受信できる周波数があって 
も、自動的に止まらないことがありま 
す。この場合、手動還択を巧ってくだ 
さい。 


fe アドバイス _ 

• 自宅付近などで日頃よくお聞きになる 
放送局の周波数を記憶させておくと便 
利です。 

• AM - FM 各6局まで周波数を記憶させ 
ることができます。 


▼同波数を記憶ちだるIこは 
/. 記憶ちせる周波数を選択します。 

之記憶ちせるプリ tz ットボタンを「ピ 
ッ」と音巧するまで押し続けます。 

▼ 記憶ちせた固麽数を呼び出すじは 
ボタンを巧します。 

• そのボタン I こ記憶ちせた周波数巧選択 
ちれます。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


④ オートプリ tz ツトボタツ 
自動で受信可能な固波数を、プリ tz ツト 
ボタツに記憶ちせることガできます。 
旅先などで放送局の周波数ガわな白ない 
ときなどじ便利です。 


AUTO-P 



▼ 自動で固液致を記憶ちだるには 
• ボタンを「ピッ」と音巧するまで押し 
続けます。 

• 記憶操作巧終3すると、「ピー」と音 
巧して、記憶した中で一番低い周波数 
け'受信ちれます。 

▼ 記憶ちだた同汲数を呼び化すには 
プリ tz ットボタンを押します。 

• そのボタンに記憶ちせた周波数巧遅択 
ちれます。 


捏アドバイス _ 

•才ートプリセットボタンを巧すごと 
に、現在受信状態の良い周波数がほい 
順に6局まで、プリ七ットボタンに 
記憶されます。 

なお、オートプリ七ットをする前に 
記憶させていた周波数は消'ちされま 
す。 

•地域やまの向きなどのを件により、す 
ベての周波数の受信感度が悪い場合、 
自動で記憶されないことがあります。 
その場合、才ートプリセットをする 
前に記憶させていたが送局がプリセッ 
トボタンに記憶されたままになりま 
す。 

•同じ放送局からの受信でも、チューニ 
ングボタンで還択し、記憶させた周 
波数とオートプリセットボタンで記 
憶させた周波数は一致しないことがあ 
ります。 

•才ートプリセットボタンによる記憶 
操作を同じ場所で繰り返しても、受信 
状態によっては、操作ごとに記憶され 
る周波数が異なることがあります。 


150 







装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



⑥ 交通帽報ボタン 

交通情報放送を巧っている t 也域で、あ5 
なじめ記憶されている交通情報放送局を 
受信すること巧できます。 



▼ 交通情報を受信するには 

ボタッを押します。 

ちラー度ボタンを押すな、ほな① t ー ド 

①ボタン （ AM - FM ボタン、 CD ボタン） 

を巧すと、解除ちれます。 

挺アドバイス _ 

• 初期設定の状態では 1620 kHz が記憶さ 
れています。 

• 交通情報が行われていない化域では受 
信できません。 

•交通情報ボタンを押して、交通情報を 
受信しているときは、チューニング 
ボタン.プリセットボタン.才—卜 
プリセットボタンを押しても、周波 
数を還択できません。 


〇プリセットボタン-交通情報ボタ 
ンに記憶させた周波数 

捏アドバイス _ 

•バッテリーやヒユーズ交換などで、才 
-ディオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周波数は消'去され、巧 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 



▼ 記憶ちれている同波数を変更する I こは 
/. 記憶ちせる周波数を受信します。 

2 . 交通情報ボタンを「ピツ」と音巧す 
るまで巧し続けます。 

挺アドバイス _ 

• 交通情報は、 AM がちの周波数のみ記 
憶させることができます。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


CD の!!生 



① C □ボタン 
③トラックボタン 
③ C □取り出しボタン 


CD プし一わ一の使いなたについては、 

み < ださい。 

堅アドバイス _ 

• 下記のマークが付いているディスクを使用してください。 

抽帽超 

DIGITAL AUDIO 

[Rewritable ] 


• CD TEXT は表示されませんが、再生は巧能です。 

•音楽用 CD-R に D-Recordable) .CD-RW に D-ReWritable) に記録された音楽用データ 
を再生できます。 

ただし、特性-傷-巧れなどにより再生できない場合があります。 

•ディスクの状態（録音環境•データ内容）により再生できない場合があります。 

• MP3 - WMA - AAC 方式で記録されたディスクには巧応していません。 

• CD-ROM -コピープロテクト機能付ディスクには巧応していません。 

• ScmCD を使用するときは、アダプターを使用しないでください。 

• Dual Disc には巧応していません。 Dual Disc を使用すると、機器の故障の原因になるお 
それがあります。 


抽帽超 

DIGITAL AUDIO 


Recordable 


团腥恒 

DIGITAL AUDIO 


® リピートボタン 
⑥ランダムボタン 


r オーデイオの取 U 扱い」のページち併せてお読 
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装偏品の巧いかた ra 

才-ディオ圖 


OCD の巧生 

/. エンジンスィッチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイ'ソチを 
" LOCK " の位置にしたときに CD を 
再生していた場合は、自動的に CD 巧 
再生ちれます。 

2 . CD を挿入します。 

CD はラベル面を上 I こして挿入します。 
CD 打'挿入ちれているときは、 CD ボタ 
ツを押すと再ちちれます。 



① CD ボタン 

CD を再生することガできます。 


AM/FM 

CD 


▼ CD を再ちする I こは 

CD 丹'挿入ちれたが態で、ボタンの下側を 
押します。 


② トラックボタン 

なの早送り-早戻しと、希望の巧の頭出 
しをすることガできます。 

TUNE/TRACK 


\/ I ィィ 


▼早送り.早戻しをするじは 

ボタンを巧し続けます。 

•早送りをする I こはボタンの上側、早戻 
しをするじはボタンの下側を押します。 

• ボタンを押している間、早送り（また 
は早房し）ちれ、希望の位置で手を離 
すと、をの位置な5再生ちれます。 

▼ 頭化しをする I こは 

ボタツを曲数分だけ巧して、希望の曲を 

選択します。 

• 曲を進める I こはボタンの上側、曲を戻 
すにはボタンの下側を押します。 

曲の再ち中 I こ 

• ボタンの上側を押すと、巧の曲巧再生 
ちれます。 

• ボタンの下側を押すと、その曲の始め 
に戻ります。このとき、ちラー度ボタ 
ンを押すと、前の曲巧再生ちれます。 
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ra 装備品の巧いかた 

圖才ーディオ 


③ CD 取 U 出しボタン 

CD を取り出すこと好できます。 


▼ CD を取り出す口 a 

ボタンを押します。 

• CD 丹'取り化ちれると、 CD な再生ちれ 
る前の状態 I こ戻ります。 

•エツジンスイ’ソチ巧 " LOCK " の位置 
でち、 CD を取り化すことなできます。 

④リピートボタン 

選がちれている巧を繰り返して（リピー 
卜）再生することができます。 


⑤ ランダムボタン 

無作為に巧を選巧して（ラッグム）再生 
することザできます。 


▼ ランダム再ちをする I こは 
ボタンを押すごと I こ、ランダム再生げ 
" ON " と " OFF " I こ切り替わります。 

• " ON " のときは、デ イス プしイ部に 
" RDM " 巧表示ちれます。 

• " OFF " にするまで、何度でちランダ 
ム I こ曲好'再生ちれます。 


RPT 

百 


▼ リピート再生をする I こは 

ボタンを押すごとに、リピート再生げ 
" ON " と " OFF " I こ切り誓わります。 

• " ON " のときは、デ イス プしイ部に 
" RPT " が表示ちれます。 

• " OFF " I こするまで、何度でも同じ曲 
が再生されます。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



〇 CD プレーヤーの機能 

堅アドバイス _ 

• プレーヤー内部を保護するため、異常 
が生じたときは、自動的にプレーヤー 
の機能が停止し、 CD が巧生されている 
ときは、 CD が押し出されます。 
•ディスプレイ部に " ER -1" の表示が出 
たときは、 CD 取り出しボタンを巧して 
ください。 

• CD プレーヤーの内部温度が基準 LU 上の 
高;品になると、半兽体レーザー部の劣 
化を保護するため、自動的に再生が停 
止されます。 

このとき、ディスプレイ部に "一 H " 
が表示され、ミ品度の上昇をミ日らせま 
す。 

この状態のときは、ミ品度が下がるまで 
お待ちください。 
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ra 装偏品の巧いかた 

固才ーディオ 


時刻の調整 


ディスプレイ卽 ディスプレイボタン 



① "時"調碧ボタン ③ 時刻さわはボタン 

③ "分"調整ボタン 


• 才ーデイオの電源の " ON " • " OFF " に関わ己す、エンジンスイッチを " ON " また 
は " ACC " の位置じすると、デイスプしイ部に時刻げ表示ちれます。 

•オーデイオの操作を巧ラ（またはデイスプしイボタンの上側を巧す）と、才ーデイ 
才 t - ドの表示じなりますが、約5秒後に時計表示に戻ります。 


〇時刻の調整 

時刻を表示ちせているとき、デイスプし 
イボタンの上側を押しな巧5、同時 I こ各 
ボタンを押して調整します。 

挺アドバイス _ 

•バツテリーやヒユーズ交換などで、才 
-デイオへの電力供給が断たれたとき 
は、巧期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、再度調整してください。 


① "時"調整ボタン 

時計の"時"表示を調整すること巧でき 

ます。 


H 



▼"時"表示を調整するには 
デイスプしイボタンの上側を押しな巧5、 
"時"調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
巧'大き <なります。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



② "分"調整ボタン 

時計の"分"表示を調整することだでき 

ます。 


2 


▼"分"表示を調整する I こは 
デイスプしイボタンの上側を押しな好'己、 
"分" 調整ボタンを巧します。 

• ボタツを押すごと I こ、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
巧大き <なります。 


③ 時刻合わだボタン 

時報などじ合わせて、"分"表示を 
「:〇〇」にすること巧できます。 


3 


▼ "分"表示を「:〇〇」じする I こは 
デイスプしイボタンの上側を押しな巧己、 
時刻合わせボタンを押します。 

•"分"表示巧「30」未満の数字のとき 
は、"時"表示の数字巧変わりまだん。 
例えば、10:20は10:00じなります。 
•"分"表示巧巧〇」 L 义上①数字のとき 
は、"時"表示の数字巧1つ増えます。 
例えば、10:45は11:00になります。 
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ra 装偏品の巧いかた 

® ま巧装備品 


室巧装備品 



スイッチの位置によって、点む、消むの 
切 U 琶えヴできます。 

▼スイッチ好' " ON " のとき 
ドアの開閉 I こ関係な < 点むします。 

▼スイッチガ " OFF " のとき 

ドアの開閉 I こ関係な < 消むします。 

▼スイッチな' " DOOR " のとき 
キーレスエントリー装着車 J ； 1外 

運転席ドアを開けると点むし、運転席ド 
アを閉めると消むします。 


キーレスエントリー装着車 

ドア連動機能じより、点な•消むします。 

(ドアま動機能一1日8ページ） 


ON OFF DOOR 



ドア連動機能 


キーレスエントリー装着ま 
〇タイマー機能* 

▼ ドアの開聞 


ドア 

エンジンスィッチ 

室内照明 

全開 


消灯 


— 

i 

いずれか開 


点灯 



点な 

いずれか開 

ON 

i 

すぐに消灯 

全開 

ON なが 

点灯 

i 



約15杖'後消灯 


▼ ドアの施淀-月離 

エンジンスイツチ巧 " LOCK " の位置で、 
すべてのドア巧閉まっているとき、下記 
の作動にな U ます。 


運転な 

ドアロック 

室内照明 

解錠 

点灯 

施錠 

減光し、その後消灯 

施錠 

消灯 

解錠 

約15秒間点灯 
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実際 I ごは、い<つけのを件巧同時 I ご成なする 
ことにより、表中の作動と異なること巧あり 
ます。 





























装偏品の巧いかた 

室巧装備品 



▼エンジンスイツチの操作 

すべてのドアが閉まっているとき、下記 

①作動にな U ます。 


エンジンスイッチ 

室内照明 

ACC 

点灯 

1 

ON 

すぐに消灯 

ON / ACC * 

1 

消灯 

LOCK にして キーを 巧く 

約15秒間点灯 


* ON から ACC にしたときの経過時間により、 
点なしないことがあります。 


〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあぜ U 防止のため、自動的に 
室内照明を消なする機能です。 

•エッジ'ッスイ’ソチ巧 " LOCK " または 
" ACC ” の位置で、ドアを開けたまま 
約10分け経過すると、自動的に消む 
します。 

•再度、点むちせるには、すべてのドア 
を閉めるな、エンジンスイ、ソチを 
" ON " の位置 I こして<ださい。 


_荷室ランプ_ 

パネルバン仕療！ 

スイッチの位置によって、点打、消む① 
切り替えガできます。 

▼ 操作方ま 

荷室ランプ本体を押し込みスイツチの位 
置を切り替えます。 



▼スイツチヴ " ON " のとき 

荷室のドアの開閉に関係な<点むします。 

▼スイツチヴ " OFF " のとき 

荷室のドアの開閉に関係な<消むします。 


▼スイッチヴ " DOOR " のとき 
荷室のドアを開けると点むし、ドアを開 
めると消むします。 
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ra 装偏品の巧いかた 

^き巧装備品 


シガライター 


エンジツスイツチガ " ACC " または 
" ON " の位置のとき使用できます。 
▼使用ちま 

押し込んで手を離し、自動的に戻るまで 
待ちます。 



A 注意 _ 

• 手でキ甲し込んだままにしないでくださ 
し N 。 過熱して非常に危険です。 

• シガライターの金属部分を触らない 
でください。やけどをするおそれがあ 
ります。 

• 30秒 1 U 上たっても自動的に戻らないと 
きは、故障が考えられます。手で引き 
出したあと、ダイハツサービスエ場 
で点検を受けてください。 

•故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。シガライター 
を使用したとき、赤熱したシガライ 
ターが飛び出したり、押し込んだまま 
戻らなくなることがあります。 

•他まのシガライターを差し込まない 
でください。 

• ダイハツ純正部品 iU 外の電気製品の電 
源として使用しないでください。 


灰皿 


▼使用するときは 

手前 I こ引き出し使用します。 

▼清掃するときは 

遮熱板を巧し下げなげ5引き抜きます。 



A 注意 _ 

♦タバコ、マッチなどは確実に火を消し 
てから入れてください。また、紙くず 
などの燃えやすい物を入れないでくだ 
さい。出火するおそれがあります。 
•灰皿を使ったあとは、必ず閉めてくだ 
さい。 

•吸いがらは、ためすぎないようにま意 
してください。 
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装偏品の巧いかた ra 

室巧装備品^ 


サンバイザー 


直射日光などでまぶしいときじ使用しま 
す。側面に移動ちせて使用することちで 
ぎます。 

▼使用するときは 

図中の矢印の方向に動なします。 



グ□ーブボックス 


物入れとして利庙できます。 

▼開閉方法 

• しパーを引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 



挺アドバイス _ 

•サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがあり危険です。 


チケットホルター 

チクツト類を収納することができます。 


A 注意 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閑 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたフタに体が 
当たるなど思わぬけがをするおそれが 
あります。 



垣アドバイス _ 

• チケットホルダーにチケット類 iU 外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す。 
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ra 装偏品の巧いかた 

^室巧装備品 


ップホルダー 


左ジュースやカップなどを置<のに便利 

です。 

A ま意 _ 

•飲み物には、フタをするなどしてこぼ 
さないようにを意してください。振動 
で中身がこぼれるおそれがあります。 
特に温かい飲み物には、やけどを防ぐ 
ために必ずフタをしてください。 

• 飲み物がこぼれたときはただちにふき 
取って ください。カップ ホルダーの 
開巧機構が損傷するおそれがありま 
す。また、スイッチ類や電気部品にか 
かると、故障や車両火災の原因となる 
おそれがあります。 

•カップホルダーには、カップや飲料 
ち JU 外の物を置かないでください。急 
ブレーキをかけたときや、衝突したと 
きなどに置いていた物が飛び出し、け 
がをするおそれがあります。 

また、下記のような異物が入ると、力 
ップホルダーの開閉機構が損傷する 
おそれがあります。 

•の楊枝-ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
• 芳香剤の液体 

•使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納してください。 急ブレーキ 
などの激しい運転の際に、カップホ 
ルダーに体が当たるなど、思わぬけが 
をするおそれがあります。 


運転席用 


そのまま使用します。 



助手席用 

オプション/グレード別装備 


ち印の方向 I こ引き化して使用します。 



fe アドバイス 


助手巧 SRS エアバッグ装着ま 
•カップホルダーが小物入れになりま 
す。 
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装偏品の巧いかた 

ま巧装備品 




オプション/グレード別装備 


軽量の荷物や、袋をなけてお<のじ便利 
です。 

堅アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をシヨッピ 
ングフックにかけないでください。 
(最大荷重 量 約 10 kg ) 

フックが巧れたり、走行中にかれたり 
するおそれがあります。 

• 使用しないときは元に戻しておいてく 
_ださい。_ 

▼使用ちま 

• ボタンの上部を巧すと使用できます。 
•元に戻すときは、フックを押し上げ □ 
ックします。 


アシス 


走行中、車が巧ゆれたときなどにご使用 
<ださい。 




fe アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが巧れたり、走行中に 
かれたりするおそれがあります。 
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ra 装備品の巧いかた 

^ま巧装備品 


乗降グリップ 


車両に乗り降りするときなどじご使用< 
だちい。 

巧 



厚準タイフ] 


—プフック 


パネルバン仕様車 

□-プで荷物を固定するときにご使用< 
ださい。 




挺アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をま降グリ 
ップにかけないでください。ま降グリ 
ップが巧れたり、走行中に外れたりす 
るおそれがあります。 
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装偏品の巧いかた 

室巧装備品 



リヤ オーバ ーへツ 


ジャンボ仕樣車 


小物入れとして利庙できます。 



公を意 _ 

• リヤオーパーヘッドシェルフにぶ 
ら下がったり、体重をかけたりしない 
でください。収納物が落ちてけがをす 
るおそれがあります。 

• リヤオーパー ヘッド シェルフに収 
細することができる重さは、各ポケッ 
卜部最大 O . Skg です。 

•加ましたときなどの走巧時に、収納物 
がすべり落ちてけがをしないよう、下 
記のことを守ってください。 

•リヤオーバーヘッドシェルフ内に固い 
物や鋭利な物を収納しないでください。 

•リヤオーパーヘッドシェルフ内に本や 
雑誌などを重ねて収納しないでください。 

• ちジュースなどの転がりやすい物を収 
納しないでください。 

• 炎天下での駐車は高温になりますの 
で、プラスチック素材のメガネなどを 
放置したままにしないでください。レ 
ンズやフレームが変形-ひび割れを起 
こすことが'あります。 

また、ライターやスプレーなどを収納 
しないでください。火災や爆発につな 
がるおそれがあり危険です。 


A ま意 _ 

• ストッパーを車両前側に引き出して確 
実にロックしていることを確認してく 
ださい。ロックしないで使用するとリ 
ヤオーバーヘッドシェルフが走行 
中に外れ、思わめ事がにつながるおそ 
れがあり危険です。 
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いざといラとまに 

ま載工具の巧いかたや、車を運転するラえで 
いざといラとまの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類 

格納場巧-1械 

工具-1閒 

ジわ、ソキの使し、巧た-169 


■ いざといラときのの置 


スタック（立ち往生）したとき——172 

故障したとき-173 

けん引ちれるとき-174 

パンクしたとき-176 

タイわの交換-177 

パ''ソテ'」一あか」①姐置-182 

ブーパ'—ヒート①姐置-184 

ヒユーブの 交換-18 巳 

電球（バルブ）交換-188 

キーを閉じ込めたとぎ-19巳 

車両を緊急停止するじは-196 

事古な打'起きたとき-197 






















@ いざといラとさ t ; 

IMS 

工具類 


巧納場所 


A 警告 _ 

ジャッキを使用するときは 

•必ずエンジンを停止し、エンジンが十 
分冷えたが態で取り外してください。 
エンジンの回転部分や電気部分で思わ 
ぬけがをしたり、高温部かでやけどを 
するおそれがあり危険です。 

•エンジン停止後は、ジャッキが熱くな 
つていることがありますので、ジャッ 
キが十分に冷めているのを確認してか 
ら取り外してください。ジャッキが熱 
いが態で触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 


A ま意 _ 

■スペアタイヤ、ジャッキ、工具は巧 
定の位置にしっかり固定してくださ 
い。室内などにが置すると、急ブレー 
キ時などに工具が体に当たるなど、 大 
変危険です。 


ンヤツキの位 H 

ち側シート下部（エツジンルーム巧）に 
収納しています。 



ジャッキ八ンドルの位置 

助ず席後5のパネルに収納しています。 



スペアタイヤの位置 

テールグート下部に収納しています。 



A ま意 _ 

•スペアタイヤに足をかけないでくだ 
さい。スペアタイヤキャリアが変お 
し、スペアタイヤがガタつき、外れ 
て落下するおそれがあります。 
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いざといラときに 

工具類 



工具 


タイわ交換のときなどに使用します。 
工具袋 



けん引フック（オプシヨン/グレード別装備) 



工具の位置 


ブ□ーブボックス内に収納しています。 



ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下には絶対 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キが外れると大変危険です。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐車 ブレーキをかけ、 シフト レバー 
を才ートマチック車は回レンジに、マ 
ニュアル車は1速に入れて、輪止めを 
してください。車が動き出すおそれが 
あり危険です。 

• ジャッキは砂や石ころのない安定した 
平らなかたい場所を選んでセットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、車が動き思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

•車に備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチェーンの脱着 1 U 
外には使用しないでください。 

•ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと巧角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

• ジャッキは、セット位置 LU 外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

•ジャッキアップするときは、人や荷 
物を車から降ろしてください。 

•ジャッキは、伸ばすほど不安定になり 
ます。タイヤが地面から 3 cmLU 上離れ 
ないようにしてくださし、。 

•ジャッキアップしているときは、エ 
ンジンをかけないでください。 




















@ いざといラとさ t ; 

IMS 


A 警告 _ 

•タイヤの口ーテーシヨン時などに、車 
載のジャッキを用いて、両車輪同時に 
上げるようなことはしないでくださ 
い。接地しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 


公を意 _ 

•車に備え付けのジャッキは、お客様の 
おま専用です。ほかのまに使用した 
り、ほかのまのジャッキをお客様のお 
まに使用しないでください。車を損傷 
したり、思わめ事故につながるおそれ 
があります。 


ジャッキを七ットする位置 

ジわッキはむすジわッキ t 、ソト位置に t 
ットして <ださし、。 

▼ t ットする位置 

取り菅えるタイわに近いジわッキ tz ット 
位置 I こ tz ' ソトします。 



〇フロント 



fe アドバイス 


•ジャッキは、サスペンション アーム 
のプレートよりタイヤ側に、プレート 
に沿うようにセットしてください。 


〇リヤ 
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いざといラときに 

工具類 



ジャッキのかけかた 

▼ 操作手順 

/. ジ'わ’ソキを手で回して、 tz ’ ソト位置 
まで上げます。 



2 . ジわツキ打'確実 I こ t ツト位置になな 
つていることを確認し、ジ'わツキ/\ 
ンドルを使って、タイわヴ地面な己 
みし離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



A ま意 _ 

• リヤをジャッキアップするときは、 
下記のことをお守りください。ジャッ 
キが外れて車を損傷したり、思わめ事 
故につながるおそれがあります。 

• ジャッキを車軸に対して直角にセット 
する 

• ジャッキ頭部の中んを車軸の中ムに確 
実に合わせる 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざというときの処置 


いざというとまの処置 


スタック（立ち往生) 
したとき 


スタックから脱出するには 

めかるみや砂地、深雪路などでタイわが 

空质したり、埋まり化んで動けなくなっ 

たときは、下記の手順じしたがって脱出 

操作をしてくだ'ちい。 

▼脱出操作をする前に 

A 警告 _ 

•必ず周囲にイ也の車、物、または人がい 
ないことを十分に確認してください。 
スタックから脱出する際に、車が前後 
に飛び出したり、あてがった石や木が 
飛散したりするおそれがあり危険で 
す。 

•シフトレバーを操作するときは、ア 
クセルペダルを踏んだまま操作しな 
いでください。車が急発進したり、卜 
ランスミッションなどに重大な損傷を 
あたえるなどして思わめ事故につなが 
るおそれがあり危険です。 


A ま意 _ 

•数回試して脱出できないときは、脱出 
操作を中止し、けん引によるお援を依 
ま頁してください。 

(けん引されるとき一174ページ） 


fe アドバイス _ 

4WD ま、 スー パーデフ □ック 装着ま 
•状況によって、 4WD に切り替えたり、 
スーパーデフロックを "ON" にする 
と、脱出が容易になる場合がありま 
す。 

(パートタイム4 WD システム 
一107ぺージ) 
(スーパーデフロックー110ぺージ) 


▼ 脱出手順 

/. 駐車ブしーキをなけ、シフトしバー 
をマニュアル車はニュートラル、才 
-トマチック車は回しッジ I こ入れ、 
エンジンを停止します。 

之タイわ前後の±や雪などを取り除き 


公を意 _ 

• タイヤを高まで回転させないでくださ 
い。タイヤがパースト（破裂）した 
り、異常過熱するため思、わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•アクセルペダルを過度に踏んで空ぶ 
かししたり、タイヤを空転させないで 
ください。トランスミッションなどを 
損傷し、思わめ事故につながるおそれ 
があります。 


ます。 

スリップしているタイわの下 I こ、石 
や木などをあて巧い滑り止めにしま 
す。 

4 . エンジンを始動します。 

5 . シフトしバーをマニユアん車は1ま、 
または回（後退）、ブートマチック 
車は回、または回しンジに確実 I こ入 
れ、ミち意しな巧己、アク tz ルペダル 
を軽<踏みます。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 



を全な場所まで移動して <ださい。 

巧近に人巧いる場合は巧してち 5 って< 
だちい。 

A ま意 _ 

•まを押す場合、シフトレバーはニュ 
-トラルに入れてください。 

•エンジンスイッチを " START " の位 
置で保持しても、緊急避難時に車を動 
かすことができません。 


挺アドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切内で動なな<なったり、脫輸などで 
す<動巧せない場合は、ただちに踏切の 
が常ボタツを巧して < ださい。 


発炎筒 

発が筒は高速道路や踏切内での故障など、 
非常事態が発ちしたときじ使用するが常 
信写用具です。 


▼ 設置眉戸斤 

ブ□ーブボックス左下 I こ設置ちれていま 
す。 



A 注意 _ 

• 非常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

• お子さまに絶が触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

•発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどの危険があるのでさけてくださ 
い。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用す 
ると、火災をまねく危険がありますの 
でさけてください。 

• トンネル内では使用しないでくださ 
い。トンネル内では非常点滅なや懐中 
電巧で合図してください。 


捏アドバイス _ 

• 使用方まは、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 
•発炎筒を使うときは、非常点滅’灯も点 
戚させてください。 

• 発炎筒には有効期限がありますので、 
事前に確認しておいてください。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざといラときの処置 


けん引されるとき 


古な障車の移動は、ブイ A ツサービスエ場、 
または専門業者に依頼し、車両積載車で 
4輸とも持ち上げて運搬して < ださい。 

(別冊の「ベンテナンス y —卜」巻末の 
ダイハツ サービス網、 」 AFn - ドサー 
ビスを参考 I こして < ださい。） 

A 警告 _ 

•後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不安定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• 4 WD 車の場合、前輪、または後輪だ 
けを持ち上げたけん引は絶対にしない 
でくださし、。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、車 
がレッカーま（台ま）から飛び出すお 
それがあります。 


やむを得す'、□-プじよるけん弓 I をする 
ときは、下記のミち意じしたガって<だち 
い。 

▼けん弓 I を巧ラ前 I こ 

A ま意 _ 

• 他まをけん引する能力はありません。 
車体のいずれかにロープをかけるなど 
のけん引はしないでください。 

• 口ープによるけん引を巧う前に、駆動 
系に故障がないことを、ダイハツサ 
-ビスエ場にご確認ください。 

駆動系に故障の可能性がある場合は、 
口ープによるけん引はしないでくださ 
い。 


A 注意 _ 

• 才ートマチックま- 4 WD 車の場合、 
口ープによるけん引をするときの速度 
は 30 km / hLU 下、けん引距離は 50 kmJU 
内にしてください。この速度■距離を 
超えると、トランスミッションに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 

•けん引されるまは、下記の事項をずつ 
て慎重に運転してください。通常と同 
じ感覚で運転すると、事故につながる 
おそれがあります。 

•できるだけ人や荷物をおろし、ま体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチは八ンドルロック 
を解除させるために " ACC " の位置 
にし、シフト レバーはニュー トラル 
にしてください。 

.エンジンが停止していると、いつもよ 
りハンドル操作が重くなりますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。 

また、 ブレーキの 効きが悪くなります 
ので、 通常より強めに ブレーキ ぺダ 
ルを踏んでください。 

•長い下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、けん引しないでください。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


けん引の方法 

前の車の制動なにミち意して、常にけん引 
□-プをたるませないよラに気をがけて 
<ださい。 

また、けん弓 I □-プにはむす'白い巧 
巧 0 cm 四方！;1上）を付けて<ださい。 



ロープをかける位置 

□-プはむす車体先端のフックになけて 
<ださい。 


〇フロント 



〇リャ 

オプション/グレード別装備 
▼ けん弓 I フックの取り付けなた 
/. 傷付き肪止のため、先端に巧などを 
巻いた、カバーとパンパ ーの すき間 
に入る程度の薄刃の©ドライバーな 
どを用意します。 

2用意した©ドライバーなどをカバー 
①溝の部分に差しぶみ、カバーを外 
します。 



3. けん引フックを矢印の方向 I こ回しな 
巧己差し込み、ホイーんナットし 
ンチでしつなりと固定します。 
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いざといラときに _ 

を®いざといラときみ掘置 


A ま意 _ 

• リヤのけん引フックを使用したあと 
は、必ずフックを元の位置に格納し、 
カバーを確実に取り付けてください。 
けん引フックを取り付けたままの状態 
で テール ゲートを開けると、 テール 
ゲートが損傷するおそれがあります。 


パンクしたとき 


高速走行中じバックやバースト（破裂） 
したときは、"ンドルをしっけり持って. 
徐々にブしーキをなけてスピードを落と 
して<だちい。急ブしーキをなけると A 
ンドルを強<取5れ危険です。 


堅アドバイス _ 

• リヤのけん引フックは、ま体が萬に落 
ちたときなどの脱出用として、ご使用 
ください。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


スペアタイヤの 脱着 

/. ホイールナットしンチで固定ナッ 
卜をゆるめます。 

么スペアタイわキゎリアをみし持ち 
上げて、フックな5外します。 



5取り付けるときは、逆の手順で行い 
ます。スペアタイわを元に戻すとき 
は、ホイール意旺面を上側 I こして取 
り付けて < だ'ちし、。 



A ミち意 _ 

•スペアタイヤを収納するときは、取 
り付け状態を十分確認してください。 
取り付けが不安定な状態になっている 
と、走行中の脱落により思わめ事故の 
原因になります。 

•スペアタイヤに足をかけないでくだ 
さい。スペアタイヤキャリアが変お 
し、スペアタイヤがガタつき、外れ 
て落下するおそれがあります。 


タイヤの交換 


▼交換作業を巧ラにあたって 

A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下にもぐら 
ないでください。万一、ジャッキが外 
れると大変危険です。 

•駐車ブレーキは、必ずしっかりとかけ 
てください。駐車ブレーキをかけずに 
後輪タイヤを取り外すと、まれにブレ 
ーキドラムがタイヤと一緒に外れる 
ことがあります。タイヤを外したあと 
は、ブレーキドラムが外れていない 
ことを確認してください。 

ブレーキドラムが外れたままタイヤ 
を交換すると、ブレーキが効かず大変 
危険です。 


ブレーキドラム 


A 注意 _ 

• この車専用 lu 外のホイールを使用しな 
いでください。専用 1 U 外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
に支障をきたし、安全な走行ができな 
くなります。 
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いざといラときに _ 

を®いざというときの処置 


_交換の準備_ 

公を意 _ 

• まを交通のさまたげにならずま全に作 
業できる平らな場所に移動させて、作 
業を行ってください。 

• パンクなどにより路上で作業を行うと 
きは、交通のさまたげにならない場所 
に寄せ、非常点减なを点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人はまから降り、重い荷物はまから降 
ろしてくださし、。 


交換の手順 

/. 駐車ブしーキをしつなりとなけ、エ 
ンジンは停止し、シフトしバーをマ 
ニユアル車は1ま、ブートマチック 
車は◎しンジ①位置にします。 

2. 交換するタイわと巧角線上 I こある夕 
イわ①前後に輪止めを置きます。 



捏アドバイス _ 

• 輪止めはま載されていませんので、必 
要に応じて準備してください。なお、 
輪止めは、タイヤを固定できる大きさ 
__の石などで代用できます。_ 

3. 工具、ジゎ'ソキ、スペアタイわを取 
UtB します。 

(巧納場所一168ぺージ) 
(ジ ゎ、 ソキの使いなた一169ぺージ) 
(バンクしたとき一176ぺージ) 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


4ジ'わ’ソキけ'外れた場合の危険防止の 6 . タイわと路面びみし離れるまでゆつ 

ため、スペアタイわは交換するタイ <リとジ'わッキアップし、車体を上 

わの近 <の車体の下に置きます。 げます。 



5 . ホイールナットしンチでホイール ス4個のホイールナットを外し、タイ 

ナットを左に回し、手で回る<5い わを外します。 

までゆるめます。 •タイわを化面に置<ときは、傷巧がな 

ないよラに、ホイール意匠面を上向き 
に置いて < ださい。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざというときの処置 


8 . 交換するタイわのホイールの接軸面 
の汚れを&き取ります。 



A ま意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどで巧れていると、走 
巧中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 
るおそれがあり危険です。 


9. 交換するタイわを取り付けます。 

10. ナットのテーパー部がホイールのシ 
ート部 I こ輕くあたるまで、ナットを 
ちじ回して仮締めします。 



A 警告 _ 

• 必ずナツトのテーパー部を内側にして 
取り付けてください。テーパー部を外 
側にして取り付けると、ホイールが破 
損し外れてしまい、思わぬ事故につな 
がるおそれがあり危険です。 



公を意 _ 

•ナットやボルトにオイルやグリースを 
ぬらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。また、必要 LU 上 
に締め付けられて、ナットやボルトが 
破損するおそれがあります。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


//. タイわび地面につ<まで車ホをおろ 
し、ホイールナットを巧等に巧角線 
①順にホイールナットしッチで2、 
3度にわたり十分締め付けます。 



A ま意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要 LU 上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 

• 締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45~60 kgf } 

• 締付トルク：103 N-m {1050 kgf - cm } 

口工具、ジ'わツキ、タイわを所定の位 
置 I こ確実 I こ収納します。 


13 . 走行後ホイールナットのゆるみびな 
いことを点検します。 

A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナットにゆるみがないこと 
を確認してください。 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ iU 外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

•タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーゾーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着してください。 

•走巧中、ハンドルや車体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検をダ 
イハツサービスエ場で受けてくださ 
い。 


標準タイヤに戻すとき 


タイわ交換のま順ヒ同じです。 

A ま意 _ 

•傷、変おがある物は再使用しないでく 
ださい。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 

• タイヤを新品に交換する場合は、必ず 
指定のサイズのタイヤに交換してくだ 
さい。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざといラときの処置 


リーあがりの処置 


下記のよラな症が巧見5れるとバッテリ 

一あが U ヴをえ己れます。 

• スターターガ回己ない。 

• スターターが回っても回起ヴ弱<、な 
ななヴェンジッガなな5なし、。 

• ヘッドランプがいつちより暗い。 

• す、ーンの音な'小さい、または鳴5ない。 

A 警告 _ 

• バッテリーを固定する金具やバッテリ 
-端子のナットをかしたあとは、確実 
に締め付けてください。走巧中にゆる 
んで外れると、シヨートの原因とな 
り、火災につながるおそれがありを険 
です。 


堅アドバイス _ 

• バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままライトをつけた 
り、才ーデイオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でも渋滞などで長時間 
止まっている場合は、不要な電装品の 
電源を切る。 

•バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検してあの補充をしてくださ 
い。 


▼ の置を行ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• 火気をバッテリーに近付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スにより爆発するおそれがあり危険で 
す。 

• バッテリー液が万一皮膚や目に付いて 
しまったら、その箇所を多量の水で十 
分洗浄して、ただちに医師の診断を受 
けてください。バッテリー液には希硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
ります。 

• 処置の手順でブースターケーブルを 
バッテリーあがり車のバッテリ -の Q 
端子に接続しないでください。火巧が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引火する危険があります。 

•バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL ) LU 下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂（爆発）の原因となるおそれが 
あります。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


▼バッテリーカバーの外しなた 
ロー ダンプ仕様車を除く 

クリップ （2 な巧）を外します。 



ロー ダンプ仕様車 

車両後ろ側のクリップを外し、車両前側 
のピッへのひつなけを外します。 

髮アドバイス _ 

クリップの取り付け、取りかしについて 
•取り外すときは、©ドライバーで中央 
部を浮かしたあと、クリップ全体を引 
っ張ります。 



•取り付けるときは、取り外したが態の 
まま差し込み、中央部を押し込みま 
す。 



を吟〇 


▼ の置の手順 

/. バッテリーの ©端子の カバーを 外し、 
ブースタークー ブルを图①番号順で 
接続します。 

① バッテリーあびり車の©端子 

② 他車の©端す 

③ 他車の©端す 

④ ボ デーアース 



2電源側の車（他車）を始動し、かし 
エンジン回転を高めに保ちます。 

3. バッテリーあびり車のエンジンを始 
動します。 

4. ブースタークーブルを接続順唐の逆 
で外します。 

A ま意 _ 

• 押しがけによる始動はできません。 

• 必ず 12 V バッテリーまと接続してくだ 
さい。 

• ケーブル接続の際には、 ® 端子をボデ 
-金属部や©端子に接触させたり、逆 
に接続しないでください。 

• ケーブルが;令ち P ファンやベルトに巻き 
込まれないように、接続には十分ミ主意 
してください。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざといラときの処置 


才ーバーヒートの処置 


下記の状態ガオーバーヒートです。 

• 水温警告なガ点滅したとき 

• エンジンルームな5養気巧立ちのぼ 
り、エンジンの出カガ低下したとき 

車をま全な場所に止め、下記の姐置をし 

て < だちい。 

▼ 処置を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、ラジェーターキ 
ャップを外さないでください。をが水 
の圧力がラジェーターキャップにか 
かっているので、蒸気や熱湯が吹き出 
し、大変危険です。 

• ;令がファンに絶巧に触れないでくださ 
い。突が、ファンが回転するため、大 
変危険です。 


▼ 処置の手順 

/. エンジンルームな5熏気な化ていた 
5、エンジンを止めて、票気け'出な 
<なるまでエンジンルームを開けな 
いで<だちい。薫気巧化な<なった 
5エンジンを始動しエンジンルーム 
を開け、風通しを良<します。 

2. エンジンルームな5黒気な化ていな 
ければ、エンジンをなけたままエン 
ジンルームを開け、風通しを良<し 
ます。 


3. 1または2のの置を巧ったあと、エ 
ンジンルームをチェックします。エ 
ンジンんーム内巧下記のよ〇な状態 
であれば、ただちにエンジンを止め 
てダイ A 、ソサービスエ場 I こ連絡して 
<ださい。 

•を却フアン巧回転していないとき 
• ホース類などな己熏気や熱湯巧漏 
れているとき 

•ラジエーターリヴーバータンク 
の化げないとき 

•フアンベルト丹'切れているとき 
4水温警告むげ消むした己エンジンを 
止めます。 

5. エンジン巧十分 I こ冷えてな5冷却水 
①量、フアッベルトのゆるみ、ラジ 
エーターのコア（放熱部）の著しい 
汚れやコ‘5のが着の有巧などを点お 
します。 

6. 冷却水巧不足しているときは、浦給 
します。冷却水の補給は、別冊の 

「ベンテナンス y — 卜」を参照して 
<ださい。 

fe アドバイス _ 

•才ーパーヒートを防止するため、日 
頃から;令が水の量と;令が水の漏れがな 
いかを点検するようにんがけてくださ 
い。 （; 令ち!]装置、をミ P 水の点検は別冊 
の「メンテナンスノート」参照） 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


ーズの交換 


ランプ灯点むしない場合や、電気系統の 
装置がはた5なない場合は、ヒューブ切 
れが考え5れます。点検、交換を巧って 
<ださい。ヒユーブじついてはグイ A 、 ソ 
サービスエ場にご相談 < ださい。 


ヒューズボックス 

ヒユーブボックつのラベルに各ヒユーブ 
のアンペア数と受け持つ装置の召称を表 
术してし^ます。 

ヒューブは、ラベル表示にしたガって交 
換して <だちし、。 


ヒユーズの 位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

運鼠席ち下のインストルべツトパネルの 
裏に設置されています。 




▼ ラベル位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

ヒューブボックスカバーの裏側に表示 
ちれています。 



1 II 11 1 

\ 


1 10A II 10A II 15A 1 

(D/L) (DUMP) CIG 


1 20A 1 

1 7.5A II 

20A I 

HTR 

ECU IG1 

WIPER 

1 10A 1 

1 10A II 

10A 1 

H0RN/HAZ 

TURN/BACK 

ACC 

1 10A 1 

1 10A II 

7.5A 1 

(LPG) 

E/G 

ST 


I 7.5A II 

1 


ECU IG2 
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M いざといラときに _ 

を®いざというときみ処置 

〇エンジンルームヒューズボックス 
ヒユーブボックスのカパーに表示されて 
し、ます。 


ヒューズの点検と交換 

/. エンジンスイ'ソチを " LOCK " の位 
置じします。 

2. カバーを 外します。 

▼インストルベントバタルヒューブボック 
ス 

ヒューブボックスカバーの下側を失印 
の方向 I こ引き、カバーを外します。 



▼エンジン ルー ムヒ ューブ ボックス 

カバー横①ツベを押しな巧5、カバーを 
外します。 



3 . 備え付けのヒューブプラーを使用し 
て、ヒューブを狭んで外します。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


4取り外したヒューブを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューブ 
と交換してくだちい。ヒューブ巧切 
れていないときはほな I こ原因け'考え 
5れます。ブイ/ V ソサービスエ場で 
点おを受けて < ださい。 



证常） （切れているとき) 



A 注意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、ダイハツサービスエ場で点検を 
受けてください。 

• 規定容量外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあり危険です。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざといラときの処置 


電巧（バルブ）交換 


ヒューブガ切れていないにち関わ5す、ランプガ点むしないときは、電巧切れが考え5 
れますので、電疎を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

• 電球の交換作業に不慣れな方や、部品などの破損ガム、配な場合は、グイ/ V ソサービ 
スエ場にご相談 < ださい。 

• 電疎の交換作業をするときに应要な工具は、力一巧品店などでご購入することができ 
ます。 


ブしードの違い、ミち文装備ち記載しています。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


ランプ 

電巧（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

荷が傑灯 

21 

S 25 

② 

番号灯 

標準車 

10 

G 18 

口ーダンプ車 

5 

T 10 

③ 

後退灯 

21 

S 25 

④ 

後面方向指示灯兼非常点滅灯 

16 

T 16 

⑥ 

制動灯/尾灯 

21/5 

S 25 

⑥ 

ルーム ランプ 

8 

T 10 

⑦ 

荷重ランプ 

10 

T 10 


下記の電球の交換は、グイハツサービスエ場にご相談<ださい。 

⑧ 前照む/□-ビーム•ハイビーム（ハ□ヴン） 

⑨ 車幅む 

⑩ 前面方向指示むま巧常点滅む 

⑩ A イマウントストップランプ ( LED ) 

挺アドバイス _ 

• 前お口、ま幅な、前面方向指示口ま非常点滅灯は、へッドランプ本体を取り外す必 
要があるため、光軸調整が必要となり、お客さまご自身による電巧の交換はできませ 
ん。ダイハツサービスエ場にご相談ください。 

• LED を使用しているランプは、電球のみの交換をすることができません。ダイハツ 
サービスエ場にご相談ください。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざというときの処置 


_交換の手順_ 

A 警告 _ 

•電球を交換するときは、ランプを消'灯 
させ電巧が;令えている状態で行つてく 
ださい。電球が熱い状態で、電巧やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電球および電巧固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

■電球、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しないでくださ 
い。感電による重大な傷害の原因とな 
ります。 


A 注意 _ 

•同じワット数の電球 LU 外は使用しない 
でください。過熱などにより故障の原 
因になります。 

• 同じバルブ色の電巧外は使用しない 
でください。道路運送車両の保安基準 
に適合しない場合があります。 

• ©ドライバーなどを使用するときは、 
巧などを巻いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボデーに傷を付けないように注意 
してください。 

• ネジなどでレンズを取り付けるとき 
は、締めすぎないようにしてくださ 
い。レンズを破損するおそれがありま 
す。 

♦ハロゲン電球は、ガラス巧内部の圧力 
が高いため、落としたり、物をぶつけ 
たり、傷を付けたりすると破損して、 
ガラスが飛び散る場合がありますの 
で、十分ま意して取り巧ってくださ 
い。 

また、電球のガラス部は、素手で触れ 
ずにきれいな手袋を着用してくださ 
い。油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点灯しない場合は、 
電球切れ iU 外の理由が考えられます。 
ダイハツサービスエ場で点検を受け 
てください。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


堅アドバイス _ 

•ヘッドランプ、制動ななどのランプ 
は、雨天走行や洗まなどの使用を件に 
よりレンズ内面が一時的に量ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが曇るのと同様の現象であり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ内に水がたまつ 
ているときは、ダイハツ サービス ェ 
場にご相談ください。 


〇後面方向指示‘灯兼 

非常点滅な、制動な/尾な 

▼取 U 外しず順 

/. ネジ ' (1 本）を取り外します。 

2. 矢印の方向じランプ本ホを引き、ラ 
ンプのツベを外してランプ本体を外 
します。 



3 . 交換する電球のソクットを回して取 
り外します。 

制動打/尾打 を面ち向指示打 



4 . 後面方向指示なま非常点滅むはソ 
クットな己電巧を引き抜きます。 
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いざといラときに _ 

を®いざといラときみ掘置 


5. 制動む/尾むは押しな巧己回して、 
巧き取ります。 



▼ 取 U 付け手順 
をの手順で行しほす。 


〇後退な 
▼取 y 外しず順 

/. ネジ ' (1 本）を取り外します。 

2しンブを矢印の方向に引いて、取り 
外します。 




▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


〇香号'灯 
I 標準車 I 

▼取 U かし手順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 



2. ©ドライバーを差し込んで、しンブ 
を取り外します。 



5押しなヴ5回して、巧き取ります。 


ローダンプ車 

/. ネジ （2 本）を取り外します。 

之しンブを矢印の方向に引いて、取り 
外します。 




▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 




▼ 取り巧け手順 
をの手順で行しほす。 
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いざといラときに _ 

を®いざというときみ処置 


〇ルー ムランプ 

▼取りかし手順 

/. カバーを夕印①方向に引いて取り外 
します。 




▼ 取 U 付け手順 
をの手順で行しほす。 


〇荷室ランプ 
オプション/グレード別装備 

/. ネジ （2 本）を取り外し、しンブを 
取り外します。 



2 . カバーを矢印の方向に引いて取り外 
します。 



3. 電球を取り外します。 



▼ 取り付け手順 
逆の手順で行います。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


〇荷台作業な 
オプション/グレード別装備 

/. ボルト （1 本）を取り外します。 



2. ソクツトを回して取り外します。 




キーを 閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めたときは、 JAF などを呼 
んで < ださい。 

別冊の「ベンテナンスノート」ま末の 
JAF □-ドサービスのご案内を参照して 
<ださい。 

▼キーをな<した揚合 

キーナンパ'-を最寄りのブイ A ツサー 
ビスエ場にご連絕< だちい。 

fe アドバイス _ 

• キーの閉じ込みで困らないために下記 
の習慣をムがけてください。 

• 日頃からキーを使ってロックしてくだ 
さい。 

•バッグなどにスペアキーを入れてお 
いてください。 



▼ 取り付け手順 
をの手順で行しほす。 
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いざといラとき t 

いザ>•いろ> 


いざといラときの処置 


車両を緊急停止するには 


万一、車巧止ま白な<なったときのが常 
時のみ、下記のま順で車両を停止させて 
<ださい。 

〇緊急停止方法 

/. ブしーキペグルを両足でしっなりと 
踏み続けます。 

A 警告 _ 

•ブレーキペダルを繰り返し踏まない 
でください。通常より強い力が必要と 
_なり、 制動距離も長くなります。_ 

2 . シフトしバーをニユートラルに入れ 
ます。 

▼シフトしバーヴ ニユー トラル I こ入った場合 
5減ま後、車を安全な道路脇じ停めて、 
エンジツを停止します。 


▼シフトしバーな'ニ ュー トラルに入邑なし、 
場合 

4. ブしーキペダルを両足で踏み続け、 
巧能な限り減まちせます。 

5. エンジンスイ’ソチを " ACC " ①位置 
にして、エンジンを停止します。 



6. 車を安全な道路脇に停めます。 

A 警告 _ 

走行中にやむを得ずエンジンを停止する 

ときは 

• ブレーキの効きが悪くなりハンドル操 
作が重くなるため、車のコントロール 
がしにくくなり危険です。エンジンを 
停止する前に、可能な限り減速するよ 
うにしてください。 

• キーを巧くとハンドルがロックされる 
ため、キーは絶対に抜かないでくださ 
い。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置^ 


事故が起きたとき 


交通事化け'起きたときはあわてす’に下記 

①迴置を取りましよラ。 

▼ 処置の方ま 

/. ただちじ車を止めます。車を道のは 
しに停車し、昼夜問わす'非常用表示 
板を立てるなどの化要な®置を取り 
ます。 

2 . 負傷者を救護します。人命救助巧第 
一です。負傷者なあれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
ぷなどして救護します。 

3 . 警察へ事巧の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事故を報告 
して警察官の指示 I こしたヴいます。 
この届化はま令で義務付け己れてい 
ます。 

4 . 相手方の確認とソ亡をします。氏名、 
住所、電話番号などをベ t しておき 
ます。 

5 . 購入した販売会社と保険会社へ連絡 
します。 
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風 

まのお手入れ 

まの整偏、お手入れの方法について 
説明しています。 


■ 車のお手入れ 

エンジンルーム-200 

消耗品の補給、交換-202 

タイわの点検-204 

室内のお手入れ-206 

エアコンの お手入れ-207 

ボデ ー、 塗装面のお手入れ-208 

フイ パーの 交換-210 

















9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


まのお手入れ 

まを安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
検方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 


こンジン ルー ム 


ブしードの違い、を文装備ち記載しています。 


エンジン ルー ム 

エンジンルームは、シート下にあります。 

(エンジンルームの開閉一目9ぺージ) 
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まのお手入れ 

まのお¥入れ 





インストルメントパネル右側 

インストルベントパネルち側のカバーを外すと、ブしーキフルードリザーバータン 
クガあります。 

点検ちミ去は別冊の「べツテナンスノート」を参照して<ださい。 

▼カバーのかしなた 

カバーの下側を矢印の方向に開きます。 



A ま意 _ 

• ブレーキオイルがこぼれたときは、すぐに水で需れたタオルなどでふき取ってくだ 
さい。ブレーキオイルがこぼれた箇所が変色、変あするおそれがあります。 
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9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


消'耗品の補給、交換 


消耗品の補給、交換などは、別冊の「ベ 

ンテナジスノート」じ記載していますの 

で、参照して<ださい。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから巧 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 

•オイルを点検•交換するときは、オイ 
ルがオルタネーターなどに付着しない 
ように行ってください。 

オイルが付着したときは、ただちにお 
き取ってください。オイルが付着して 
いると、車両火災につながるおそれが 
あり危険です。 


エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
ください。なお、高速走巧を巧ラ前には、 
むす点検してください。 


適量範囲 

オイルレベルゲージ 

捏アドバイス _ 

•エンジンオイルはエンジン内部の潤 
滑、をミ P などをするはたらきがありま 
す。ほ常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを潤滑してい 
るオイルの一部が燃焼室などで燃える 
ためオイル量は走行とともに減少しま 
す。また、減少する量は走行を件など 
により異なります。 

•外気温がほいときに、オイルフイラ 
キャップの裏側や、オイルま入口にエ 
ンジンオイルが白いクリーム状にな 
つて付着していることがあります。 
これは、エンジン内部の水蒸気が;令が 
されて水滴になり、エンジンオイル 
と混ざることにより発生するもので、 
か気温の上昇、エンジンの暖機等で水 
分が蒸発すると解消します。 

この現象によるエンジンオイルの変 
質はなく、そのまま使用しても、問題 
はありません。 


202 
















まのお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


冷が水 

▼ ち a 化の点検じついて 

ラジェーターリザーバータンクで巧っ 

て < だちい。 

詳し<は別冊の「ベツテナツつソート」 

を参照して < ださい。 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、ラジェーターキ 
ャップを外さないでください。をが水 
の圧力がラジェーターキャップにか 
かっているので、蒸気や熱湯がふき出 
し、大変危険です。 

• ;令な!ファンに絶巧に触れないでくださ 
い。ファンが回転するため、大変危険 
です。 


A ま意 _ 

• ラジェーターリザーパータンクにを 
ち口水がないときは、ラジェーターリ 
ザーパータンクおよびラジェーター 
に; 令が水を補給したあと、 ェアほきが 
と、要になりますので、ダイハツサー 
ビスエ場で点検を 受 けてください。 


▼ ち苗)水の交換 I こついて 

A ま意 _ 

•をな水の交換要領は、助手席下のエン 
ジンルームに貼り付けてあるエンジ 
ン;令が水交換要領ラベルに記載してい 
ます。 

•:令ち！]水の交換は、ダイハツサービス 
工場に依ま具してください。 


エンジン;令却水 
を水要領ラベル 



ウインドウォッシャー液の捕給 

ウオッシわ一液は、エンジンルーム巧に 
あります。 

ウォッシわ一液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォッシわ一液が不足してい 
るときは、ブイ/Vソ純正ウイッドウォッ 
シわ一液を補給します。 

fe アドバイス _ 

•ウインドウォッシャー液はダイハツ 
純正をおすすめします。ウォッシャー 
あの濃度の使い分けと;主意事項はウォ 
ッシャー液の容器に記載されていま 
す。 


203 














9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


▼ 点検のしなた 

ウォッシわータンクの側面方'己、液面を 
目視により確認します。 

▼お給のしなた 

ウオツシわータンクのキわツプを外し、 
ウオツシわ一液容器 I こ表示してある凍結 
温度を参考じ希釈して補給します。 



A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液が 
エンジンなどにかかると、出火するお 
それがあり危険です。 


A ま意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまりになるおそれがあります。 


堅アドバイス _ 

• ウォッシャー液をあふれるほど入れな 
いでください。 


タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイわのを気圧の点検は、最低でち月に 
1回巧って < ださい。 

タイわが)ちえているときに、タイわヴー 
ジで空気圧巧規定值にあるなを点検して 
<ださい。また、スペアタイわの空気圧 
ち点検して < ださい。 

空気圧が適正でない場合は、化す'指定空 
気圧に調整して < ださい。 

(タイわの指定空気圧は運転席側ドア開 
□部に記載しています。） 

A 警告 _ 

• 指定空気圧より低いと車両の安定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高速走行時にスタ 
ンデイングウェーブ現象*によりタイ 
ヤがバースト（破裂）するなど、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険で 
す。 


fe アドバイス _ 

•タイヤが冷えているときとは、一般道 
路で走行距離が IkmlU 下の場合、また 
は3時間 iU 上駐車している状態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
〜 30 kPa (0.2 〜 0.3 { kgf / cm ^}) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
つて空気圧を下げないようにしてくだ 
さい。 


* 高速で走行しているときじ、タイわ丹’波ラつ 
現象0 
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まのお手入れ 

まのお¥入れ 





タイヤの亀裂、娱傷 

タイわの側面や接 i 也部全固に亀餐や損傷 

がないなを点検してくだちい。 

また、釘、石、その他の異物が刺さった 

り、なみ化んでいないかを点検してくだ 

さい。 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険で 
す。走行中、異常な振動を感じた場合 
は、ダイハツサービスエ場で点検を 
受け、正常なタイヤに交換してくださ 
し、。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
車の性能（燃費-車両の安定性-制動 
距離など）が十分に発揮できないばか 
りでなく、思わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなど故障の原因となるこ 
とがあります。 


タイヤの溝の深さ、異常な摩耗 

タイわの适の深さに不足ヴないなを:; I リ 
ップサイン（摩耗限度表示）じより点検 
して < だちし、。 

また、タイわの接化面全周に極端じす y 
減っている箇所巧ないなを点検して < だ 
ちし、。 


スリップサイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さが少な 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイドロプレーニンク’' 
現象*により、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがバースト（破裂） 
したりして、思わぬ事故につながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


* 水のたまった道路を高速で走巧すると、タイ 
わと路面の間に水げ入り込み、タイわ好’路面 
な5譯いてしまい、/\ジドルやブしーキ丹'効 
ななくなる現象。 
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9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


タイヤの口ーテーシヨン 

タイわは同じ位置で長<走ると、それぞ 
れ異なった減りなたをします。これを防 
<ために、タイわの位置を□- テーシヨ 
ッして <だちし、。 

□-テーシヨンは 5,000 km ( RIB-LUG 夕 
イわは3.000 km ) 走巧ごとに巧って<だ 
ちい。 

▼ テーシヨ ンのしなた 

図の順 I こ □ーテーシヨッ して<だちい。 

(タイわ交換のず順一177ぺージ) 



A 注意 _ 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています。） 


室内のお手入れ 


ビニール、しザー、プラスチック、巧が 
のちれ落としじは、中性洗剤の水溶液を 
柔5ない巧に輕<含ませてお使い<だち 
い。洗';き後、残った洗剤分は真水を含ま 
せた柔5ない巧でよ < 落として <ださし、。 
室内側のウインドガラスち、こまめにみ 
いておきましよラ。汚れたままにしてお 
<と、取れに<<なる場合ガあります。 

A ま意 _ 

• シートの下など見えにくい場所や狭い 
場所に手を入れるときは、けがをしな 
いように十分ミち意してください。 
•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機溶剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

特にシートベルトについては、必ず 
中性洗剤をミ容かしたぬるま湯を使用し 
てください。中性洗剤 JU 外を使用する 
と、ベルトが弱くなり万一のときに正 
常なはたらきをしないことがありま 
す。 

• 各スイッチの周辺にシリコン系のスプ 
レーを使用しないでください。シリコ 
ンが内部の電気部品に付着し、故障の 
原因となります。 

•乾燥は直射日光をさけ、風通しが良 
く、ほこりの立たない日陰で行ってく 
ださい。素ネオのいたみを早める原因と 
なります。 
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まのお手入れ 

まのお#入れ 





A ま意 _ 

•七ンターコンソール下部およびステ 
アリング下部のカパー部（電動パワー 
ステアリ ング装着ま）に水をかけない 
でください。エンジンのコンピユータ 
一などに水がかかり故障の原因になり 
ます。 



エアコンのお手入れ 


オプション/グレード別装備 


エアコンガスについて 

エアコンガスは新）ち媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。化球環境 
なをのため、大気放化しないで<ださい。 

捏ァドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合はダイハツサービスェ 
場にご相談ください。 
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9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


ボデー、塗装面のお手入れ 


塗装面など車体の外観を美し<保つため 
じ、洗車、ワックス巧けを月1回程度の 
割合で定期的に巧って<ださい。 

車体にほこりや異物などを巧けたままに 
しておきますと、塗装面の尝化や車体、 
部品の腐食を早めた U 、 化掌変化による 
塗装面のををやはん点の発生などの原因 
じなります。 

下記の場合は早めに洗車をして<ださい。 
• 海岸化帯、凍結防止剤を散巧した道路 
を走行したとき 

• ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下のを 
い場所に駐車したとき 
• コールタール、巧粉、鳥のみん、虫、 
樹液などヴ付いたとき 
• ほこり、ミ尼などで著し<汚れたとき 

桂アドバイス _ 

• 巧岸化帯や凍結防止剤を散巧した道路 
を走行したあとは、特に車体の下回 
り、足回りを念入りに洗ましてくださ 
い。 

• 塗装の飛石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。見つけたら早めにダイ八 
ツ純正タッチアップペイントで補修 
してください。 

•保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場所をおすすめします。 

• お使いになる洗剤やワックスの説明を 
よく読んで、正しくお手入れを行って 
ください。 


^ 

▼ 洗車の手順 

/. 十分に水をけけな巧己スポンジ'また 
は tz — ム皮のよラな柔己ない物で洗 
います。汚れのひどい窗巧はカーシ 
ゎップー液または中性洗剤で洗い、 
水で完全に洗い落とします。 

之水ヴ乾ヴないラちに,るき取ります。 

A ま意 _ 

•故意に空気取り入れ口やエンジンル 
-ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品の故障の原因になります。 

• 洗ま後や水たまり走行後は低速でブレ 
-キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。効きが悪い場合は、周囲のま全に 
十分ま意して効きが回復するまで数回 
ブレーキペダルを軽く踏んでくださ 
い。 

• 高温の湯で洗ますると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないように;主意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス.ベン 
ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 


捏アドバイス _ 

•研磨剤（コンパウンド）入りの洗剤を 
使用すると、車体の色によっては色落 
ちの原因になることがあります。 
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まのお手入れ 

まのお丰入れ 





〇自動洗ま機を使用するとき ワックスがけ 

月に一回程度または水をはじかな<なっ 
たときじ巧って < ださし、。 

▼ワックスをなける前 I こ 
塗装面の汚れを化洗いし、水分を十分に 
みき取って巧己日陰または車体表面巧イ本 
温た1下になっているときに行って <だち 
し、。フックスはダイハツ純正力ーフック 
スをおすすめします。 

A ま意 


〇高圧洗ま機を使用するとき 
A ミ主意 


捏アドバイス _ 

• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったリムラになる 
ことがあります。 

•研磨剤（コンパウンド）入りのワック 
スを使用すると、車体の色によっては 
色落ちの原因になることがあります。 


■ドアガラスやドア周りなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、車内に水 
が入ることがあります。 


巧塗ち白バン パーじついて 
• コンパウンド配合のワックスを使用す 
ると、ツヤ落ちの原因となりますの 
で、コンパウンドを配合していないワ 
ックスをご使用ください。 

ワックスがけは硬いスポンジなどを使 
用すると、傷付きの原因となりますの 
で、柔らかいホをご使用ください。 


A ま意 _ 

•エアコン/ ヒーター コント ロール パ 
ネルの内外気切り替えレバーで"内気 
循環"にしてください。車内に水が入 
り、故障の原因になります。 

•ミラー、アンテナは格納し、前側から 
洗車してください。 

• ときによりブラシの傷が付き、塗装の 
光沢が失われたり劣化を早めることが 
あります。 
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9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


樹脂部分のお手入れ 

樹脂部品（パンバーなど）にガソリン、 
オイル、ラジェーター液、バッテリー液 
などガ付着すると、しみの発生やツわ落 
ち、塗膜丹'はがれる原因となります。十 
分に水洗いをしたあとただちに柔5かい 
巧でみき取って < ださい。 

挺アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、ダイハツサービスエ場にごネ目談 
ください。不適当な塗料を使用すると 
塗膜をいためます。 


ワイパーの交換 


A 注意 _ 

• ワイ パー ブ レード、ラバーは ダイハ 
ツ純正をおすすめします。ダイハツ純 
正 iU 外を使用すると、適切に装着でき 
ない場合があります。 

•傷んだ ワイパーブレードラバーを 使 
用し続けると、ウインドガラスを傷 
付けるおそれがあります。おきむらが 
ある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• ワイパーブレード、ラバーを 取り外 
したと きは、ワイパーアームを 倒さ 
ないでください。ウインドガラスや 
ボンネットに傷が付くおそれがありま 
す。 

•起こした ワイパーアームを 戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、ワ 
イ パーアームが 変形したり、ウイン 
ドガラスに 傷が 付くおそれがありま 
す。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドガラスに傷が付くおそ 
れがあります。 
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まのお手入れ 

まのお#入れ 





ワイ パー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外しなた 

/. アームを 起こします。 

2 . ツベを巧しな巧5、ブしードを矢印 
①方向じ引いて、ブしードの□ツク 
を外します。 



ぎます。 


〇ワイ パー ブ レードラバー 
▼取り外しなた 

/. ラバーを手前に引いて、ブしードの 
先端部のストッパーな己取り外しま 
す。 


ストッバー 





▼ 取り付けなた 
• 逆の手順で行います。 

• アームとブしー ドび お 実に固定ちれて 
いることを確認して < ださい。 
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9 まのお手入れ 

まのお手入れ 


▼ 取り付けなた 


4 . ブしードの巧端部の2番目のツイな 


/. ラバー巧5プしートを取り外します。 
2 . ラバーを取り曽えます。 

5プしート①反りの向きにミち意して、 

プしートをラバー I こ差し込みます。 



己ラパーを挿入します。 

5 . ブしードの後端部の、ソべにラバーを 
通し、ち5じラバーを挿入して、後 
端部のストッパーを通過ちせます。 

6 . 先端部のツソ I こラバーを通し、先端 
部のストッパーまで挿入します。 

ス後端部の、ソべにラバーなお実に挿入 
ちれていることを確認して < だちし、。 


巧 5 品部のスト ツバー 



A 注意 _ 

• ラバーにブレードのツメを確実に挿入 
してください。ウインドガラスに傷 
が付くおそれがあります。 
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積雪、寒冷時の取り扱い 

積雪時、寒み時に化まとなる 
運転が識について説明しています。 


■ 積雪、寒冷時の取り扱い 


をじ向けってのお手入れ-216 

走行前点検と準備-217 

積雪、塞)剖き①走行-218 

走行中の点検とミち意-219 

走行後の取り扱い-220 











積雪、寒み時の巧 y 巧い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 


積雪、寒巧時の巧 y 扱い 


をに向かってのお手入れ 


点検方ミ去などは、別冊の「インテナンつ 
ノート」じ記載していますので、参照し 
て < だちい。 


八ッブ"リー 

気温が下巧るとバッテリーの性能が低下 
しエンジン始動にち障をきたすことがあ 
U ますので、液量、比重の確認をし、必 
要に応じて液の補給や浦充電をして<だ 
さし、。 


エンジンオイル 


寒;令地用ワイパーブレード 

降雪期に使用する寒冷化用ワイパーブし 
ードは、雪巧が着するのを防<ためじを 
属部分をゴムでおおってあ U ます。 

寒)ち t 也用ワイバーブしードは、ダイハツ 
サービスエ場で各車指定の寒;ち t 也用ワイ 
バーブしードをご購入<だちい。 

A 注意 _ 

•高速走行時は、ぶ常のワイパーブレ 
-ドよりウインドガラスがふき取り 
にくくなることがあります。その場合 
は速度を落として走行してください。 


を期はオイルの尝化巧激し<なります。 
指定ブしードのエンジンオイルを、早め 
に交換して < ださい。 


冷が水 

を卸水の凍結を防<ためにクーラント 
(不凍液）の濃度の確認をブイ/ V ソサー 
ビスエ場に依頼して < ださい。 


ウつン r ' ウオツンヤ—液 

ウオツシわ一液のま結を防<ために、ウ 
オッシわ一液の濃度を上げて<ださい。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 



走行前点検と準備 


走行前点検の際に下記の点検ち巧って< 
だちい。 


足回りなどの着氷 

車の下回りをのぞいて、足回りなどに氷 
塊がイ寸着していないな確認して < ださい。 
巧着している氷塊は、部品を損傷しない 
よラに十分ミち意して取り除いて < ださい。 
ペダル類や A ンドルの動きガ円滑などラ 
なち確認して < ださし、。 


車体への積雪 

屋很に積ちった雪は、走行する前に取り 
除いて<ださい。走行時、ガラス面に落 
下すると視界のさまたげとな U 危険です。 

A ま意 _ 

• 氷結している部分をお理に取り除くと 
塗装などをいためる場合がありますの 
でま意してください。 


ドアの凍結 

ドアガ凍結した場合は無巧に開けよラと 
するとドア罔 y のゴムがはガれたり、破 
損するおそれがあります。めるま湯をな 
けてホをとなして<ださい。開けたあと 
は水分をよ<みき取って<ださい。不十 
分ですとまた凍結するこヒヴあります。 


ウインドガラスのま結 

凍結しているときは、めるま湯をなけて 

氷をとかし、か分をよ<みき取って<だ 

ちい。 

A ま意 _ 

• 氷をとかすときはぬるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ガラスが割れるおそれがあります。 

•フロントウインドガラスに付いた氷 
を取り除くために、氷をたたいて割ら 
ないでください。フロントウインド 
ガラスの内側（ま内側）が割れるおそ 
れがあります。 


ワイパーなどの巧結 

ワイパー、ドア5ラー、ドアガラスな 
ど巧まったり、雪げ固まって動なないと 
きは、めるま湯をなけて氷や雪をとなし、 
水分をみき取って < ださい。 

A ま意 _ 

•凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどをお理に作動させると、ワイパ 
-ゴムを損傷したり、 モー ターなど 
が故障するおそれがあります。 


乗ま時のを意 

靴じこび U ついた雪は、乗車時によ<落 
として<ださい。ペダル類を操作すると 
きじ滑った U 、 室内の湿気がを<なリガ 
ラスが曇ったりすることヴあります。ま 
た、床面などガ加湿が態となり、腐食の 
原因となります。 
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^ 積雪、 寒巧時の巧 y 巧い 

^積雪、寒冷時の取 y 扱い 


積雪、寒冷時の走れ 


雪道、凍結おを走るときはタイわチエー 
ツまたはスソー タイわを装着して<だち 
い。 

A ま意 _ 

•積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が凍結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思、 
わめ事がにつながるおそれがありま 
す。 

チェーン装着ま、スノー タイヤ装着 
ま、また 4 WD 車、 ABS 装着まであって 
も慎重な運転をしてください。 


タイヤチェーンの装着 

後輪駆動車ですので、チェーンはを5 2 
輸に装着します。 4 WD 車ち後5 2輸に装 
着します。 

チェーッはタイわサイブに合ったブイ/\ 
ツ純正品をご使用 < ださい。 

適合するタイわチェーンについては、グ 
イ/\、ソサービスエ場じご相談<ださし、。 


A 注意 _ 

• タイヤチ X — ンは車のタイヤのサイ 
ズに合った、ダイハツ純正品または指 
定サイズの物を使用してください。サ 
イズの合わないチェーンを使用する 
と、ブレーキ配管や車体を破損し、危 
険です。 

•タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって巧ってください。 

•タイヤチェーン装着時は 30 km / hiu 上 
で走行しないでください。タイヤチ 
ェーンにかかる負担が大きくなり、チ 
ェーンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならない安全で平らな場所 
で巧ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、非常点滅灯を点滅させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

♦作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないように注意してください。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 



スノー タイヤの装着 
必主意 _ 

•スノー タイヤ装着時も、必ず標準夕 
イヤと同じ指定サイズで、同一種類の 
タイヤを装着し、指定空気圧で走行し 
てください。また、スノー タイヤを 
装着するときは、4輪とも同じ種類の 
物に交換してください。 

• 化方により条例の違いがありますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 



積雪、寒;ち時ではブしーキ装置に巧着し 
た水がま結し、ブしーキ①タカきガ悪<な 
ることげあります。その際には、前後の 
車に十分ま意して、ブしーキペダルを軽 
<踏みなヴ5低速で走行し、ブしーキバ 
ッドのしめりを乾なして<だちし、。 

A ま意 _ 

•万一、ブレーキの効きが回復しないと 
きは、ただちにダイハツサービスエ 
場で点検を受けてください。 


雪道、凍結巧のま意 
A 注意 _ 

• 雪道や凍結路では、急加速、急減速、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。スリップして方向性を失い事故 
につながるおそれがあります。 


走行中の雪の付着 


雪道走行時、タイわ M ウス裏側に巧着し 
た雪ヴ氷結し、次第にたい積してハンド 
ルのきれが悪<なることがあ U ます。と 
きどき異常のないことを確認して<だち 
い。ランプ類などは、走行中に雪のため 
に暗<なること巧あるので、ときどき異 
常のないことを確認して<ださい。 



219 
















^ 積雪、 寒巧時の巧 y 巧い 

^積雪、寒冷時の取 y 扱い 



屋夕りこ駐車するときは、車の前部を風下 
や曰の当たるち向に向けて止めて<だち 
い。 

エンジン巧冷えすぎると、始動しじ<< 
なることヴあります。 

また、ワイパーアームは起こして < だち 
い。雪の重みでアーム取り付け部げこわ 
れるこヒヴあります。 

A 注意 _ 

• エンジンの;令えすぎを防ぐためにち巧 
でおおったり、フロントグリルに段 
ボールや、新聞紙を挟み込まないでく 
ださい。これがもとで燃え出すを除が 
あります。 


洗車方法 

凍結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りと足回りを洗車して< 
だちい。放置すると腐貪の原因となりま 
す。洗車をはま結防止のためか分をよ< 
みき取って < ださし、。 

fe アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取ってくださ 
い。 


挺アドバイス _ 

• 寒;令時は駐車ブレーキをかけるとブレ 
ーキ装置が凍結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがありますので 
使用しないでください。シフトレバ 
-を才ートマチック車は回レンジ、マ 
ニュアル車は1速または回（後退）に 
入れておきましょう。 

• 巧下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪で車体を損傷するおそれが 
あります。 

• 降雪時に長時間駐車するときは、ピラ 
-アンテナを収納してください。 

(ピラーアンテナー135ぺージ) 
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ヴービスデータ 


V_ J 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

点火プラグ 

メーカー 

NGK 

デン ソー 

プラグ型式 

LKR 6 C 

XU 20 HR 9 

フアンベルト 

たわみ量 ( mm ) 巧力98り{10喊}時 

7.4 〜 9.0 (点検時） 

点検 位置 ♦广い ) 

アイドリング回転数 （ rpm ) 

800 

ブレーキペダル 

遊び ( mm ) 

0.5—2 

ホ板とのすき間 ( mm ) 

(踏力 294 N {30 姑照） 

102总上 （ ABS 装着車） 

92 L ソ上 （ ABS 装着車ム：/外） 

クラッチペダル 

遊び ( mm ) 

15 〜 25 

巧板とのすき間 ( mm ) 

(切れ残りしろ） 

35 L ：/ 上 

駐車ブレーキ 

弓1きしろ(操作力 196 W 20 喊照） 

6〜10ノッチ 

バッテリー 

標準車 

26 B 17 L 

寒冷地仕様車 

44 B 20 L 

フユーエルタンク 

容量け）（無筋ガソリン使用） 

38 

ヴォッシャータンク 

容量（ぶ） 

1.4 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

エンジンオイル 

使用オイルと交換時期 

ア ミック スモーター オイル SAE 5 W -30 ( API 分類 SM な上） 

6か月ごとまたは、10,孤 Okfn ごと (5,000 kni ごと*)のどちらか早し、ち 

交換量（が 

オイルな換時 

約 3.2 

オイルとオイルフィルター 
(オイルクリ—ナ —) 交換時 

約 3.4 

オイル フイルター 
けイルク リ-ナ —） 

交換時期 

10,000 km ごと（5,000 km ごと*) 

トランスミッション 

オイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

巧用オイル 

M / T 車 

アミックストランスミッションギヤオイル 
SAE 75 W -80 ( AP 份類 GL -4) 

A / T 車 

アミックス ATF D 3 -SP 

交換量（幻 

M / T き 

2 WD 

約 1.1 

4 WD 

トランスファレバー装着車約 2.3 
( トランスファ含む） 

トランスファレバー装着車ム:/外約 1.95 
( トランスファ含む） 

A / T ま 

3 A/T 

約 1.5 (ドレーン）、約 3.8 (全容量） 


* シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大 (20,000 km レ: I 上/年)や短距離走行の繰り返し 
(8 km liTF / 回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノ ート」を参照してください。 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

トランスファオイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

アミックストランスミッションギヤオイル 
SAE 75 W -80 (API 分類 GL -4) 

交換量け） 

M / T 串 

トランスファレバー装着車約 2.3 
( トランスミッション含む） 
トランスファレバー裝着車切外約1.95 
( トランスミッション含む） 

A / T 車 

約1.目 

デファレンシャル 
オイル 

交換時期 

30,000 km ごとまたは2年ごと 

巧用オイル 

アミックスデファレンシャル/、イポイドギヤオイル 

SAE 80 W -90 (API 分類 GL -5) 

交換量(ぶ） 

フ n ント 

約 0.5 

リヤ 

約 1.1 

ブレーキオイル 

交換時期 

2年ごと 

使用オイル 

ァミックスブレーキス<1^ド （ DOT 3 相当） 

エアクリーナ-エレメント 

交換時期 

40,000 km ごとに0,000 km ごと*) 

冷却水 

交換時期 

2年ごと 

使用あ 

ァミックスロングライフク-ラント情防錯カタイプ） 

規を濃度げ 0) 

30(寒を化 50) 

全容量り）（除くリザ-バ-タンク） 

3.8 


* シビアコンデイシヨン条件での定期交換の場合 

シビアコンデイシヨン条件とは、走行距離大(20,000 km 年）や短距離走行の繰り返し 

(8 kmi ^ TF / 回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノート」を参照してください。 
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サービスデータ 


タイヤ空気圧（空車時）_ ( kPa { kgf / cm 2 い 


\ き種 

タイヤサイズ\ 

トラック 

パネルバン 

2 WD 

4 WD 

2 WD 

4 WD 

前輪 

後輪 

前輪 

後輪 

前輪 

後輪 

前輪 

後輪 

145 R 12-6 PR 

(200 に0り 

に40に.4!] 

に40に. 4!) 

[300 {3.0}] 

(200 に0}) 
[240(2.4}] 

に40に.4り 

[30013.0}] 

に00に.01 ) 

に40に.4}] 

{24012.41) 

[30013.0}] 

に00に.0}) 
に40た4}] 

に40に. 4 U 

[300 {3.0}] 

145 R 1 2 RIB-LUG 

に00に.0}) 

に40に. 4 U 

に40に.4! ) 
[30013.0!] 

(200(2.0}) 

[240(2.4}] 

に40に.4り 

に〇〇陆 oi ] 

— 

— 

— 

— 

145 R 13-6 PR 

— 

— 

(180 {1.8}) 

に20に.2}] 

(24012.41) 

[32513.251] 

— 

— 

— 

— 

タイヤ位置交換時期 

5,000 km ( R 旧丄 UG タイヤは3,000 km ) ごと 

タイヤ溝の深さ 

1上 


() は轻積時 (150 kg 積載まで）の空気圧、 [] は定積載時の空気圧を示します。 


12インチタイヤ装着きと13インチタイヤ装着車では、スピードメーターの表示設定が異なり 
ます。 

異なるサイズを使用すると、速度表示が許容される誤差範囲におさまらず、保を基準に不適合と 
なりますので、かず工場出荷時のサイズをご使用ください。 
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■MEMO 
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さ < いん 
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さくいん 



アイドリンブ回転数-224 


ァイドリンブ回転数-224 

アウター（ドア ）ミラ -84 

アシストグリップ-1已3 

アンチ□ックブしーキ V 巧し 

(ABS) -52 

アンテナ-135 



ELR シートベ J レ!-41 

EPS (電動パフーステアリンブ） 


ELR シートベ J レ!-41 

EPS (電動パフーステアリンブ） 

警告口-96 

イブニ’ソシヨン（エンジン） 

スイッチ-10已 

イブニツシヨツキ-巳6 

イッジ'クーターランプ 

(表示む）-90 

インター□ック-10已 

イツナー (ルーム） ミラ -84 



ウインカー（方向指示）スイ、ソチ---101 
ウインドウォツシわ一液の捕給----203 
ウインドガラス 


ウインドガラス 

ドアウインド-77 

I りー ウインド-7巳 

ウオーニングランプ（警告む） -----92 

ウオ、ソシゎースイッチ-102 

ウオ、ソシゎータンクの容量-224 

上向ぎ表示打'-90 

運転席 SRS てアバ'ソブ-4已 

運転席シートベルト 
ホ装着警告む-9巳 



エアクリーナーェしベントの 


エアクリーナーエしベントの 

デ-夕 -226 

エアコン-128 

エアコンガつ-207 

エアバッグ-45 

AM/FM ラジオ-140 

AM ラジス 

AM/FM ラジブ-141 

1 DIN CD - AM/FM 付ステし才——148 

A/T (才ートマチック）車-116 

ABS -52 

SRS エアバッグ-4日 

FM ラジス 

AM/FM ラジオ-141 

1 DIN CD . AM/FM 付ステし才——148 

M/T (マニュアル）車-115 

LLC (冷却水）①データ-226 

エンジンオイん①データ-22日 

エンジンオイんしべルヴージー- - 202 

エンジンキ-56 

エンジン警告な-92 

エンジンスイ’ソチ-105 

エンジンルーム-200 

エンジンルーム①開閉-69 



オイルの交換量-225 

オイルプしツシわ一（ミ由圧） 


オイルの交換量-225 

オイルプしッシゎ一（ミ由圧） 

警告む-92 

ブーディオ-135 

才ート（パフー)ウインド-7已 

オート7チックシフト 

インジク—夕-91 

オートマチック車-116 
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さくいん 


ブー パ'-ヒ ー I -184 

おすさま専用シー!-43 

ブドべーター(積算距離計）-89 

ブルタネーター（フアン）べん卜① 

点検基準值-224 



方'-ドフしーム-80 


方'-ドフしーム-80 

鍵（キー）-56 

カップホルダ-1已2 

間欠フイパー (フィパー. 

ウオ、ソシわースイ、ソチ）-102 



キ-56 


キ-56 

キーインター□ック-10已 

キー(エンジン）スイ、ソチ-10已 

キー閉じ込み防止機能 -61 

キー 抜ぎ忘れ 警告 ブヴ -6已 

キーレスエントリ-巳7 

給ミ由 □ (フユーエルキトップ） -…-72 
緊急停止するじは -19 已 



空気圧-227 


空気圧-227 

空調-128 

クーラー (エアコン）-128 

クーラント（冷却水）①データ——226 
区間距離計（トリップべータ ー) …89 

曇り取り-132 

クラクシヨン（ホーン）スイツチ…-104 

クラツチスタートシステム-111 

クリーナー（ブイルフイルター）① 
デー勺 -22已 


ブ□-ブボックス-161 



警音器（ホーン）スイッチ-104 


警音器（ホーン）スイッチ-104 

計器けータ ー) -88 

警告む-92 

警告ブヴー 

キ-抜き忘れ警告ブヴ-日已 

ラィト消し忘れ警告ブヴ-100 

ヴート 

サイドヴ ー I -79 

テ ー J レヴ ー I -78 

けん 引-174 



工具-168 


工具-168 

高水温警告む-94 

コンビネーシヨンスイ'ソチ-98 

コンビネーションベータ-88 



サービスデ—夕-223 


サービスデ—夕-223 

サイドヴ ー I -79 

サイド（駐車）ブしーキ-106 

作業ロスイッチ-104 

3 速ブートマチック 

トランスミツシヨツ- 118 

3, 卓'式 ELR シートベル! -41 

サンバイザ-161 
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さくいん 



CD プし一わ-1已2 


CD プし一わ-1已2 

シ -I -37 

シートベル!-39 

シートベルトモ装着警告む-犯 

シガライタ-1已〇 

室内照明-158 

シフトインジクータ-91 

シフトしバー 

ブ—トマチ'ソク車-118 

マこユ7ル^-11已 

シフト□ツク装置-117 

車載工具-168 

ジゎツ牛®イ室し、0た-1已9 

車両を緊急停止するじは-19已 

集中（パフー)ドア□ツク-64 

巧電警告む-93 

イま用オイル-225 

乗降ブリップ-1已4 

照明-158 

助手席 SRSIL アバツグ-45 

ショッピングフック-1已3 



水温警告む-94 


水温警告む-94 

水温表示な-91 

スイ'ソチ-98 

スーパー デフ□ック-110 

スターター コント □ー ルシステ厶 

マニュァル車-112 

スタック（立ち往生） 

したとき-172 

ステし才（才ーデイオ）-13已 

スター(タイわ）チェーン -218 

スパーク（点义）プラグの型式——224 


スピードベータ-89 

スペアタイわ-177 

スライド調整-37 

スライドドア-62 



積算距離計（ォドべーター）-89 

t しクト（シフト）しバー 


積算距離計（オドべーター）-89 

t しクト（シフト）しバー 

才—トマチック車-118 

マニュアル車-115 

洗車-208 

前照む（ヘッドランプ）の 
切り替え-99 



速度計（スピードベーター）-89 



ターンシブナルインジクーター 


(方向指示表示む）-90 

ターンシグナル（方向指示） 

スイッチ-101 

タイわチェーン-218 

タイわの交換-177 

タイ やのデー勺 -227 

タイわの□—テーシヨン -206 

平シートフック-80 

ダンプ機構-81 


暖房（エアコン/ヒーター)-128 
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さくいん 



チェーン-218 


チェーン-218 

チェックエンジン警告む-92 

チェンジ（シフト）しバー 

ス— トマチ'ソク車-118 

マこュ7ル^-11已 

子クットホルタ'-1已1 

チゎージ（充電）警告む-93 

チゎイ J レドシ ー I -43 

昆主車ブ しーキ -10已 

駐車ブしーキ①点検基準値-224 



ツール（ I 具）-1已9 



化水温表示む-91 

デイスクホイール（タイわ）の 


交換-177 

デイスクホイール（タイわ）の 
デ—夕 -227 


テールヴ ー I -78 

デファしンシゎルブイルの 

デー勺 -22已 

デフ□スター(曇り取り）-132 

デフ□ックスイ'ソチ-110 

デュアル SRS エアバッグ-4已 

点义プラグの型式-224 

電巧の交換-188 

点検整備項目 

けービスデ-夕）-223 

電動パワーステアリンブ警告な--…96 



ド7-60 


ドア-60 

ドァウインド-77 

ドア りり一 )ウインド-7已 

ドア ミラ -84 

ドア□ツク-巳4 

時計 

AM / FM ラジス-144 

1 DIN CD . AM / FM 付ステしブ——156 
トランスファオイルのデータ——226 

トランスファしバ-107 

トランスミツシヨツオイルの 

デ-夕 -225 

トリップべーター(区間距離計）-89 



荷室ランプ-巧9 


荷室ランプ-巧9 

荷台作業ロスイッチ-104 

荷台ステップ-80 

荷箱関係-78 



燃料給油 □ 


燃料給油 □ 

(フユーエルキわ'ソプ）-72 

燃料計-89 

燃料残量警告む-95 


燃料（フューエル）タンクの容量---224 
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さくいん 


八 


パーキング溫車）ブしーキ-106 

パーキング（駐車）ブしーキの 

点検基準值-224 

パートタイム 4 WD 車-107 

陕皿- 160 

ハイ ビーム 

(ヘッドランプ上向き）表示む-… -90 
ハヴード インジ クーター 

(非常点滅表示む）-90 

/\ヴード（非常点滅な）スイ'ソチ----102 

発お箇-173 

バックドア-6日 

バック（ルーム ）ミラ -84 

パッシング 

(ヘッドランプの切り替え）-99 

バッテリーあか」-182 

バッテリーあ打' り防止機能-1已9 

バッテリーの型式-224 

バルブ履嫩の交換-188 

ハ° フー ウインド-7巳 

パフーステアリンブ警告む-96 

パフー ドア□ック-64 

パンク-17已 


ハッド（しパ'-式駐車）ブしーキ… -10 已 



ヒータ -128 



フアンベルトの点お基準值-224 

V (フアン）べん卜の点検基準值- -- 224 


ファンベルトの点お基準值-224 

V (ファン）べん卜の点検基準值- -- 224 

フィルターのデータ -225 

フオースリ 5' ソター機構イ寸シート 

ベル!-42 

不凍液（をな水）①データ-226 

フユーエんウオーニン ブ 

(燃料残量警告な）-95 

フユー; LJ レキゎップ-72 

フユーエル タンクの容量-224 

フユーエルベーター (燃料計）——89 

プラグの型式-224 

ブしーキ （ ABS ) -52 

ブしーキオイ J レのデータ-226 

ブしーキ警告'な-93 

ブしーキペグ'ん①点検基準値——224 

ブしード（フイパー)の交換-210 

フ□ントシ ー I -37 

フ□ットシートベルト-41 

フ□ントドア-60 

フ□ントフイ パー •ウオ 、ソシゎ一 
スイ、 ソチ-102 



ヘッドランプ上向き表示む-90 


ヘッドランプの切り替え-99 

ヘッドランプマニュアル 


非常点滅ロスイッチ-102 

非常点滅む表示む-90 

ヒ ユーブ ボックス-18已 

表示口-90 

ピラー アンテナ-13已 


しべリンブスイ、ソチ-100 

ベルト①点検基準値-224 
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さくいん 



ホイール（タイわ）①交換-177 


ホイール（タイわ）①交換-177 

ホイール（タイわ）のデータ-227 

ち向指示スイッチ-101 

方向指示表示む-90 

ホ—ンスイッチ-104 

補給 □ (フユーエルキトップ）…--72 
ポジ'シヨン表示 

(シフトインジクータ ー) -91 



ライト消し忘れ警告ブザ-100 


ラィト消し忘れ警告ブザ -100 

ライトスイ、ソチ-99 

ラジエーター 液（を 巧 水） の 

データ -226 

ラジオ 

AM/FM ラジブ -141 

1 DIN CD - AM/FM 付ステしブ ——148 
ラバー(フイパー)①交換- 210 



窓ガラス 


リクライニング調整- 

…38 

ドアウインド- 

-77 

I 」ちコンスィッチ- 

…日7 

のー ウインド- 

- 75 

I 」わオーパーヘッドシエんフー-- 

-165 

マ—ユアル車- 

-11巳 

リわデファしンシゎルスイルの 

了 S -- - 

- 226 



ドア 巧 -84 

ルーム呈ラ -84 


J レー 厶 ミラ -84 

ルームランプ-158 



乂 夕 - 

-88 

) 御水のデー 9- 

-226 

ベンテナンスデータ 


)領（エアつン）- 

-128 

(サービスデータ）- 

-223 

しパー式 i 主車ブしーキ- 

-106 



しべリンブスイ、ソチ- 

-100 



□ —了ーシヨン-206 

□-プフック-164 



4 WD 車-107 
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さくいん 



フイパー-ウオツシわ一 


フイパー-ウォッシわ一 

スイッチ-102 

フィパ-の交換-210 

フイわしスドア□ック 

(キーしスエントリー)-巳7 

W 数（電嫩-188 

1 DIN CD - AM/FM 付ステし才-14已 



CD プし一わ-152 



ELR シートベル! -41 

EPS (電動パワーステアリンブ） 

警告む-96 



1 DIN CD - AM/FM 付ステし才-14已 



3まオートマチック 


3まオートマチック 

トランス呈ツシヨン- 118 

3点'式 ELR シートベル!-41 



4 WD インジクータ-91 


4 WD インジクータ-91 

4WD 切 U 菅えスイッチ-108 

4WD 車-107 



A 巨 S -52 


A 巨 S -52 

ABS 警告な-9巳 

A/C (エア 11 ン）-128 

AM/FM ラジス-140 

AM ラジオ 

AM/FM ラジオ-141 

1 DIN CD - AM/FM 付ステし才——148 
A/T (才ートマチック）車-116 



FM ラジオ 


AM/FM ラジス-141 

1 DIN CD - AM/FM 付ステしブ——148 



LLC (冷却水）のデータ-226 



M/T (マニュアル）車-115 



SRS エアバッグ-45 


SRS エアバッグ警告む-51 

SRS エアバッグコンピユータ-51 



V (フアン）ベルトの点検基準值…224 



W 数（電球）-188 
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居白動まを房ましたとまは 

自動車検査証返納の手続さびお要になりますので、軽自動車検査協会事務所で手 
続さを行ってください。 


返納に必要な書類など（凸は一時使用中止時、回は解体返納時に 
必要です） 

曰自動車検査証返納証明書交付申請書-自動車検査証返納届出書 
回解体届出書 
曰回自動車検査証 

曰回車両番号標（ない場合は「車両ま号標未処分理由書」） 

曰回軽自動車税申告書 

曰回印鑑 



田一時使用中止時 


7ま窓 □ 


ナンバー頒巧 

み 


6ま窓 □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2ま窓口 


申請書類の確認 

み 


3ま窓 □ 


検査手数料収納 

み 


2ま窓口 


申請書類の確認 


曰解体返納時 


7ま窓 □ 


ナンバー頒布 

み 


6香な □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2まな □ 


申請書類の確認 

み 


己番窓 □ 


申請書の受付、および検査証交付 


《上記の順序は一般的な例です。 


























ほ用ち • 巧ち者 • ほ用ちの住所を密更したとをは 

検査証記載事項変更の手続をび必要になりますので、使用中の本拠位置を管轄す 
る軽自動車検査協会事務所で手続きを行ってください。 


申請に必要な書類など（田は使用ち•所有者を変更した場合、囚 
は引っ越しなどにより、使用ちの住所を変更した場合に必要です） 

曰因自動車検査証記入申請書 
曰因自動車検査証 

曰因使用者の住所を証ずる書面（印鑑証明書、または住民票抄本などで 
発行後3ヶ月!;(内のちの） 

曰自動車損害賠償責任保険証明書、または自動車損害賠償責任共済証 
明書（使用者び変わった場合に必要です） 

曰因車両ま号標（同じ管轄であれば変更する必要びありません） 

已軽自動車税申告書-自動車取得税申告書 
因軽自動車税申告書 
己因印鑑 



BE (ナンパ’一変更あり） 


2ま窓口 


申請書類の確認 

み 


7ま窓 □ 


ナンバー頒巧 

み 


5ま窓 □ 


申請書の受付、および検査証交付 

み 


6ま窓 □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


BE (ナンバー変更なし) 


2ま窓 □ 


申請書類の確認 

み 


6まな □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


己番お □ 


申請書の受付、および検査話交付 


ナンバー頒布 


7ま窓 □ 


《上記の順序は一般的な例です。 
























ご相談、ご意見はご購入いただいた 
販売を社にお巧い合わせください。 


お問い合わせ先は別冊「メンテナンスノート」の 
「ダイ八ツサービス網」をご覧ください。 


お問い合わせには、あ日かじめ下記の事項 
について確認のラえ、ご連絡願います。 

;: 1 ; ■車名および型式、登録き号 
ぶ I ご購入年月日 
…走行距離 

:りお客様のご住所、お名前、電話番号 


ダイ八ツエ業株式会社お客様相談室 

フ U - コール IP 0加 0-500-0182 

受付時間 平日 日: 00-19:00 

±曰祝 9:00-17:00 

〒己 63-8651 大阪府ミ也田巿ダイノいツ町1ま1号 

弊社におけるお客様の個人情報の取り扱いにつしでは、ダイ n ツエ業株式会社ホームページにて 
指載し C おります。 （ http :// www . daiha ね u . co . jp / privacy / index . htm ) 


•印刷二2日12年11月22日♦発行二2日12年11月30日く非売品> 
♦編集ニダイ A ツエ業株式を社サービス部 
•発行ニダイ；、ツエ業株式を社 














01999 -85130 


ブイ A ツ I 第株す会社 


シートベルトを締めましよう 


車両の仕様等のを更により本書の内容び車面と 
一致しない場合びありまずのでご了承ください。 



